
令和８年度第１回大都市水道局大規模災害対策検討会 

５月２８日(木) 13 時 30 分～17 時 四国大学交流プラザ５階フォーラムホール 

 

次  第 

【司会】東京都水道局  

１ 開催会場事業体挨拶（徳島市） 

２ 出席者自己紹介         【資料１】  

３ 大都市水道局大規模災害対策検討会について 【資料２】  

４ 検討会（２日間）の日程（徳島市）  【資料３】  

５ 中国四国地方支部内の防災対策等   【資料４】 

（１）徳島市上下水道局の防災対策 

（２）広島市水道局における浸水リスク対策 

（３）岡山市水道局の防災対策について 

（４）高知市における南海トラフ地震対策 

－ 休 憩（15 分程度）－ 

６ 議 事 【議長】（東京都）   【資料５】 

議題１ 大都市水道局研修講師派遣制度の活用について（神戸市） 

議題２ 情報交換議題について 

議題３ 令和８年度検討会開催都市及び日程について 

議題４ 令和９年度第１回検討会開催会場事業体と日程について（於：堺市） 

議題５ 令和１０年度以降における検討会の開催地について 

７ 国土交通省からの情報提供   【資料６】 

 （１）災害対策の取り組み（水道事業課） 

 （２）防災課より連絡事項 

８ 事務連絡（徳島市） 

９  集合写真撮影 
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大都市水道局大規模災害対策検討会運営要綱 

 
                      制定 ２０１８年１２月２１日 検討会決定 

 
本要綱は、大都市水道局事務協議会（平成３０年７月１８日新潟市水道局開催）で新設が決定

された「大都市水道局大規模災害対策検討会」（以下「検討会」という。）の運営について定める

ものである。 
 

（目 的） 
第１条  本検討会は、南海トラフ巨大地震や首都直下地震をはじめとした巨大地震や、津波、豪

雨等による大規模災害発生時に、水道供給が広域にわたり不能となった場合の対策を検討・立

案するとともに、各都市の防災に関する進んだ取組の情報交換等を行い、得られた対策や知見

を積極的に広く発信し、水道界全体の防災力向上に繋げていくことを目的とする。 
 
（検討事項等） 
第２条  検討会は次に掲げる事項について、必要な検討を行う。 
（１） 大規模災害発生時の対策に関する検討 
（２） 防災に関する取組等の情報交換 
（３） その他防災に関する課題等 

 
（構  成） 
第３条  検討会は次に掲げる委員をもって構成する。 

 札幌市水道局、仙台市水道局、さいたま市水道局、東京都水道局、川崎市上下水道局、横浜

市水道局、新潟市水道局、静岡市上下水道局、浜松市上下水道部、名古屋市上下水道局、京都

市上下水道局、大阪市水道局、堺市上下水道局、神戸市水道局、岡山市水道局、広島市水道局、

北九州市上下水道局、福岡市水道局及び熊本市上下水道局の防災を担当する者（課長級及び係

長級等） 
２ その他関係する団体の参加 
 検討会は、議事内容等に応じて、委員以外の関係する団体へ参加を依頼することができる。 
 
（開催） 
第４条  検討会は次のとおり開催する。 
（１） 検討会は、年２回程度開催することとし、開催都市は、前年度第１回検討会において決定 

する。 
なお、必要に応じて、臨時会を開くことができる。 

（２） 大規模災害等が発生し、開催都市の対応に支障が生じる場合及び応援態勢に支障が生じる

場合に検討会を中止又は延期できる。 
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（事務局） 
第５条 検討会の事務局は、仙台市水道局、東京都水道局及び神戸市水道局の三都市が務める。 
 東京都水道局が主となり、仙台市水道局及び神戸市水道局がこれを補佐する。 
２ 事務局は次に掲げる事務を行う 
（１） 検討会の内容調整及び開催都市が行う事務以外の事務作業等 
（２） 関係する団体及び報道機関との調整作業 
 
（経費） 
第６条  検討会開催に係る経費の負担は、以下のとおりとする。 
（１） 検討会参加のための旅費（宿泊料を含む。）は、検討会に参加する都市及び団体が負担す

る。 
（２） 検討会開催により、貸切バス等の特別な費用が発生した際は、検討会に参加する都市及び

団体が参加費として負担する。 
（３） 検討会に係る事務用品等の消耗品費は、開催都市が負担する。 
 
（補則） 
第７条  この要綱に定めのない事項及びこの要綱の内容に疑義が生じた場合は、その都度協議し

て定めるものとする。 
 
 
    附  則 
   この要綱は、平成３０年１２月２１日から施行する。 
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令和８年度第１回大都市水道局大規模災害対策検討会日程表 

 

〔１日目〕令和８年５月２８日（木曜日）  

 

第１回検討会 四国大学交流プラザ５階フォーラムホール 

（徳島市出来島本町西２丁目３５－８） 

 

時 間 内   容 

午後 1時 00 分 受 付 

午後 1時 30 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後５時 

開会  

１ 開催都市挨拶（徳島市） 

２ 出席者自己紹介 

３ 検討会（２日間）の日程について（徳島市） 

４ 中国四国地方支部内の防災対策等 

 （１）徳島市上下水道局の防災対策 

 （２）広島市水道局における浸水リスク対策 

 （３）岡山市水道局の防災対策について 

 （４）高知市における南海トラフ地震対策 

５ 議事 

議題１ 大都市水道局研修講師派遣制度の活用について（神戸市） 

議題２ 情報交換事項について 

議題３ 令和８年度検討会開催都市及び日程について 

議題４ 令和９年度第１回検討会開催会場事業体と日程について 

（於：堺市） 

議題５ 令和１０年度以降における検討会の開催地について 

６ 国土交通省からの情報提供 

 （１）災害対策の取り組み（水道事業課） 

 （２）防災課より連絡事項 

７ 事務連絡（徳島市） 

８ 閉会（集合写真撮影） 
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〔２日目〕令和８年５月２９日（金曜日） 

 

徳島市上下水道局の震災対策現地調査 

①  むつみパーク蔵本(蔵本公園)(徳島市庄町１丁目７６－２) 

②  中鮎喰（なかあくい）橋西詰制御所(徳島市国府町南岩延３２－１地先) 

③  第十浄水場(名西郡石井町藍畑字第十２６２－４) 

 

時 間 場 所 

８時４５分 徳島駅前(ﾎﾃﾙｻﾝﾙｰﾄ徳島西側･ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ前) 参加者集合 

９時００分 徳島駅前 発 

９時２０分 むつみパーク蔵本(蔵本公園) 着（徳島市庄町１丁目７６－２） 

９時４０分     〃         発 

９時５０分 中鮎喰橋西詰制御所 着(徳島市国府町南岩延３２－１地先) 

１０時０５分 中鮎喰橋西詰制御所 発 

１０時２０分 第十浄水場 着（名西郡石井町藍畑字第十２６２－４） 

１１時４０分   〃   発 

１２時２０分 徳島空港  着 

１２時２５分 〃   発        （参加者解散） 

１２時５５分 徳島駅   着           
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0

第
7

水
源

地
下

水
第

十
浄

水
場

内
塩

素
消

毒
1

5
,0

0
0

計
1

6
8

,9
9

0

【
多
様

な
水
源

】

1
2

- 20 -



２
-２

影
響

の
最

小
化

給
水

区
域

応
神

系
送

水
管

【
耐
震

管
ル
ー
プ
と
配

水
場

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
管

路
】

1
3

- 21 -



２
-３

復
旧

の
迅

速
化

本
庁
舎

デ
ー
タ
サ
ー
バ
ー

津
波

浸
水

区
域
外
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

設
備
台

帳

管
路
マ
ッ
ピ
ン
グ

完
成

図
書

(P
D
F
)、

e
tc

し
ゅ
ん
工

図
面

戸
番

図
、
e
tc

.

図
面

資
料

等
の
デ
ー
タ
化

サ
ー
バ
の

二
重
化

【
図
面

、
統

計
資

料
、
補
修

履
歴
等

の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化

】

1
4

- 22 -



２
-３

復
旧

の
迅

速
化

重
要

管
路
を
設
定

し
、
復

旧
優

先
順
位

を
設
定

①
送

水
管
路

②
ル
ー
プ
管
路

③
配

水
場
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
管

路
・
主

要
基

幹
管
路

【
復
旧

優
先
順

位
の
設

定
（管

路
）】

1
5

- 23 -



２
-３

復
旧

の
迅

速
化

目
標

と
す
る
応
急

復
旧
期

間
内
（
２
週
間

以
内

）
に
復

旧
作

業
を
終

え
る
た
め
に

必
要

な
作

業
班
数

（
人

数
）
を
算

出

１
日

あ
た
り
に
必

要
な
班

数
は
・
・
・

震
度
5
強

⇒
1
0
班

(8
0
人

)
震

度
6
弱

⇒
8
5
班

(6
8
0
人

)
震

度
6
強

⇒
2
2
6
班

(1
8
0
8
人
)

震
度
7

⇒
5
7
1
班

(4
5
6
8
人
)

【資
料
】
想

定
地

震
動

に
よ
る
管

路
の

想
定

被
害

と
必
要

応
急

復
旧

班
数

【
復
旧

作
業
人

員
の
確

保
(管

路
)】
①

1
6

- 24 -



２
-３

復
旧

の
迅

速
化

・
管

路
の

復
旧

作
業
人

員
▷
徳

島
市

指
定

上
下
水

道
工

事
店

協
同
組

合
▷
（
公

社
）
日

本
水

道
協

会
中

国
四

国
地
方

支
部

・
徳

島
県

支
部

・
漏

水
調

査
人

員
▷
徳

島
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
協

同
組
合

【
復
旧

作
業
人

員
の
確

保
(管

路
)】
②

1
7

- 25 -



２
-３

復
旧

の
迅

速
化

法
花

谷
配

水
場

（
津
波

浸
水

区
域

外
）
の
倉

庫
に

復
旧

資
機

材
を
備

蓄

【
復
旧

資
機
材

等
の
確

保
（管

路
）

法
花
谷

配
水

場
テ
ン
ト
倉
庫

テ
ン
ト
倉

庫
内

備
蓄

品

1
8

- 26 -



２
-４

応
急

給
水

へ
の
備

え

応
急

給
水

塔

「耐
震
性

貯
水
槽

」
「
緊
急

取
水
口

」

む
つ

み
パ

ー
ク

蔵
本

中
前

川
配

水
場

（
予

定
地

）

1
9

- 27 -



２
-４

応
急

給
水

へ
の

備
え

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

給
水
基

地
か
ら
の
ル
ー
ト
図

現
地

写
真

【
避
難

所
等
の

受
水
槽

調
査

】

2
0

- 28 -



震
災
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
（
上

下
水

道
編
）

令
和
5
年

3
月

3
1
日

受
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
応

援
水

道
事
業
体

用
）

令
和

６
年
１
月

２
-５

危
機

管
理

体
制

の
強

化

2
1

- 29 -



受
援

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

目
的

と
構

成

『
徳

島
市

上
下

水
道

局
が
応
急

給
水

及
び

応
急
復
旧

の
応

援
隊
を
受

入
れ
る
に
当
た
り
、
事

前
に
知

っ
て
お
い

て
い

た
だ

き
た
い

内
容
を
記
し
周

知
す
る
こ
と
で
、
迅

速
か
つ
円

滑
な
応

援
活

動
に
従

事
し
て
い

た
だ

く
こ
と
』

応
援
時

に
事

前
に
知

っ
て
ほ
し
い

内
容
を
記

載
し
、
迅

速
な
応

援
活
動

に
つ
な
げ
る
も
の
。

『
応

援
水
道
事

業
体
に
対

し
て
配
慮

が
必

要
！
』

目
的

P
.1

１
－

２
．
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

構
成

・
水

道
応

援
隊

受
入

れ
に
あ
た
っ
て

の
基
本

事
項

・
応
援

組
織

に
関

す
る
こ
と

・
応
援

作
業

時
に
お
け
る
留

意
事

項

・
使
用

材
料

・
様
式

集

構
成

P
.1

１
－

１
．
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

目
的

●
災

害
時

相
互

応
援
に
関
す
る
協
定
等
に
基
づ
き
、
応

援
要
請
を
行
う
。

・応
援

事
業

体
は
必
要

な
情

報
を

把
握
で
き
な
い

ま
ま
被

災
地

へ

・現
地

に
行

っ
て
か
ら
情

報
収

集

す
る
の

で
、
被

災
事

業
体

の
負

担
と
な
る

・
応

援
事
業

体
は
必

要

な
情

報
を
把

握
し
て

被
災

地
へ

・
応

援
事
業

体
へ
必

要
な

情
報

を
提

供
し
や
す
く

な
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
い
と
…

マ
ニ
ュ
ア
ル
あ
る
と
…

背
景

様
式
も
含
め
、
全

3
2
ペ
ー
ジ

受
援

マ
ニ

ュ
ア

ル

（
応

援
水

道
事

業
体

用
）

2
2
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２
-５

危
機

管
理

体
制

の
強

化

2
3

- 31 -



２
-５

危
機

管
理

体
制

の
強

化

日
本

水
道

協
会

中
国

四
国

地
方

支
部

合
同

防
災

訓
練

（R
1

）

局
内

初
動

対
応

訓
練

（
R

7
)

工
事

店
協

同
組

合
と

の
机

上
訓

練
（
R

7
)

2
4

- 32 -



２
-５

危
機

管
理

体
制

の
強

化

徳
島

市
民

総
合
防
災
訓

練

2
5

- 33 -



３
お
わ
り
に

「
１
０
０
周

年
記

念
事

業
」

【
地
元

大
学
と
の

連
携
に
よ
る
P
R
動

画
作

成
】

P
R
動

画
2
6

- 34 -



３
お
わ
り
に

「
１
０
０
周

年
記

念
事

業
」

【
地
元

小
学
校

金
管
バ
ン
ド
部
に
よ
る
演
奏

会
】

2
7

- 35 -



３
お
わ
り
に

「
１
０
０
周

年
記

念
事

業
」

【
地
元

大
学
と
の

連
携
に
よ
る
記
念

ロ
ゴ
マ
ー
ク
作

成
】

2
8

- 36 -



３
お
わ
り
に

「
１
０
０
周

年
記

念
事

業
」

【
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
】

2
9

- 37 -



大
正

１５
年

し
ゅ

ん
工

登
録

有
形

文
化

財
佐

古
配

水
場

ポ
ン

プ
場

3
0

- 38 -



広
島
市
水
道
局
に
お
け
る
浸
水
リ
ス
ク
対
策

大
都

市
水
道

局
大
規

模
災
害

対
策
検

討
会

令
和

８
年

５
月

２
８

日
広

島
市

水
道

局

- 39 -



給
水

人
口

約
1
2
1
万

人
給

水
能

力
約

6
0
万

ｍ
3

/
日

配
水

池
1
8
2
か

所
ポ

ン
プ

所
1
4
3
か

所

◁
山

口
方

面
岡

山
方

面
▷

基
町

庁
舎

高
陽

浄
水

場
緑

井
浄

水
場

広
島

市
水

道
事

業
の

概
要

1

牛
田

浄
水

場

- 40 -



2

浸
水
リ
ス
ク
対
策
の
背
景
・
経
緯

�
平
成
30
年
７
⽉
豪
⾬
に
よ
り
最
⼤
13
,3
00
世
帯
が
断
水
。

�
本
市
が
所
有
す
る
全
て
の
施
設
を
評
価
し
、
９
施
設
に
浸
水
リ
ス
ク
が
判
明
。

狩
留
家
第
⼀
ポ
ン
プ
所

八
木
取
水
場

三
田
ポ
ン
プ
所

沼
田
ポ
ン
プ
所

牛
田
浄
水
場 基
町
庁
舎

高
陽
取
水
場

⼾
坂
取
水
場

比
治
山
ポ
ン
プ
所

基
町
庁
舎

- 41 -



3

基
町
庁
舎
の
概
要

�
平
成
７
年
３
⽉
に
竣
⼯

�
太
田
川
下
流
域
に
広
が
る
広
島

デ
ル
タ
地
帯
に
⽴
地

�
災
害
・
事
故
対
策
本
部
の
設
置
拠
点

�
非
常
時
の
給
水
活
動
に
対
応
可
能

�
日
本
水
道
協
会
中
国
四
国
地
方
支
部

事
務
局

- 42 -



浸
水
リ
ス
ク
対
策
の
基
本
方
針

4

津
波

洪
水

内
水
氾
濫

南
海
ト
ラ
フ
巨
⼤
地
震

ク
ラ
ス
に
よ
り
発
生
す

る
津
波
浸
水
を
想
定

想
定
し
得
る
最
⼤
規
模
の

降
⾬
に
よ
り
、
河
川
が
氾

濫
し
発
生
す
る
洪
水
浸
水

を
想
定

想
定
し
得
る
最
⼤
規
模
の

降
⾬
に
よ
り
、
下
水
が
溢

れ
発
生
す
る
内
水
氾
濫
浸

水
を
想
定

- 43 -



浸
水
リ
ス
ク
対
策
の
基
本
方
針

5

津
波

洪
水

内
水
氾
濫

対
策
高
さ

GL
＋
1.
0ｍ

以
上

対
策
高
さ

GL
＋
５
.0
ｍ
以
上

対
策
高
さ

GL
＋
0.
5ｍ

以
上

- 44 -



6

浸
水
リ
ス
ク
対
策
の
基
本
方
針

ST
EP 1

5.
0ｍ

程
度
の
⽌
水
壁
等
で
庁
舎
を
囲
う
必
要
あ
り

ST
EP 3

被
災
し
た
際
は
、
高
陽
浄
水
場
等
へ
庁
舎
機
能
移
転

に
よ
り
対
応
す
る

ST
EP ２

⽴
地
条
件
か
ら
現
実
的
で
は
な
い

洪
水

対
策
高
さ
GL
＋
5.
0ｍ

- 45 -



- 46 -



8

浸
水
リ
ス
ク
対
策
⼯
事
の
概
要

浸
水
防
止
壁
及
び
脱
着
式
止
水
板
の
設
置

浸
水
防
止
壁
及
び
浸
水
防
止
用
設
備
の
設
置

- 47 -



9

浸
水
リ
ス
ク
対
策
⼯
事
の
概
要

①
浸
水
防
止
壁
（
RC
造
）

- 48 -



10

浸
水
リ
ス
ク
対
策
⼯
事
の
概
要

①
浸
水
防
止
壁
（
RC
造
）

- 49 -



11

浸
水
リ
ス
ク
対
策
⼯
事
の
概
要

②
浮
⼒
起
伏
式
止
水
板

- 50 -



12

浸
水
リ
ス
ク
対
策
⼯
事
の
概
要

②
浮
⼒
起
伏
式
止
水
板

浮
⼒
起
伏
式
止
水
版
ア
ク
ア
フ
ロ
ー
ト
｜
広
島
市
水
道
局
様
、
出
荷
予
定
製
品
の
漏
水
試
験
｜
⽂
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー
-
Yo
uT
ub
e

- 51 -



13

浸
水
リ
ス
ク
対
策
⼯
事
の
概
要

②
浮
⼒
起
伏
式
止
水
板

通
常
時

起
伏
時

- 52 -



14

浸
水
リ
ス
ク
対
策
⼯
事
の
概
要

③
ス
ラ
イ
ド
式
ゲ
ー
ト

- 53 -



15

浸
水
リ
ス
ク
対
策
⼯
事
の
概
要

③
ス
ラ
イ
ド
式
ゲ
ー
ト

通
常
時

閉
扉
時

- 54 -



16

浸
水
リ
ス
ク
対
策
⼯
事
の
概
要

④
ス
イ
ン
グ
式
ゲ
ー
ト

- 55 -



17

浸
水
リ
ス
ク
対
策
⼯
事
の
概
要

④
ス
イ
ン
グ
式
ゲ
ー
ト

通
常
時

閉
扉
時

- 56 -



18

浸
水
リ
ス
ク
対
策
⼯
事
の
概
要

⑤
脱
着
式
止
水
板
（
ア
ル
ミ
製
、
カ
ー
ボ
ン
製
）

- 57 -



19

浸
水
リ
ス
ク
対
策
⼯
事
の
概
要

⑤
脱
着
式
止
水
板
（
ア
ル
ミ
製
、
カ
ー
ボ
ン
製
）

ア
ル
ミ
製

カ
ー
ボ
ン
製

- 58 -



20

浸
水
リ
ス
ク
対
策
⼯
事
の
概
要

⑦
浸
水
防
止
壁
（
RC
造
）

- 59 -



21

浸
水
リ
ス
ク
対
策
⼯
事
の
概
要

⑦
浸
水
防
止
壁
（
RC
造
）

- 60 -



22

浸
水
リ
ス
ク
対
策
⼯
事
の
概
要

⑧
脱
着
式
止
水
板
（
ア
ル
ミ
製
）

- 61 -



23

浸
水
リ
ス
ク
対
策
⼯
事
の
概
要

⑧
脱
着
式
止
水
板
（
ア
ル
ミ
製
）

- 62 -



24

浸
水
リ
ス
ク
対
策
⼯
事
の
概
要

- 63 -



25

お
わ
り
に

１
．
対
策
の
意
義

基
町
庁
舎
の
耐
災
害
性
強
化
は
、
他
都
市
の
施
設
に
も
応
用
可
能
な
事

例
で
あ
る
。

２
．
得
ら
れ
た
成
果

浸
水
防
止
設
備
等
の
整
備
に
よ
り
、
庁
舎
機
能
の
維
持
と
業
務
継
続
性

を
確
保
。

３
．
今
後
の
取
組

設
備
の
維
持
管
理
・
機
能
点
検
・
災
害
訓
練
の
継
続
的
実
施
が
重
要
。

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
対
策
を
推
進
し
、
水
道
イ
ン
フ
ラ
や
災

害
対
応
⼒
の
強
化
を
図
る
。

- 64 -



ご
清

聴
あ

りが
とう

ご
ざ

い
ま

した
。

広
島

市
水

道
局

マ
ス

コ
ッ

ト
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
じ

ゃ
ぐ

っ
ち

ー

- 65 -



令
和
８
年
度

第
１
回
大
都
市
水
道
局
大
規
模
災
害
対
策
検
討
会

岡
山
市
水
道
局
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

令
和
８
年
５
月
28
日

岡
山
市
水
道
局

- 66 -



【
目
次
】

１
．
岡
山
市
水
道
局
の
概
況

２
．
岡
山
市
水
道
局
の
取
組

３
．
岡
山
県
支
部
の
取
組

1

- 67 -



１
．
岡
山
市
水
道
局
の
概
況

岡
山
市
は
、
岡
山
県
南
東
部
に
位
置
し
、
人
口
約
70
万
人
の
政
令
指
定
都
市
で
す
。

水
道
事
業
で
は
、
明
治
38
年
に
全
国
８
番
目
の
近
代
水
道
と
し
て
創
設
し
、
令
和
７
年
に
水
道
通
水
12
0周

年
を

迎
え
ま
し
た
。

市
⺠
約
70
万
人
に
安
全
・
安
⼼
な
水
道
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
、
計
画
的
に
水
道
施
設
の
更
新
や
耐
震
化

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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S
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S
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S

6
0

H
5

H
1
3

H
2

1
H

2
9

年
間

配
水

量
給

水
人

口

第 4 期 拡 張 工 事 の 竣 工

上 水 道 の 給 水 開 始

配 水 量 の ピ ー ク

給 水 人 口 の ピ ー ク

第 2 期 拡 張 工 事 の 竣 工

通 水 開 始 年

第 3 期 拡 張 工 事 の 竣 工

旭 東 浄 水 場 の 完 成

三 野 浄 水 場 第 5 水 源 完 成

第 5 期 拡 張 工 事 の 竣 工

山 浦 浄 水 場 の 完 成

矢 坂 山 配 水 場 の 完 成
（
万

㎥
）
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S
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H
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H
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R
元

R
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●
水
道
事
業
の
あ
ゆ
み

●
水
道
事
業
の
現
況

（
令
和
7年

3月
末
）
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１
．
岡
山
市
水
道
局
の
概
況

岡
山
市
の
給
水
区
域
は
、
約
75
0k
m
2（

政
令
市
最
大
の
広
さ
）
で
あ
り
、
半
分
近
く
を
山
間
部
や
中
山
間

地
域
が
占
め
て
い
る
と
い
う
地
理
的
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

広
大
な
給
水
区
域
に
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
、
多
く
の
水
道
施
設
や
⻑
い
距
離
の
配
管
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
水
道
施
設
、
能
力
の
概
要

●
浄
水
場
別
給
水
エ
リ
ア
図
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１
．
岡
山
市
水
道
局
の
概
況

岡
山
市
の
水
道
施
設
は
、
創
設
当
初
の
各
施
設
が
残
さ
れ
て
お
り
、
平
成
17
年
に
三
野
浄
水
場
緩
速
ろ
過
池
や
半

田
山
配
水
池
な
ど
10
か
所
が
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

半
田
山
配
水
池
な
ど
は
、
現
在
も
現
役
で
稼
働
し
て
い
ま
す
。

三
野
浄
水
場
の
緩
速
ろ
過
池

半
田
山
植
物
園
中
腹
に
３
池
あ
る
半
田
山
配
水
池

4
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２
．
岡
山
市
水
道
局
の
取
組

−
（
耐
震
化
）

〇
水
道
施
設
の
耐
震
化

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
計
画
に
基
づ
い
て
、
老
朽
化
し
た
浄
水
施
設
の
更
新
、
耐
震
化
を
進
め
て
い

ま
す
。

特
に
基
幹
浄
水
施
設
で
あ
る
三
野
浄
水
場
の
更
新
を
引
き
続
き
優
先
し
て
進
め
、
令
和
11
年
度
ま
で
の
耐
震
化

完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
配
水
池
の
2槽

化
、
2池

化
や
緊
急
遮
断
弁
の
設
置
を
行
い
、
応
急
給
水
の
た
め
の
水
を
確
保
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
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配
水

 
耐

震
化

 
 

水
 

 
耐

震
化

 
 

 
 

 
耐

震
化

 

●
水
道
施
設
の
耐
震
化
率
の
推
移

●
水
道
施
設
の
耐
震
化
率
の
計
画
値
（
R1
3年

度
）

浄
水
施
設
耐
震
化
率
…
…
…
82
.1%

配
水
地
の
耐
震
化
率
…
…
…
71
.8%

ポ
ン
プ
場
の
耐
震
化
率
…
…
87
.3%

5
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２
．
岡
山
市
水
道
局
の
取
組

−
（
耐
震
化
）

〇
水
道
管
路
の
耐
震
化

水
道
管
の
経
年
化
に
つ
い
て
、
岡
山
市
で
は
、
約
1,3
00
㎞
（
全
体
の
約
3割

）
が
法
定
耐
用
年
数
を
超
え
て
い
ま

す
。 管
路
機
能
評
価
に
基
づ
き
、
老
朽
化
し
た
水
道
管
を
計
画
的
に
更
新
し
、
耐
震
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
医
療

施
設
や
避
難
所
、
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
る
市
役
所
な
ど
の
重
要
給
水
施
設
に
至
る
管
路
を
重
点
的
に
耐
震
化

し
て
い
ま
す
。
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単
位

：
％

●
法
定
耐
用
年
数
超
過
管
率
・
管
路
更
新
率
の
推
移
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適

合
 

 
路
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●
管
路
耐
震
管
率
・
基
幹
管
路
耐
震
適
合
率
の
推
移

●
管
路
の
耐
震
化
率
の
計
画
値
（
R1
3年

度
）

配
水
管
更
新
率
…
…
…
…
0.7
%/

年
基
幹
管
路
耐
震
適
合
率
…
56
.3%

6
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２
．
岡
山
市
水
道
局
の
取
組

−
（
耐
震
化
）

令
和
6年

1月
の
能
登
半
島
地
震
で
の
被
害
（
⻑
期
間
・
広
範
囲
で
の
断
水
）
を
教
訓
に
、
国
⼟
交
通
省
の
要
請
に

よ
り
、
令
和
7年

1月
に
「
上
下
水
道
耐
震
化
計
画
」
を
策
定
し
、
上
下
水
道
一
体
と
な
り
重
要
施
設
及
び
重
要
施
設

へ
接
続
す
る
管
路
の
耐
震
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

〇
上
下
水
道
耐
震
化
計
画
の
推
進

●
岡
山
市
上
下
水
道
耐
震
化
計
画

【
計
画
期
間
：
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
１
１
年
度
（
５
年
毎
に
更
新
）
】

・
上

下
水

道
の

「
急

所
施

設
」
の

耐
震

化
・
上

下
水

道
で
共

通
な
避

難
所

等
の

「
重

要
施

設
」
の

設
定

・
「
重

要
施

設
」
に
接

続
す
る
上

下
水

道
管

路
等

の
耐

震
化

●
計
画
イ
メ
ー
ジ
図

●
対
象
重
要
施
設

●
重
要
施
設
へ
接
続
す
る
管
路
の
完
成
見
込
み

7
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２
．
岡
山
市
水
道
局
の
取
組

−
（
応
急
給
水
）

〇
市
内
小
・
中
学
校
の
受
水
槽
を
利
用
し
た
応
急
給
水

応
急
給
水
拠
点
で
あ
る
小
・
中
学
校
の
受
水
槽
を
貯
水
槽
と
し
て
利
用
し
、
直
接
受
水
槽
か
ら
給
水
活
動
を
行
え

る
よ
う
に
応
急
給
水
栓
を
設
置
し
、
給
水
栓
数
を
増
や
す
た
め
の
給
水
ス
タ
ン
ド
が
取
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
災

害
時
の
応
急
給
水
場
所
と
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
災
害
発
生
時
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
に
年
に
１
回
程
度
局
職
員
に
よ
る
点
検
を
実
施
し
、

備
品
の
過
不
足
や
バ
ル
ブ
等
の
動
作
確
認
、
設
置
手
順
書
等
と
現
地
の
相
違
が
な
い
か
な
ど
、
各
種
項
目
に
つ
い
て

点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

8
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２
．
岡
山
市
水
道
局
の
取
組

−
（
災
害
派
遣
）

＜
能
登
半
島
地
震
＞

応
急
給
水

応
急
復
旧

＜
熊
本
地
震
＞

応
急
給
水

応
急
復
旧

＜
平
成
30
年
7月

豪
雨
災
害
＞

応
急
給
水

応
急
復
旧

能
登
半
島
地
震
な
ど
被
災
地
で
の
応
急
給
水
、
復
旧
活
動
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

被
災
時
の
迅
速
な
応
急
給
水
や
復
旧
を
図
る
た
め
に
も
、
職
員
の
災
害
対
応
能
力
の
向
上
は
不
可
欠
で
す
。
そ
の

た
め
、
他
都
市
や
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
、
情
報
発
信
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
災
害
時
の
派
遣
状
況

災
害

時
協

定
協

定
都

 

大
都

市
水

道
局

災
害

相
互

応
援

広
島

市
、
堺

市
、
東

京
都

水
道

水
相

互
融

通
協

定
倉

敷
市

、
玉

野
市

燃
料

供
給

神
戸

市
、
新

潟
市

救
援

活
動

東
京

都

●
災
害
時
の
協
定
、
協
力
体
制
の
構
築

9
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２
．
岡
山
市
水
道
局
の
取
組

−
（
浸
水
・
停
電
対
策
）

〇
平
成
30
年
7月

豪
雨
災
害
を
受
け
て
の
対
策

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、
岡
山
市
で
も
、
水
道
施
設
の
浸
水
及
び
停
電
等
、
複
数
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
被
害
を
踏
ま
え
、
施
設
の
浸
水
対
策
、
発
電
機
整
備
な
ど
の
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
平
成
30
年
7月

豪
雨
の
被
害

●
浸
水
対
策

●
停
電
対
策

・
管
路
折
損
、
露
出
等
…
折
損
1件

（
北
区
菅
野
地
内
）
、
露
出
24
件

・
浄
水
施
設
、
水
源
…
…
5浄

水
場
（
三
野
・
旭
東
・
牟
佐
・
矢
原
・
宇
垣
）

、
12
水
源

・
⼟
砂
崩
れ
…
…
…
…
…
半
田
山
配
水
池

外
５
件

・
浸
水
被
害
…
…
…
…
…
横
井
配
水
池

外
４
件

平
成
30
年
7月

豪
雨
で
被
災
し
た
施
設

非
常
用
発
電
機
（
矢
原
浄
水
場
）

止
水
板
の
設
置
（
三
野
浄
水
場
）

15
か
所

８
か
所

６
か
所

５
か
所

整
備
済

整
備
済

未
整
備

未
整
備

10
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３
．
岡
山
県
支
部
の
取
組

−
（
防
災
訓
練
）

令
和
７
年
11
月
12
日
、
13
日
の
２
日
間
、
備
前
市
で
相
互
応
援
参
集
・
受
入
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

台
風
の
影
響
に
よ
る
⼟
砂
災
害
に
よ
り
配
水
管
が
折
損
し
、
備
前
市
内
の
広
範
囲
が
断
水
し
た
と
の
想
定
の

下
、
現
地
訓
練
に
は
県
内
20
市
町
３
企
業
団
か
ら
35
名
、
給
水
車
10
台
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
集
場
所
等
の
応
援
要
請
内
容
は
ブ
ラ
イ
ン
ド
で
実
施
し
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
本
番
に
近
い
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。

〇
県
支
部
相
互
応
援
参
集
・
受
入
訓
練
（

R7
年
度
）

11
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３
．
岡
山
県
支
部
の
取
組

−
（
防
災
訓
練
）

＜
県
支
部
相
互
応
援
参
集
･受

入
訓
練
＞

【
訓
練
内
容
】

①
情
報
伝
達
訓
練
（
試
行
と
し
て
ｋ
ｉ
ｎ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
を
活
用
し
た
応
援
派
遣
報
告
を
実
施
。
ま
た
、
従
来
の
県
支
部

へ
の
連
絡
に
加
え
、
県
及
び
地
方
整
備
局
へ
の
情
報
連
絡
を
追
加
）

②
応
援
隊
派
遣
、
受
入
訓
練
、
参
集
訓
練
（
坂
根
浄
水
場
）

③
給
水
拠
点
へ
の
ル
ー
ト
及
び
道
路
被
害
状
況
等
の
確
認

④
岡
山
県
に
よ
る
災
害
時
連
絡
体
制
に
つ
い
て
の
説
明
会

⑤
日
本
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
協
会
に
よ
る
説
明
会
〜
⾃
然
災
害
に
強
い
耐
震
継
手
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
〜
(株
)栗
本
鐵
⼯
所

⑥
宿
泊
訓
練
（
備
前
市
チ
オ
ビ
タ
運
動
公
園
体
育
館
）

⑦
充
水
訓
練
（
坂
根
浄
水
場
）
、
応
急
給
水
訓
練
（
香
登
小
学
校
、
吉
永
小
学
校
、
東
鶴
山
小
学
校
、
備
前
市
役
所
）

受
入
式

消
火
栓
か
ら
給
水
車
へ
の
充
水
訓
練

給
水
車
か
ら
受
水
槽
へ
の
給
水
訓
練

12
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３
．
岡
山
県
支
部
の
取
組

−
（
防
災
訓
練
）

令
和
６
年
10
月
30
日
、
31
日
の
２
日
間
、
笠
岡
市
で
相
互
応
援
参
集
・
受
入
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

県
南
部
で
震
度
６
強
の
地
震
発
生
に
よ
り
、
笠
岡
市
に
お
い
て
白
石
島
配
水
池
と
北
川
低
区
ポ
ン
プ
室
が
被
災

し
、
大
規
模
な
断
水
が
発
生
し
た
と
の
想
定
の
下
、
現
地
訓
練
に
は
県
内
19
市
町
４
企
業
団
か
ら
39
名
、
給
水
車

12
台
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
笠
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
活
動
拠
点
と
し
、
給
水
車
を
島
へ
輸
送
す
る
な
ど
本
番
を
想
定
し
な
が

ら
様
々
な
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

〇
県
支
部
相
互
応
援
参
集
・
受
入
訓
練
（

R6
年
度
）

給
水
車
を
島
へ
輸
送

配
水
池
へ
の
給
水
訓
練

13
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３
．
岡
山
県
支
部
の
取
組

−
（
防
災
訓
練
）

【
訓
練
内
容
】

①
情
報
伝
達
訓
練

②
応
援
隊
派
遣
、
受
入
訓
練
、
参
集
訓
練

③
充
水
訓
練
、
給
水
車
輸
送
、
道
路
被
害
状
況
等
の
確
認

④
日
本
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
協
会
に
よ
る
説
明
会

〜
耐
震
継
手
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
が
⾃
然
災
害
に
耐
え
た
事
例
集
〜
(株
)ク
ボ
タ

⑤
岡
山
県
に
よ
る
防
災
説
明
会
、
各
事
業
体
と
の
意
見
交
換

⑥
宿
泊
訓
練

⑦
応
急
給
水
訓
練
（
白
石
島
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
北
川
低
区
配
水
池
、
笠
岡
市
立
北
川
小
学
校
）

宿
泊
訓
練

受
入
式

給
水
訓
練

14
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高
知
市
に
お
け
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

令
和

８
年

度
第

１
回
大

都
市
水

道
局
大

規
模
災

害
対
策

検
討
会

令
和

８
年
５

月
2
8日

高
知

市
上
下

水
道
局

1
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■
高

知
県

の
ほ

ぼ
中

央
に

位
置

し
、

市
の

北
側

は
四

国
山

地
、

南
側

は
土

佐
湾

に
面

し
て

い
る

。
海

岸
線

か
ら

は
雄

大
な

太
平

洋
が

一
望

■
四

国
山

地
の

一
部

で
あ

る
北

山
を

源
流

域
と

す
る

鏡
川

が
、

市
内

中
心

部
を

流
れ

、
そ

の
流

域
を

中
心

に
市

街
地

を
形

成

■
令

和
８

年
４

月
１

日
現

在
の

人
口

は
3
07

,7
0
1
人

。
高

知
県

全
体

の
約
4
8
％

◇
高

知
市

の
地

勢

仁
淀
川

浦
戸
湾

桂
浜

高
知

城
J
R
高
知

駅

針
木
浄

水
場

2

１
高
知
市
の
概
況

※
国

土
地

理
院

デ
ジ

タ
ル

標
高

地
形

図
を

も
と

に
作
成

土
佐

湾

鏡
川

高
知

市
役
所

四
国

山
地

◇
四

国
の

地
形

図

高
知

市

徳
島

市

土
佐

湾

四
国
山

地

高
知

市
上

下
水
道

局 高
知
市
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※
R6
（
20
24
）
年
度
末
時
点

高
知
市

仁
淀
川
取
水
所

鏡
川
第
１
取
水
所

鏡
川
第
２
取
水
所

仁
淀
川

高
知
分
水

鏡
川吉
野
川

瀬
⼾
川

平
石
川

通
水
開
始

⼤
正
14
年

給
水
普
及
率

96
.6
％

給
水
人
口

29
6,
26
0人

１
日
平
均
配
水
量

99
,7
88
㎥

有
収
率

92
.5
％

導
・
送
・
配
水
管
総
延
⻑

1,
63
3㎞

職
員
数
（
水
道
事
業
）

13
8名

（
事
務
38
名
、
技
術
10
0名

）

3

２
高
知
市
の
水
道
（
事
業
概
要
）
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針
木

浄
水

場

旭
浄

水
場

4

３
高
知
市
の
給
水
区
域

ｚ

⾃
然
流
下
に
よ
る
配
水

浄
水
場

配
水

池

ご
家

庭

高
い

低
い （

市
内
中
心
部
：
３
～
４
階
へ
直
結
給
水
）

仁
淀
川

取
水

所

導
水
管

送
水

管

三
里

配
水
池

一
宮
配

水
池

南
部

配
水
池

大
津

配
水
池

北
部

高
地
区

配
水
池

東
部

高
地
区

配
水
池

南
部

高
地
区
配

水
池

西
部

高
地
区

配
水
池

南
ヶ

丘
配
水

池

森
山
配

水
池

弘
岡
上

配
水

池
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◇
震

度
予

測
図

（
市

内
中

心
部

）

出
典

津
波

浸
水

予
測
図

（
R
7
.
1
0
公

表
高

知
県

南
海

ト
ラ

フ
地

震
対

策
課

）
出

典
高

知
市
地

震
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

◇
津

波
浸

水
予

測
図

（
市

内
中

心
部

）

高
知

市
役

所

J
R
高

知
駅

J
R
高

知
駅

高
知

市
役

所

従
前

の
上

下
水

道
局

庁
舎

（
津

波
浸

水
深

3
.
4
ｍ

）

5

４
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
震
度
分
布
・
津
波
浸
水
予
測

■
南

海
ト

ラ
フ

地
震

が
今

後
3
0
年

以
内

に
発

生
す

る
確

率
は
60

～
9
0
％
程

度
以

上

■
高

知
市

の
想

定
震

度
は
６

弱
以

上
。

津
波

浸
水

深
は

市
街

地
で
３

ｍ
以

上
、

沿
岸

部
で

は
10

ｍ
以

上
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6

５
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
の
事
業
体
系

■
平

成
2
5
年

度
に

『
高

知
市

水
道

事
業

南
海

地
震

対
策

基
本

計
画

』
を

策
定

■
特

に
、

ハ
ー

ド
対

策
に

つ
い

て
は

、
災

害
に

強
い

水
道

を
目

指
す

と
い

う
基

本
方

針
の

も
と

、
平

成
2
9
年

度
か

ら
令

和
４

年
度

ま
で

を

南
海

ト
ラ

フ
地

震
対

策
の

『
集

中
投

資
期

間
』

と
位

置
づ

け
、

精
力

的
に

実
施

基
幹

施
設

の
耐

震
化

�
浄

水
場

の
耐

震
化

�
基

幹
配

水
池

の
耐

震
化

基
幹

管
路

な
ど

の
耐

震
化

�
送

水
幹

線
の

二
系

統
化

�
基

幹
管

路
の

耐
震

化

�
重

要
施

設
管

路
の

耐
震

化

応
急

活
動

施
設

等
の

整
備

応
急

活
動

体
制

の
強

化

�
耐

震
性

非
常

用
貯

水
槽

の
整
備

�
応

急
給

水
拠

点
の

整
備

�
災

害
対

応
拠

点
と

し
て

の
機
能

強
化

（
新

庁
舎

の
整

備
）

�
応

急
復

旧
資

機
材

及
び

応
急
給

水
資

機
材

の
整

備

防
災

対
策

減
災

対
策

�
災

害
対

応
力

の
向

上

�
自

主
防

災
組

織
等

と
の

連
携
強

化

�
防

災
意

識
の

啓
発
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7

南
海

ト
ラ

フ
地

震
対

策
（

防
災

対
策

）

６
基
幹

施
設

の
耐

震
化

７
送
水

幹
線

の
二

系
統

化

８
基
幹

管
路

・
重

要
施

設
管

路
の

耐
震

化

９
耐
震

化
状

況
（

ま
と

め
）

- 87 -



8

６
基
幹
施
設
の
耐
震
化

■
基

幹
施

設
で

あ
る

浄
水

場
と

基
幹

配
水

池
の

地
震

対
策

を
実

施

■
令

和
４

年
度

末
ま

で
に

、
予

定
し

て
い

た
す

べ
て

の
施

設
の
耐

震
化

が
完

了

建
設

当
時

の
ル

ネ
サ

ン
ス

様
式

を
意

匠
に

反
映

壁
の

増
し

厚

防
水
扉
設
置 開
⼝
部
閉
塞

◇
旭

浄
水

場
の

更
新

◇
配

水
池

や
配

水
所

な
ど

の
耐

震
補

強
、

津
波

対
策
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新
ル
ー
ト

旧
ル
ー
ト

◇
事

業
概

要
図

シ
ー

ル
ド
掘

進
機

送
水
幹

線
の
断

面
耐

震
管
の

運
搬
状

況
一

次
覆

工
内

の
配
管

状
況

9

■
針

木
浄

水
場

か
ら

九
反

田
配

水
所

ま
で

の
旧

送
水

幹
線

は
、

本
市

の
約

３
分

の
２

の
給

水
人

口
に

対
し

て
送

水
す

る
本

市
の

最
重

要
管

路

■
地

震
時

の
リ

ス
ク

回
避

の
た

め
、

新
ル

ー
ト

に
耐

震
管

を
布

設
し

、
送

水
幹

線
を

二
系

統
化

（
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
機

能
を

確
保

）

■
平

成
1
8
年

度
か

ら
令

和
４

年
度

ま
で

の
1
7
年
間

で
総

事
業

費
約
12

0
億
円

（
１

工
区

は
開

削
工

法
、

２
～

５
工

区
は

シ
ー

ル
ド

工
法

）

新
し
い

送
水

幹
線

旧
送

水
幹

線
D
I
P
φ

1
2
0
0

７
送
水
幹
線
の
二
系
統
化
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◇
事

業
概

要
図

1
0

■
送

水
管

や
配

水
本

管
な

ど
水

道
シ

ス
テ

ム
の

上
流

側
と

な
る
基

幹
管

路
の

耐
震

化
を

実
施

中

■
重

要
施

設
管

路
は

、
上

流
側

と
な

る
配

水
本

管
の

耐
震

化
が

進
ん

だ
エ

リ
ア

か
ら

、
順

次
、

耐
震

化
を

実
施

８
基
幹
管
路
・
重
要
施
設
管
路
の
耐
震
化

配
水

本
管

（
φ

40
0以

上
）

防
災

拠
点

配
水

支
管

配
水
池

浄
水

場

大
規

模
避

難
所

災
害

時
拠

点
病

院
な
ど

重
要

施
設

管
路

送
水

管

送
水

管

重
要

施
設

管
路
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1
1

■
こ

れ
ま

で
の

取
組

み
に

よ
り

、
水

道
施

設
の

耐
震

化
は

概
ね
完

了

■
基

幹
管

路
の

耐
震

化
も

全
国

平
均

を
上

回
っ

て
い

る

■
今
後
も
、
被
害
の
最
⼩
化
を
図
る
た
め
、
管
路
の
耐
震
化
に
取
り
組
ん
で
い
く

◇
水

道
施

設
及

び
管

路
の

耐
震

化
状

況
（

Ｒ
６

末
）

浄
水

施
設

（
6
か

所
）

基
幹

配
水

池

（
13

か
所

）

基
幹

管
路

（
15

0k
m
）

重
要

施
設

管
路

（
17

8か
所

）

93
.
9

％

（
4
6
.
7
％

）

99
.
1

％

（
6
5
.
9
％

）

52
.
0

％

（
4
4
.
6
％

）

5
6

か
所

※
 
（

）
内

の
数

値
は

全
国

平
均

値

※
未

耐
震

で
残

っ
て

い
る

基
幹

施
設

は
、

将
来

、
統

廃
合

を
予

定

※
 
重

要
施

設
管

路
は

、
水

道
管

路
が

耐
震

化
さ

れ
た

施
設

数
を

示
し

て
い

る

９
耐
震
化
状
況
（
ま
と
め
）
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1
2

南
海

ト
ラ

フ
地

震
対

策
（

減
災

対
策
）

10
発
災

時
の

想
定

シ
ナ

リ
オ

11
耐
震

性
非

常
用

貯
水

槽
の

整
備

12
応
急

給
水

拠
点

の
整

備

13
災
害

対
応

拠
点

と
し

て
の

機
能

強
化

14
災
害

対
応

力
の

向
上

15
自
主

防
災

組
織

等
と

の
連

携
強

化
と

防
災

意
識

の
啓

発

- 92 -



1
3

10
発
災
時
の
想
定
シ
ナ
リ
オ

■
高

知
市

水
道

Ｂ
Ｃ

Ｐ
や

高
知

市
水

道
事

業
受

援
計

画
に

お
け

る
応

急
給

水
・

応
急

復
旧

活
動

の
想

定
シ

ナ
リ

オ
は

、
以

下
の

と
お

り

■
災

害
時

に
お

い
て

も
市

民
の

皆
さ

ま
に

水
を

届
け

る
た

め
、

段
階

的
に

応
急

給
水

・
応

急
復

旧
活

動
を

実
施

■
こ

れ
ら

活
動

に
は

全
国

の
水

道
事

業
体

の
応

援
が

不
可

欠
で

あ
る

と
と

も
に

、
迅

速
な

活
動

を
可

能
と

す
る

事
前

対
策

が
重

要

◇
応

急
活

動
に

お
け

る
想

定
シ

ナ
リ

オ

応
急

活
動

内
容

発
災

直
後

発
災

２
日

目
発

災
３

日
目

発
災

４
日
目

～
１

か
月

程
度

事
前

対
策

応 急 給 水

耐
震

性
非

常
用

貯
水

槽
（

市
内

2
5か

所
）

耐
震

性
非

常
用

貯
水

槽
の

整
備

応
急

給
水

拠
点

（
市

内
1
1か

所
）

応
急

給
水

拠
点

の
整

備
応

急
給

水
資

機
材

の
備

蓄
運

搬
給

水
（

救
護

病
院

、
避
難

所
等
）

応
急

給
水

栓
（

市
内

6
0か

所
）

応
急

給
水

資
機

材
の

備
蓄

応
急

復
旧

応
急

復
旧

資
機

材
の

備
蓄

応
援

隊
の

受
け

入
れ

災
害

対
応

拠
点

の
機

能
強

化

▼
開

設

▼
準

備
開

始

管
路
の

復
旧

に
あ

わ
せ

順
次

▼
受

け
入

れ
の
本

格
化

▼
開

始
▼
活

動
の

本
格

化

▼
開

始

▼
開

設
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介
良
⼩
学
校

高
須
⼩
学
校

⼀
宮
⼩
学
校

弥
右
衛
門
公
園

秦
⼩
学
校

高
知
駅
南
口
広
場 城
⻄
公
園

潮
江
⻄
ノ
丸
公
園

竹
島
公
園

⻘
柳
公
園

十
津
⼩
学
校

春
野
高
等
学
校

南
海
中
学
校

⻑
浜
城
山
公
園

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
三
⾥

神
田
⻄
山
公
園

朝
倉
配
水
所

は
り
ま
や
橋
⼩
学
校

五
台
山
⼩
学
校

瓢
箪
公
園

河
ノ
瀬
公
園

22

19

10

18

12

横
内
公
園

23

高
知
商
業
高
等
学
校

５

15

７

神
田
公
園

24
20

11

１

21

13

介
良
中
野
５
号
児
童
遊
園

№
名
称

有
効

容
量

(m
3)

設
置

年
度

１
ふ

れ
あ

い
ひ
ろ

ば
三

里
5
5

平
成

４

２
介

良
中

野
5
号
児

童
遊
園

5
5

平
成

５

３
高

須
小

学
校

6
0

平
成

８

４
潮

江
西

ノ
丸
公

園
6
0

平
成

９

５
朝

倉
配

水
所

6
0

平
成

９

６
五

台
山

小
学
校

6
0

平
成

10

７
神

田
公

園
6
0

平
成

11

８
は

り
ま

や
橋
小

学
校

6
0

平
成

12

９
瓢

箪
公

園
6
0

平
成

13

1
0

秦
小

学
校

6
0

平
成

14

1
1

南
海

中
学
校

6
0

平
成

15

1
2

横
内

公
園

6
0

平
成

16

1
3

介
良

小
学
校

6
0

平
成

17

1
4

青
柳

公
園

6
0

平
成

18

1
5

神
田

西
山
公
園

6
0

平
成

19

1
6

竹
島

公
園

3
00

平
成

19

1
7

高
知

駅
南
口
広

場
6
0

平
成

20

1
8

城
西

公
園

6
0

平
成

21

1
9

弥
右

衛
門
公
園

6
0

平
成

23

2
0

長
浜

城
山
公
園

6
0

平
成

27

2
1

十
津

小
学
校

6
0

平
成

27

2
2

一
宮

小
学
校

6
0

平
成

28

2
3

高
知

商
業
高
等

学
校

6
0

平
成

29

2
4

春
野

高
等
学
校

6
0

平
成

30

2
5

河
ノ

瀬
公
園

6
0

令
和

元

計
1
,7
3
0

2
5基

貯
水
槽

【
凡
例
】

９

２
３ ６

14

16

８

17 ４
25

1
4

■
初

期
３

日
間

の
飲

料
水

（
３

日
×
３

㍑
/
人

×
6,

0
00

人
＝

約
6
0
㎥

）
を

確
保

■
令

和
元

年
度

末
ま

で
に

学
校

の
校

庭
や

公
園

な
ど

の
地

下
に

全
2
5
基

の
貯

水
槽

の
設

置
が

完
了

■
1
74

,0
0
0
人

分
（
1,

73
0
㎥

）
の

飲
料

水
を
確

保
済

11
耐
震
性
非
常
用
貯
水
槽
の
整
備
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布
師
田
水
源

整
備

計
画

№
名

称
整
備

年
度

１
布

師
田
水

源
平
成

1
2

２
南

部
配
水

池
平
成

1
4

３
針

木
浄
水

場
平
成

1
5

４
一

宮
配
水

池
平
成

1
6

５
竹
島

公
園

(
貯
水

槽
)

平
成

1
9

６
森

山
配
水

池
平
成

2
6

７
南
ヶ

丘
配

水
池

平
成

2
7

８
大

津
配
水

池
令
和

元

９
朝

倉
配
水

所
令
和

２

1
0

三
里

配
水

池
令
和

４

1
1

旭
浄

水
場

令
和

1
0

⼀
宮
配
水
池

１

４

南
部
配
水
池

２

針
木
浄
水
場

３
竹
島
公
園

５

森
山
配
水
池

６

南
ヶ
丘
配
水
池

７

⼤
津
配
水
池

８

三
⾥
配
水
池

1
0

旭
浄
水
場

11

朝
倉
配
水
所

９

整
備
済
（
10
か
所
）

整
備
予
定
（
１
か
所
）

凡
例

1
5

■
発

災
４

日
目

以
降

、
「
市

民
の

皆
さ

ま
へ

の
給

水
」

や
「
給

水
車

へ
の

充
水

（
運

搬
給

水
基

地
）

」
を

行
う

た
め

の
施

設

■
主

要
な

配
水

池
な

ど
を

対
象

に
11

か
所

整
備
す

る
計

画
。

こ
れ

ま
で

に
1
0
か

所
の

整
備

完
了

12
応
急
給
水
拠
点
の
整
備

朝
倉
配

水
所
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1
6

13
災
害
対
応
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化

◇
津

波
浸

水
予

測
図

出
典

津
波

浸
水

予
測
図

（
R
7
.
1
0
公

表
高

知
県

南
海
ト

ラ
フ

地
震

対
策

課
）

◇
長

期
浸

水
予

測
図

出
典

長
期
浸

水
予

測
図

（
H
2
5
.
５
公

表
高

知
県

南
海

ト
ラ

フ
地

震
対

策
課

）

■
旧

庁
舎

は
、

津
波

に
よ

る
被

害
（

津
波

浸
水

深
3
.4

ｍ
）

を
想

定

■
地

震
に

伴
う

「
地

盤
沈

降
（

最
大

で
1
.
9
5
ｍ

）
」

や
「

堤
防

の
決

壊
」

に
よ

り
、
長

期
に

渡
る

津
波

浸
水

も
想

定

■
地

震
発

生
時

に
、

長
期

間
に

わ
た

り
庁

舎
機

能
の

喪
失

、
応

急
給

水
・

復
旧

活
動

の
初

動
対

応
に

遅
れ

が
生

じ
る

旧
庁

舎

旧
庁

舎
（

S
5
9
竣
工

）

◇
長

期
浸

水
の

イ
メ

ー
ジ

�
地

盤
が

沈
降

し
、

か
つ

堤
防

が
耐

震
化

さ
れ
て

い
な

い
ケ

ー
ス

�
平

成
2
5
年

度
以

降
、
被

害
の

軽
減

や
早

期
復

旧
に

向
け

、
国

・
県

・
市

な
ど

関
係

機
関

に
よ
る

対
策

（
堤

防
や
排

水
機

場
の

耐
震

化
な

ど
）
を

実
施

中

�
津

波
浸

水
等

の
被
害

を
受
け

ず
、

迅
速
な

応
急
給

水
・
復
旧

活
動

が
可

能

�
応

援
隊

用
の

受
援
施

設
と
の

連
携

が
強
化

針
木

浄
水

場
北

側
用

地
へ

の
移

転
を

決
定

【
旧
庁
舎
の
課
題
】
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1
7

◇
新

・
旧

庁
舎

の
位

置
関

係
◇

航
空

写
真

■
新

庁
舎

整
備

事
業

の
総

事
業

費
は

約
2
2
億

円
。

令
和

５
年

３
月

に
竣

工

■
上

下
水

道
局

災
害

対
策

本
部

及
び

日
水

協
の

先
遣

調
査

隊
等

活
動

拠
点

を
設

置
で

き
る

複
数

の
会

議
室

を
設

置
➡

本
部

機
能

を
確

保

■
屋

上
に
自

家
用

発
電

設
備

を
設

置
。

停
電

時
は

３
日

間
の

業
務

継
続

が
可

能

J
R
高
知

駅
新

庁
舎

高
知
市

役
所

旧
庁

舎

※
国

土
地
理

院
デ
ジ

タ
ル
標

高
地
形

図
を

も
と
に

作
成

◇
新

庁
舎

の
外

観

針
木
浄

水
場

新
庁

舎

◇
防

災
訓

練
の

様
子

（
大

会
議

室
）

【
本
部
機
能
】
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1
8

◇
災

害
対

策
用

資
機

材
備

蓄
倉

庫
◇

資
機

材
倉

庫
（

応
急

給
水

資
材

）

■
災

害
対

策
用

資
機

材
備

蓄
倉

庫
に

、
中

大
口

径
の

管
材

や
部

品
を

中
心

に
1
68

品
目

(6
92

点
)
を

備
蓄

（
平

成
1
8
～
2
8
年

度
）

■
被

災
時

に
応

急
給

水
す

る
た

め
の

資
機

材
を
資

機
材

倉
庫

に
備

蓄
（

給
水

タ
ン

ク
、

発
電

機
、

ポ
ン

プ
、

ホ
ー

ス
、

給
水

袋
な

ど
）

■
ま

た
、

物
資

配
送

順
位

の
高

い
避

難
所

な
ど
44

か
所

に
対

し
、

計
64

基
の
仮

設
給

水
タ

ン
ク

を
購

入
（

令
和

４
～

７
年

度
）

■
加

圧
式

給
水

車
を

計
２

台
保

有
（

２
㎥

車
、

3
.
5
㎥

車
）

倉
庫
内

部

倉
庫

外
観

倉
庫

外
観

資
機

材
品

目

直
管

43
本

、
曲

管
42

個

補
修

金
具

95
個

、
特

殊
押

輪
等

5
12

個

計
16

8品
目

(6
92

点
)

仮
設
給

水
タ

ン
ク

(
1㎥

）

◇
仮

設
給

水
タ

ン
ク

へ
の

給
水

状
況【
備
蓄
機
能
】
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1
9

■
旧

排
水

処
理

棟
を

全
国

か
ら

の
応

援
隊

の
活

動
拠

点
と

し
て

活
用

で
き

る
受

援
施

設
に

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

■
平

常
時

は
、

給
水

車
の

車
庫

及
び

配
水

管
工

技
能

講
習

会
場

等
と

し
て

活
用

■
全

国
か

ら
の
応

援
隊

用
の

駐
車

場
と

し
て

、
約
40

0台
を

確
保

■
災

害
時

に
給

水
車

な
ど

へ
の

給
水

を
行

う
応

急
給

水
栓

を
設

置

◇
受

援
施

設
（

応
援

隊
の

活
動

拠
点

）
◇

応
援

隊
用

駐
車

場

◇
応

急
給

水
栓

（
計

６
栓

）

揚
水

所
周

辺
の

駐
車

場
受

援
施

設
の

外
観

受
援

施
設

内
部

【
受
援
機
能
】

- 99 -



2
0

■
針

木
浄

水
場

の
隣

接
地

に
新

庁
舎

（
上

下
水

道
局

災
害

対
策

本
部

）
、

災
害

対
策

用
資

機
材

備
蓄

倉
庫

、
受

援
施

設
な

ど
を

集
約

■
本

部
機

能
、
備

蓄
機

能
、
受

援
機

能
を

確
保

で
き

た
こ

と
で

、
災

害
対

応
拠

点
と

し
て

の
機

能
が

大
幅

に
強

化

新
庁

舎
（

災
害

対
策

本
部

）

災
害

対
策

用
資

機
材

備
蓄

倉
庫

応
急

給
水

拠
点

（
給

水
栓

計
６

栓
）

高
知

市
立

針
木

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

針
木

浄
水

場

応
援

隊
用

駐
車

場

受
援

施
設

（
応

援
隊

の
活

動
拠

点
）

資
機

材
倉

庫
（

応
急

給
水
資

材
置

場
）

配
管

・
補

修
材

料
を

備
蓄

倉
庫

内
部

合
計

約
4
0
0
台

が
駐

車
可

能

給
水

車
車

庫

施
設

内
部

中
継

ポ
ン

プ
所

仁
淀

川
系

揚
水

所

（
駐

車
場

17
7台

）

災
害

対
策

用
資

機
材

備
蓄

倉
庫

（
駐

車
場

10
0台

）

（
駐

車
場

12
0台

）

◇
災

害
対

応
拠

点
施

設
配

置
図

倉
庫

外
観

・
建

物
規

模
：
地

上
２

階

・
建

築
面

積
：

7
3
4
.
9
4
㎡

・
延

床
面

積
：
1
,
1
5
0
.
1
6
㎡

・
構

造
種

別
：
鉄

骨
造

，
耐

震
構

造

・
建

物
規

模
：
地

上
３

階

・
建

築
面

積
：
1
,
3
2
0
.
1
9
㎡

・
延

床
面

積
：
3
,
6
5
7
.
3
7
㎡

・
構

造
種

別
：
鉄

骨
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー
ト

造
，

一
部

鉄
骨
造

，
免

震
構
造

針
木

浄
水

場

◇
災
害

対
応
拠

点
施
設

配
置
図

新
庁

舎

災
害

対
策

用
資

機
材

備
蓄

倉
庫

受
援

施
設

資
機

材
倉

庫

応
援

隊
用

駐
車

場

本
部

機
能

受
援

機
能

備
蓄

機
能

応
急
活
動

の
司
令
塔 応
急
活
動
の

サ
ポ
ー
ト

円
滑
な

応
援
活
動

【
全
体
図
】
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2
1

14
災
害
対
応
⼒
の
向
上

仕
切

弁
操

作
に
よ

る
通
水

作
業

修
繕
状

況
漏
水

調
査
状

況

■
局

内
の

防
災

訓
練

や
高

知
市

総
合

防
災

訓
練

な
ど

を
定

期
的

に
実

施

■
能

登
半

島
地

震
で

は
、

高
知

市
管

工
事

設
備

業
協

同
組

合
と

と
も

に
、

輪
島

市
で

応
急

復
旧

活
動

を
実

施

■
防

災
訓

練
や

災
害

派
遣

で
得

ら
れ

た
経

験
を

、
実

践
的

な
災

害
対

応
力

の
向

上
に

つ
な

げ
て

い
く

◇
高

知
県

総
合

防
災

訓
練

（
Ｈ

3
0
）

◇
応

急
復

旧
活

動
（

輪
島

市
）

◇
日

水
協

中
国

四
国

地
方

支
部

合
同

防
災

訓
練

（
Ｈ

2
4
）

◇
高

知
市

総
合

防
災

訓
練

（
Ｒ

５
）

�
平

成
24

年
10

月
、
中

国
四
国
地

方
支

部
で

初
め

て
行

わ
れ

た
合

同
防
災
訓

練

�
４

日
間

に
わ

た
り
、

1
3
2事

業
体

の
職
員

約
28

0名
が

参
加

- 101 -



2
2

15
⾃
主
防
災
組
織
等
と
の
連
携
強
化
と
防
災
意
識
の
啓
発

■
応

急
給

水
活

動
は

、
市

民
の

皆
さ

ん
の

理
解

と
協

力
が

あ
っ

て
こ

そ

■
耐

震
性

非
常

用
貯

水
槽

の
開

設
や

運
営

に
つ

い
て

連
携

で
き

る
よ

う
、

高
知

市
管

工
事

設
備

業
協

同
組

合
や

自
主

防
災

組
織

と
防

災
訓

練
を

実
施

し
、

協
力

体
制

を
強

化

■
災

害
時

の
備

え
に

つ
い

て
、

広
報

紙
や

S
N
S
、

出
前

講
座

な
ど

で
情

報
発

信

◇
自

主
防

災
組

織
と

の
防

災
訓

練
◇

出
前

講
座

や
広

報
事

例
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大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

の
活

用

研
修

会
事

務
局

1

2
0

2
6

.5
.2

8
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大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

の
活

用
研

修
会

事
務

局 2

｜
昨

年
度

の
実

績
報

告
制

度
の

周
知

が
進

ん
で

き
て

い
る

05101520

令
和

3年
令

和
4年

令
和

5年
令

和
6年

令
和

7年

申
込

数

7回
9回 (3

回
)

9回 (2
回

)
12

回
(7

回
)

17
回

(9
回

)

申
込

数
は

年
々

増
加

↗

新
規

申
込

件
数

が
過

去
最

大
と

な
る

な
ど

制
度

の
利

用
が

拡
大

し
て

い
る

中
で

、
過

去
に

利
用

経
験

の
あ

る
事

業
体

に
よ

る
再

申
込

率
も

53
％

と
一

定
割

合
を

占
め

て
い

る

本
制

度
が

新
た

な
利

用
者

の
獲

得
と

継
続

的
な

活
用

の
双

方
に

お
い

て
評

価
さ

れ
て

い
る

※
(

)内
再

申
込

数
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大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

の
活

用
研

修
会

事
務

局 3

｜
昨

年
度

の
実

績
報

告

※
フ

リ
ー

プ
ラ

ン
と

は
、

申
込

者
と

研
修

内
容

を
組

み
立

て
て

い
く

プ
ラ

ン

講
義

内
容

別
の

申
込

数

講
義

内
容

別
の

申
込

数
応

急
復

旧
活

動
（

地
震

・
風

水
害

等
）

９
件

訓
練

企
画

・
計

画
３

件
フ

リ
ー

プ
ラ

ン
※

３
件

応
急

給
水

活
動

２
件

➡
「

応
急

復
旧

活
動

」
の

講
義

の
需

要
が

高
く

、
発

災
直

後
に

お
け

る
具

体
的

な
対

応
へ

の
関

心
の

高
さ

が
う

か
が

え
る

た
め

、
研

修
メ

ニ
ュ

ー
の

追
加

を
ご

検
討

く
だ

さ
い
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大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

の
活

用
研

修
会

事
務

局 4

｜
昨

年
度

の
実

績
報

告
実

施
日

講
師

派
遣

都
市

講
師

【
研

修
項

目
】

・
講

義
内

容
受

講
申

込
都

市
１

6/
24

（
集

合
型

）
仙

台
市

水
道

局
水

道
危

機
管

理
室

危
機

管
理

担
当

係
⻑

佐
藤

裕
治

【
応

急
復

旧
活

動
（

地
震

）
】

・
東

日
本

大
震

災
に

お
け

る
応

急
対

策
活

動
で

経
験

し
た

被
災

地
救

援
に

必
要

な
活

動
や

心
構

え
・

能
登

半
島

地
震

に
お

け
る

珠
洲

市
の

被
災

状
況

及
び

応
援

派
遣

で
経

験
し

た
被

災
地

救
援

に
必

要
な

活
動

や
心

構
え

東
京

都
水

道
局

２

7/
16

（
集

合
型

）
横

浜
市

水
道

局

施
設

整
備

課
担

当
係

⻑
（

再
整

備
推

進
担

当
）

⻑
尚

希
三

ツ
境

水
道

事
務

所
料

⾦
係

⻑
⼭

本
達

也

【
フ

リ
ー

プ
ラ

ン
】

・
能

登
半

島
地

震
に

お
け

る
応

急
復

旧
活

動
の

計
画

策
定

・
実

施
手

順
等

に
つ

い
て

・
能

登
半

島
地

震
に

お
け

る
応

急
給

水
活

動
の

差
配

の
考

え
方

・
役

割
分

担
等

に
つ

い
て

宇
都

宮
市

上
下

水
道

局

３
8/

25
（

集
合

型
）

広
島

市
水

道
局

技
術

部
管

路
設

計
課

課
⻑

補
佐

高
本

幸
英

【
応

急
復

旧
活

動
（

風
水

害
）

】
・

平
成

30
年

７
月

豪
雨

の
対

応
に

つ
い

て
大

阪
広

域
水

道
企

業
団

４
8/

27
（

集
合

型
）

名
古

屋
市

上
下

水
道

局
総

務
部

防
災

課
課

⻑
荻

野
剛

史
課

⻑
補

佐
坂

⼝
稔

【
応

急
復

旧
活

動
（

地
震

）
】

・
令

和
６

年
能

登
半

島
地

震
で

の
災

害
対

応
に

つ
い

て
岩

手
中

部
水

道
企

業
団

５

9/
8

（
集

合
型

）
東

京
都

水
道

局
総

務
部

総
務

課
水

道
危

機
管

理
専

⾨
課

⻑
吉

冨
信

浩

【
南

海
ト

ラ
フ

緊
急

提
言

全
般

】
・

南
海

ト
ラ

フ
緊

急
提

言
に

つ
い

て
【

応
急

復
旧

活
動

（
地

震
）

】
・

東
京

都
水

道
局

の
能

登
半

島
地

震
で

の
被

災
地

支
援

活
動

に
つ

い
て

・
【

動
画

視
聴

】
阪

神
・

淡
路

大
震

災
に

お
け

る
復

旧
・

復
興

に
つ

い
て

（
公

社
）

日
本

水
道

協
会

新
潟

県
支

部
（

新
潟

市
水

道
局

）

６
9/

26
（

集
合

型
）

堺
市

上
下

水
道

局
経

営
企

画
室

危
機

管
理

・
広

報
広

聴
Ｇ

菅
拓

海
【

訓
練

企
画

】
・

受
援

都
市

が
事

前
対

策
と

し
て

準
備

す
べ

き
こ

と
（

公
社

）
日

本
水

道
協

会
⼭

⼝
県

支
部

（
下

関
市

上
下

水
道

局
）

７

10
/2

（
W
EB

開
催

）
浜

松
市

上
下

水
道

部

水
道

工
事

課
主

任
⼭

本
博

毅
主

任
木

下
嘉

昭
お

客
さ

ま
サ

ー
ビ

ス
課

副
主

幹
高

橋
利

昭
主

任
白

柳
浩

介

【
応

急
給

水
活

動
】

・
過

去
の

災
害

支
援

活
動

を
踏

ま
え

、
今

後
の

支
援

や
受

援
活

動
に

活
か

す
教

訓
（

応
急

給
水

）
・

令
和

６
年

１
月

能
登

半
島

地
震

に
お

け
る

応
急

給
水

活
動

及
び

派
遣

活
動

に
伴

う
後

方
支

援

（
公

社
）

日
本

水
道

協
会

愛
媛

県
支

部
（

松
⼭

市
公

営
企

業
局

）
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大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

の
活

用
研

修
会

事
務

局 5

｜
昨

年
度

の
実

績
報

告
実

施
日

講
師

派
遣

都
市

講
師

【
研

修
項

目
】

・
講

義
内

容
受

講
申

込
都

市
８

10
/3

（
集

合
型

）
堺

市
上

下
水

道
局

経
営

企
画

室
危

機
管

理
・

広
報

広
聴

Ｇ
危

機
管

理
担

当
主

査
宮

本
力

【
訓

練
企

画
】

・
受

援
都

市
が

事
前

対
策

と
し

て
準

備
す

べ
き

こ
と

（
公

社
）

日
本

水
道

協
会

徳
島

県
支

部
（

徳
島

市
上

下
水

道
局

）

９
10
/1
0

（
集

合
型

）
熊

本
市

上
下

水
道

局
維

持
管

理
部

水
道

維
持

課
課

⻑
補

佐
東

勝
広

【
応

急
復

旧
活

動
（

地
震

）
】

・
平

成
28

年
熊

本
地

震
に

お
け

る
応

急
復

旧
活

動
に

つ
い

て
（

公
社

）
日

本
水

道
協

会
福

岡
県

支
部

（
飯

塚
市

企
業

局
）

１
０

11
/5

（
W
EB

開
催

）
東

京
都

水
道

局
総

務
部

総
務

課
危

機
管

理
統

括
担

当
横

田
惇

弥
【

訓
練

計
画

】
・

訓
練

の
年

間
計

画
の

作
成

方
法

か
ら

個
別

の
訓

練
の

事
例

や
準

備
の

進
め

方
等

を
東

京
都

の
実

例
を

参
考

に
説

明
名

古
屋

上
下

水
道

総
合

サ
ー

ビ
ス

株
式

会
社

１
１

11
/1
4

（
集

合
型

）
広

島
市

水
道

局
技

術
部

維
持

課
課

⻑
補

佐
常

國
元

成
【

応
急

復
旧

活
動

（
風

水
害

）
】

・
平

成
３

０
年

７
月

豪
雨

の
対

応
に

つ
い

て
（

公
社

）
日

本
水

道
協

会
⼭

⼝
県

支
部

（
下

関
市

上
下

水
道

局
）

１
２

11
/2
0

（
集

合
型

）
名

古
屋

市
上

下
水

道
局

総
務

部
防

災
課

課
⻑

補
佐

坂
⼝

稔

【
フ

リ
ー

プ
ラ

ン
】

・
名

古
屋

市
水

道
事

業
の

概
要

・
名

古
屋

市
上

下
水

道
局

の
地

震
対

応
体

制
・

名
古

屋
市

上
下

水
道

局
の

地
震

対
策

（
ハ

ー
ド

対
策

、
ソ

フ
ト

対
策

）
・

名
古

屋
市

上
下

水
道

局
に

お
け

る
地

震
を

想
定

し
た

防
災

訓
練

愛
知

中
部

水
道

企
業

団

１
３

12
/1
6

（
集

合
型

）
大

阪
市

水
道

局
総

務
部

総
務

課
担

当
係

⻑
（

災
害

対
策

）
村

上
豪

【
応

急
給

水
活

動
・

支
援

活
動

等
（

地
震

）
】

・
平

成
30

年
6月

大
阪

北
部

地
震

に
お

け
る

応
急

給
水

・
現

地
調

査
活

動
香

川
県

１
４

12
/1
8

（
集

合
型

）
熊

本
市

上
下

水
道

局
維

持
管

理
部

水
道

維
持

課
課

⻑
補

佐
東

勝
広

【
応

急
復

旧
活

動
（

地
震

）
】

・
平

成
２

８
年

熊
本

地
震

に
お

け
る

応
急

復
旧

活
動

北
九

州
市

上
下

水
道

局
１

５

12
/1
9

（
集

合
型

）
東

京
都

水
道

局

総
務

部
総

務
課

危
機

管
理

専
⾨

課
⻑

吉
冨

信
浩

危
機

管
理

統
括

担
当

横
田

惇
弥

【
フ

リ
ー

プ
ラ

ン
】

・
東

京
都

水
道

局
の

災
害

時
の

受
援

体
制

に
つ

い
て

（
仙

台
市

水
道

局
に

求
め

ら
れ

る
役

割
）

・
東

京
都

水
道

局
に

お
け

る
近

年
の

災
害

応
援

派
遣

に
つ

い
て

仙
台

市
水

道
局
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大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

の
活

用
研

修
会

事
務

局 6

｜
昨

年
度

の
実

績
報

告
実

施
日

講
師

派
遣

都
市

講
師

【
研

修
項

目
】

・
講

義
内

容
受

講
申

込
都

市
１

６
12
/1
9

（
集

合
型

）
名

古
屋

市
上

下
水

道
局

総
務

部
防

災
課

課
⻑

補
佐

坂
⼝

稔
技

師
小

城
和

磨
【

応
急

復
旧

活
動

（
地

震
）

】
・

令
和

６
年

能
登

半
島

地
震

に
お

け
る

応
援

活
動

に
つ

い
て

奈
良

市
企

業
局

１
７

2/
12

（
集

合
型

）
大

阪
市

水
道

局

総
務

部
総

務
課

担
当

係
⻑

（
災

害
対

策
）

村
上

豪
総

務
部

総
務

課
辻

一
成

【
応

急
復

旧
活

動
】

・
平

成
30

年
7月

⻄
日

本
豪

雨
に

お
け

る
応

急
給

水
活

動
及

び
大

阪
市

の
風

水
害

対
策

・
災

害
に

備
え

た
医

療
機

関
と

の
連

携
に

つ
い

て
水

道
技

術
研

究
会

（
久

留
米

市
企

業
局

）
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大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

の
活

用
研

修
会

事
務

局 7

｜
昨

年
度

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

35
.3

%

17
.5

%

47
.2

%

【
水

道
実

務
経

験
年

数
】

５
年

未
満

10
年

未
満

10
年

以
上

40
.1

%

38
.4

%

21
.5

%
【

職
種

】
事

務

技
術

（
土

木
）

技
術

（
土

木
以
外
）

16
.6

%

21
.9

%

27
.0

%

34
.6

%

【
年

齢
】

10
〜

20
代

30
代

40
代

50
代

以
上

受
講

者
の

属
性

受
講

者
の

属
性

を
見

る
と

、
年

齢
・

職
種

・
経

験
年

数
い

ず
れ

の
観

点
に

お
い

て
も

特
定

の
層

へ
の

偏
り

は
見

ら
れ

ず
、

幅
広

い
層

に
受

講
さ

れ
て

い
る

技
術

（
土

木
）

技
術

（
土

木
以

外
）
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約
95

％
か

ら
再

活
用

の
声

約
94

％
が

災
害

対
応

力
向

上
に

つ
な

が
る

と
認

識
約

97
％

の
満

足
度

を
獲

得

大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

の
活

用
研

修
会

事
務

局 8

｜
昨

年
度

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

59
.0

%
37

.7
%

3.
2%

0.
2%

満
足

ま
あ

ま
あ

満
足

や
や

不
満

不
満

43
.0

%
51

.2
%

5.
3%

0.
5%

か
な

り
思

う

ま
あ

ま
あ

思
う

あ
ま

り
思

わ
な

い

思
わ

な
い

94
.9

%

5.
1%

思
う

思
わ

な
い

Ｑ
再

度
、

こ
の

研
修

制
度

を
活

用
し

た
い

と
思

い
ま

す
か

。
Ｑ

今
回

の
研

修
は

、
自

事
業

体
で

の
災

害
対

応
力

の
向

上
に

つ
な

が
る

と
思

い
ま

す
か

。

Ｑ
研

修
は

満
足

の
い

く
も

の
で

し
た

か
。

高
い

満
足

度
を

維
持
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昨
年

と
同

様
に

被
災

か
ら

復
興

に
向

け
て

の
話

へ
の

関
心

が
高

い
集

合
研

修
（

座
学

）
の

需
要

が
高

い

大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

の
活

用
研

修
会

事
務

局 9

｜
昨

年
度

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

希
望

す
る

研
修

方
式

/研
修

項
目

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
考

慮
し

た
応

急
活

動

BC
P（

業
務

継
続

計
画

：
震

災
・

感
染

症
・

風
水

害
な

ど
）

大
規

模
災

害
を

経
験

し
た

都
市

の
被

災
か

ら
復

興
に

向
け

て
の

苦
労

話 そ
の

他

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%

集
合

研
修

（
座

学
）

集
合

研
修

（
実

技
）

集
合

研
修

（
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
）

W
E
B
セ

ミ
ナ

ー
等

オ
ン

ラ
イ

ン
研

修

そ
の

他

Ｑ
本

研
修

の
実

施
方

法
等

に
つ

い
て

、
今

後
、

ご
希

望
す

る
方

法
等

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
【

複
数

回
答

可
】

Ｑ
現

在
設

け
て

い
る

研
修

項
目

以
外

に
ど

ん
な

話
を

聞
い

て
み

た
い

で
す

か
。

【
複

数
回

答
可

】

そ
の

他
意

見
：

地
震

防
災

に
お

け
る

行
動

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

実
践

訓
練

そ
の

他
意

見
：

渇
水

対
応

、
停

電
時

の
対

応
、

摂
取

制
限

、
受

援
の

際
の

受
入

体
制

自
組

織
の

Ｂ
Ｃ

Ｐ
と

の
比

較
等

※
現

在
設

け
て

い
る

研
修

項
目

は
、

参
考

資
料

④
等

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
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大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

の
活

用
研

修
会

事
務

局 10

（
１

）
受

付
期

間
令

和
8年

6月
1日

か
ら

令
和

9年
1月

29
日

ま
で

（
２

）
派

遣
期

間
令

和
9年

2月
26

日
ま

で
※

 お
申

し
込

み
は

研
修

実
施

希
望

日
の

１
か

月
前

ま
で

令
和

８
年

６
月

１
日

か
ら

令
和

９
年

２
月

26
日

ま
で

｜
今

年
度

の
受

付
開

始
に

係
る

案
内

（
参

考
資

料
①

）

- 112 -



研
修

会
事

務
局 11

｜
本

制
度

の
認

知
度

向
上

へ
の

取
り

組
み

受
講

者
へ

の
本

制
度

の
認

知
度

向
上

お
よ

び
利

用
者

増
加

の
た

め
、

以
下

の
取

組
へ

の
ご

協
力

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
※

全
国

の
事

業
体

に
向

け
て

周
知

を
お

願
い

い
た

し
ま

す

①
周

知
ビ

ラ
の

配
布

（
各

支
部

内
の

事
業

体
や

受
講

者
）

②
講

義
時

に
制

度
概

要
説

明
（

時
間

に
余

裕
が

あ
る

場
合

）

→
参

考
資

料
④

-1
→

参
考

資
料

④
-2

大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

の
活

用
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大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

の
活

用
研

修
会

事
務

局 12

｜
昨

年
度

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

Ｑ
全

国
１

９
大

都
市

で
構

成
す

る
大

都
市

水
道

局
大

規
模

災
害

対
策

検
討

会
は

、
「

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
対

策
≪

全
国

の
水

道
事

業
体

に
向

け
た

提
言

≫
」

を
公

表
し

ま
し

た
。

こ
の

「
提

言
」

を
知

っ
て

い
ま

す
か

。

約
半

数
が

「
知

ら
な

い
」

と
回

答
例

年
通

り
認

知
度

の
向

上
が

課
題

…

中
に

は
課

題
の

残
る

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
も

・
・

5.
7% 19

.5
%

31
.9

%

42
.9

%

実
施

ま
た

は
検

討
し

て
い

る

知
っ

て
い

る
（

未
実

施
）

聞
い

た
こ

と
が

あ
る

知
ら

な
い
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研
修

会
事

務
局 13

｜
南

海
ト

ラ
フ

に
係

る
提

言
の

認
知

度
向

上
へ

の
取

り
組

み

大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

の
活

用

「
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

対
策

〈
全

国
の

水
道

事
業

体
に

向
け

た
提

言
〉

」
に

つ
い

て
も

、
認

知
度

向
上

に
向

け
た

周
知

を
進

め
て

い
き

ま
す

※
全

国
の

事
業

体
に

向
け

て
周

知
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

①
周

知
ビ

ラ
の

配
布

（
各

支
部

内
の

事
業

体
や

受
講

者
）

②
講

義
時

に
制

度
概

要
説

明
（

時
間

に
余

裕
が

あ
る

場
合

）

→
参

考
資

料
⑤

-2
→

参
考

資
料

⑤
-1
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研
修

会
事

務
局 14

〈
お

問
い

合
わ

せ
先

〉
大

都
市

水
道

局
研

修
講

師
派

遣
制

度
研

修
会

事
務

局
神

⼾
市

水
道

局
技

術
企

画
課

T
E

L
：

07
8-

38
1-

95
86

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
：

su
id

o̲
gi

ju
ts

uk
ik

ak
u@

ci
ty

.k
ob

e.
lg

.jp

・
研

修
会

等
の

実
施

後
は

、
次

年
度

の
当

制
度

の
運

営
の

参
考

と
す

る
た

め
、

参
加

者
等

に
対

し
て

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

を
お

願
い

い
た

し
ま

す

ht
tp

s:
//

w
w

w
.w

at
er

w
or

ks
.m

et
ro

.to
ky

o.
lg

.jp
/s

ui
do

jig
yo

/k
en

to
ka

i/h
ak

en
̲s

ei
do

・
最

新
の

受
付

状
況

を
研

修
会

の
H

P
（

東
京

都
水

道
局

H
P

）
で

公
表

し
て

い
る

の
で

、
講

師
の

派
遣

が
決

ま
っ

た
ら

、
速

や
か

に
事

務
局

ま
で

ご
連

絡
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

東
京

都
水

道
局

H
P

：

・
申

込
へ

の
対

応
に

つ
い

て
、

参
考

資
料

の
制

度
概

要
や

運
用

フ
ロ

ー
等

に
基

づ
い

た
対

応
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

の
活

用

｜
最

後
に
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（公 印 省 略）  

神水技第 122 号  

 令和８年５月 14 日  

 

大都市水道事業管理者 各位 

 
神戸市水道事業管理者  

坂田 昭典   
 

令和 8年度大都市水道局研修講師派遣制度の受付開始について（通知） 

 

先般御提出いただきました大都市水道局研修講師派遣制度の研修項目等の集約が完了し

ました。 

つきましては、下記により講師派遣の受付を開始しますので、講師派遣を希望される水道

事業体等から連絡がありましたら、御対応をよろしくお願いします。 

なお、受付開始に先立って、全国の水道事業体等に対して周知を行いますことを申し添え

ます。 

 

記 
 
１ 受付開始日  令和 8 年６月 1日（月） 

 

２ 実施期間   令和 9 年２月２６日（金）まで 

 

３ 申込みへの対応について 

(1) 添付の制度概要や運用フロー等にもとづいた対応をお願いします。 
(2) 最新の受付状況を公開する必要があるため、講師の派遣が決まりましたら、速やかに

研修会事務局へ電話及びメールで連絡をお願いします。 
 

４ 送付資料 

① 大都市水道局研修講師派遣制度運用内容 

② 研修講師派遣制度運用フロー 

③ 令和８年度『大都市水道局研修講師派遣制度』申込要領及び別紙 

④ 研修メニュー一覧 

⑤ 研修受講者アンケート 

 

参考資料① 
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５ その他 

(1) 可能な都市は、自市ホームページに検討会事務局ホームページ（東京都水道局ホーム

ページ内）へのリンク貼り付けをお願いします。 

(2) 不明な点等がございましたら、下記の研修会事務局まで御連絡ください。 

 
 
 
 

大都市水道局大規模災害対策検討会 

大都市水道局研修講師派遣制度 研修会事務局 

神戸市水道局 技術企画課 

担当：長尾、三浦 

〒650-0016 神戸市中央区橘通 3 丁目 4 番 2号 

      神戸市水道局総合庁舎 4 階 

  ［TEL］(078)381-9586 ［FAX］(078)381-9576 

  ［E-mail］suido_gijutsukikaku@city.kobe.lg.jp 
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研修申し 込みなど詳し い情報はこ ちら ！

実施期間

（ １ ） 受付期間　 令和8 年6 月1 日から 令和9 年1 月2 9 日ま で

（ ２ ） 派遣期間　 令和9 年2 月2 6 日ま で

※ 研修実施希望日の１ か月前ま で に お申し 込みく だ さ い 。

応急復旧活動

研修メ ニュ ーも いろ いろ ！
研修メ ニュ ーも いろ いろ ！
研修メ ニュ ーも いろ いろ ！

申込者と 研修内容を 組み立て ら れる

全国の水道事業体を対象に、 災害対応力の向上を 目的と し て、

大都市水道局の職員を 研修講師と し て派遣する取り 組みです。

〈 お問い合わせ先〉

0 78-38 1-958 6

suido_ g i j ut suk ikaku@ci t y. kobe. l g . j p

大都市水道局研修講師派遣制度　 研修会事務局

神戸市水道局 技術企画課大都市　 講師派遣制度

ht t ps: //w w w.wat erworks.met ro.t okyo. l g . j p/

suidoj i g yo/kent okai /haken_ sei do

大都市水道局大都市水道局

研修講師派遣制度研修講師派遣制度

大都市水道局大都市水道局

研修講師派遣制度研修講師派遣制度
を利用しませんか

大都市水道局研修講師派遣制度と は？

大都市大都市大都市から 災害対応力災害対応力災害対応力 を学ぶ。

から令和8年6月1日 令和9年2月26日まで

様々な場面でご活用いただけます！

職員研修、 近隣市町村と の合同研修会職員研修、 近隣市町村と の合同研修会職員研修、 近隣市町村と の合同研修会など

応急復旧活動 応急給水活動 訓練企画

な ど な ど

フ リ ープ ラ ン

講師の派遣に 係る 旅費等の費用は、 研修を 主催す る 水道事業体等で 負担し て い た だ き ま す。
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大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

研
修

会
事

務
局

大
都

市
か

ら
災

害
対

応
力

を
学

ぶ
。

1

参
考

資
料

②
-2
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“大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

”
と

は
？

研
修

会
事

務
局 2

１
｜

制
度

の
概

要

全
国

の
水

道
事

業
体

を
対

象
に

、
災

害
対

応
力

の
向

上
を

目
的

と
し

て
、

被
災

地
に

お
け

る
応

急
対

策
活

動
等

の
経

験
者

を
中

心
に

大
都

市
水

道
局

の
職

員
を

研
修

講
師

と
し

て
派

遣
す

る
取

り
組

み
で

す
。

W
eb

開
催

等
の

相
談

に
も

応
じ

ま
す

職
員

研
修

、
近

隣
市

町
村

と
の

合
同

研
修

な
ど

様
々

な
場

面
で

ご
活

用
い

た
だ

け
ま

す
。

注
）

原
則

、
⺠

間
事

業
者

へ
の

直
接

派
遣

は
実

施
し

ま
せ

ん
。

申
込

は
、

水
道

事
業

体
等

に
限

定
し

て
お

り
ま

す
。

な
お

、
水

道
事

業
体

か
ら

委
託

を
受

け
る

な
ど

に
よ

り
水

道
事

業
に

携
わ

っ
て

い
る

⺠
間

事
業

者
が

本
制

度
に

基
づ

く
研

修
会

へ
参

加
す

る
こ

と
は

、
講

師
派

遣
都

市
の

了
解

の
も

と
可

能
と

し
ま

す
が

、
そ

の
場

合
は

申
込

時
に

受
講

都
市

か
ら

講
師

派
遣

都
市

へ
必

ず
お

伝
え

く
だ

さ
い

。
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“大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

”
と

は
？

研
修

会
事

務
局 3

２
｜

研
修

メ
ニ

ュ
ー

※
１

フ
リ

ー
プ

ラ
ン

と
は

、
申

込
者

と
研

修
内

容
を

組
み

立
て

て
い

く
プ

ラ
ン

で
す

。

被
災

地
に

お
け

る
応

急
対

策
活

動
等

の
経

験
談

を
中

心
と

し
た

研
修

を
実

施
し

て
い

ま
す

。

研
修

項
目

講
義

内
容

の
一

例

応
急

給
水

活
動

（
大

阪
市

）
平

成
３

０
年

６
月

大
阪

北
部

地
震

に
お

け
る

応
急

給
水

・
現

地
調

整
活

動

応
急

復
旧

活
動

（
熊

本
市

）
平

成
28

年
熊

本
地

震
に

お
け

る
応

急
復

旧
活

動

訓
練

企
画

（
堺

市
）

受
援

都
市

が
事

前
対

策
と

し
て

準
備

す
べ

き
こ

と

フ
リ

ー
プ

ラ
ン

※
（

東
京

都
）

東
京

都
水

道
局

の
災

害
時

の
受

援
体

制
に

つ
い

て

他
に

も
、

様
々

な
都

市
の

研
修

内
容

か
ら

ご
希

望
の

講
義

を
お

選
び

い
た

だ
け

ま
す

。
⚠

講
師

派
遣

に
係

る
旅

費
等

の
費

用
は

、
研

修
を

主
催

す
る

水
道

事
業

体
で

負
担

し
て

い
た

だ
き

ま
す

。
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“大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

”
と

は
？

研
修

会
事

務
局 4

（
１

）
受

付
期

間
令

和
8年

6月
1日

か
ら

令
和

9年
1月

29
日

ま
で

（
２

）
派

遣
期

間
令

和
9年

2月
26

日
ま

で
※

 研
修

実
施

希
望

日
の

１
か

月
前

ま
で

に
お

申
し

込
み

く
だ

さ
い

３
｜

実
施

期
間

令
和

８
年

６
月

１
日

か
ら

令
和

９
年

２
月

26
日

ま
で

- 123 -



“大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

”
と

は
？

研
修

会
事

務
局 5

４
｜

研
修

申
し

込
み

方
法

【 講 師 派 遣 都 市 】

【 受 講 都 市 等 】

ST
EP

１
受

講
希

望
日

の
1か

月
前

ま
で

に
研

修
会

開
催

申
込

〈
電

話
及

び
メ

ー
ル

〉
※

1
事

前
に

希
望

す
る

都
市

が
「

受
付

可
」

で
あ

る
か

、
検

討
会

事
務

局
H

P
で

確
認

ST
EP

２
可

否
の

回
答

、
日

程
調

整
等

〈
電

話
及

び
メ

ー
ル

〉
★

講
師

派
遣

決
定

★

ST
EP

３
講

師
派

遣
依

頼
書

を
提

出
〈

電
⼦

メ
ー

ル
〉

★
申

込
手

続
完

了
★
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“大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

”
と

は
？

研
修

会
事

務
局 6

４
｜

研
修

申
し

込
み

方
法

【 講 師 派 遣 都 市 】

【 受 講 都 市 等 】

ST
EP

４

講
師

を
派

遣

ST
EP

６
ア

ン
ケ

ー
ト

集
計

結
果

送
付

ST
EP

５
・

本
制

度
を

利
用

す
る

水
道

事
業

体
等

で
研

修
会

開
催

・
研

修
主

催
水

道
事

業
体

等
で

ア
ン

ケ
ー

ト
実

施
及

び
集

計
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“大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

”
と

は
？

研
修

会
事

務
局 7

５
｜

詳
細

〈
お

問
い

合
わ

せ
先

〉
大

都
市

水
道

局
研

修
講

師
派

遣
制

度
研

修
会

事
務

局
神

⼾
市

水
道

局
技

術
企

画
課

T
E

L
：

07
8-

38
1-

95
86

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
：

su
id

o̲
gi

ju
ts

uk
ik

ak
u@

ci
ty

.k
ob

e.
lg

.jp

申
込

要
領

や
研

修
メ

ニ
ュ

ー
の

詳
し

い
情

報
は

、
下

記
リ

ン
ク

か
ら

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。

ht
tp

s:
//

w
w

w
.w

at
er

w
or

ks
.m

et
ro

.to
ky

o.
lg

.jp
/s

ui
d

oj
ig

yo
/k

en
to

ka
i/h

ak
en

̲s
ei

do

大
都

市
講

師
派

遣
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番
号

都
市

名
研

修
項

目
講

義
内

容
所

要
時

間
1

札
幌

市
被

災
地

で
の

現
地

調
整

活
動

平
成

30
年

北
海

道
胆

振
東

部
地

震
の

自
市

に
お

け
る

応
急

活
動

及
び

被
災

地
域

へ
の

支
援

活
動

30
分

2
札

幌
市

応
急

給
水

活
動

能
登

半
島

地
震

に
お

け
る

応
援

活
動

（
応

急
給

水
及

び
応

急
復

旧
活

動
）

30
分

3
札

幌
市

フ
リ

ー
プ

ラ
ン

-
-

4
仙

台
市

被
災

地
で

の
現

地
調

整
活

動
令

和
元

年
東

日
本

台
風

（
台

風
第

１
９

号
）

で
の

現
地

調
整

活
動

60
分

5
仙

台
市

応
急

給
水

活
動

東
日

本
大

震
災

に
お

け
る

応
急

対
策

活
動

60
分

6
仙

台
市

フ
リ

ー
プ

ラ
ン

フ
リ

ー
プ

ラ
ン

60
分

7
仙

台
市

そ
の

他
東

日
本

大
震

災
に

お
け

る
災

害
エ

ス
ノ

グ
ラ

フ
ィ

調
査

を
活

用
し

た
災

害
対

応
力

向
上

研
修

90
分

8
さ

い
た

ま
市

応
急

給
水

活
動

令
和

６
年

能
登

半
島

地
震

に
お

け
る

応
援

活
動

に
つ

い
て

45
分

9
東

京
都

南
海

ト
ラ

フ
緊

急
提

言
全

般
令

和
2年

1月
に

大
都

市
水

道
局

大
規

模
災

害
対

策
検

討
会

で
作

成
し

た
「

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
対

策
《

全
国

の
水

道
事

業
体

に
向

け
た

緊
急

提
言

》
」

（
給

水
車

の
大

量
不

足
と

迅
速

に
救

援
体

制
を

構
築

す
る

た
め

の
対

策
）

の
作

成
意

義
と

各
提

案
の

内
容

、
効

果
を

説
明

45
分

10
東

京
都

訓
練

企
画

訓
練

の
年

間
計

画
の

作
成

方
法

か
ら

個
別

の
訓

練
の

事
例

や
準

備
の

進
め

方
等

を
東

京
都

の
実

例
を

参
考

に
説

明
45

分
11

東
京

都
フ

リ
ー

プ
ラ

ン
-

-
12

川
崎

市
フ

リ
ー

プ
ラ

ン
-

-
13

横
浜

市
フ

リ
ー

プ
ラ

ン
-

-
14

新
潟

市
応

急
復

旧
活

動
（

地
震

）
（

風
水

害
）

令
和

5年
1月

寒
波

に
お

け
る

本
市

の
対

応
に

つ
い

て
45

分
15

静
岡

市
応

急
給

水
活

動
令

和
８

年
２

月
に

発
生

し
た

静
岡

県
東

部
に

お
け

る
凍

結
に

伴
う

断
水

に
関

連
し

た
先

遣
調

査
隊

の
活

動
に

つ
い

て
60

分
16

静
岡

市
フ

リ
ー

プ
ラ

ン
-

-
17

浜
松

市
応

急
給

水
活

動
過

去
の

災
害

支
援

活
動

を
踏

ま
え

、
今

後
の

支
援

や
受

援
活

動
に

生
か

す
教

訓
（

応
急

給
水

）
60

分
18

浜
松

市
応

急
給

水
活

動
令

和
6年

1月
能

登
半

島
地

震
に

お
け

る
応

急
給

水
活

動
及

び
派

遣
活

動
に

伴
う

後
方

支
援

30
分

19
名

古
屋

市
応

急
復

旧
活

動
（

地
震

）
本

市
の

水
道

事
業

に
お

け
る

災
害

対
応

60
分

20
名

古
屋

市
フ

リ
ー

プ
ラ

ン
-

60
分

“大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

”
と

は
？

研
修

会
事

務
局 8

参
考

｜
令

和
8年

度
研

修
メ

ニ
ュ

ー
一

覧
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番
号

都
市

名
研

修
項

目
講

義
内

容
所

要
時

間
21

京
都

市
応

急
給

水
活

動
平

成
28

年
度

熊
本

地
震

に
お

け
る

応
援

活
動

事
例

60
分

22
京

都
市

応
急

給
水

活
動

平
成

30
年

7月
豪

雨
災

害
の

応
援

活
動

事
例

60
分

23
京

都
市

応
急

給
水

活
動

令
和

６
年

能
登

半
島

地
震

に
お

け
る

応
援

活
動

事
例

60
分

24
大

阪
市

応
急

復
旧

活
動

（
地

震
）

平
成

２
８

年
熊

本
地

震
に

お
け

る
応

急
給

水
活

動
・

現
地

調
整

活
動

60
分

25
大

阪
市

応
急

復
旧

活
動

（
地

震
）

平
成

３
０

年
６

月
大

阪
北

部
地

震
に

お
け

る
応

急
給

水
・

現
地

調
整

活
動

60
分

26
大

阪
市

応
急

復
旧

活
動

（
地

震
）

（
風

水
害

）
平

成
30

年
７

月
⻄

日
本

豪
雨

に
お

け
る

応
急

給
水

活
動

・
現

地
調

整
活

動
60

分
27

堺
市

訓
練

企
画

受
援

都
市

が
事

前
対

策
と

し
て

準
備

す
べ

き
こ

と
45

分
28

堺
市

フ
リ

ー
プ

ラ
ン

-
-

29
神

⼾
市

応
急

給
水

活
動

被
災

地
に

寄
り

添
っ

た
応

援
給

水
活

動
〜

多
く

の
応

援
活

動
を

通
し

て
得

た
教

訓
〜

60
分

30
神

⼾
市

災
害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
危

機
管

理
対

策
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
策

定
〜

災
害

・
事

故
等

の
発

生
へ

の
備

え
〜

60
分

31
神

⼾
市

応
急

給
水

活
動

令
和

６
年

度
能

登
半

島
地

震
に

お
け

る
応

援
活

動
に

つ
い

て
60

分
32

神
⼾

市
応

急
給

水
活

動
ス

マ
ー

ト
応

急
給

水
！

ロ
ー

コ
ー

ド
ツ

ー
ル

を
活

用
し

た
情

報
共

有
30

分
33

神
⼾

市
フ

リ
ー

プ
ラ

ン
-

−
34

岡
⼭

市
応

急
給

水
活

動
能

登
半

島
地

震
に

お
け

る
応

急
給

水
活

動
に

つ
い

て
30

分
35

岡
⼭

市
応

急
復

旧
活

動
（

地
震

）
能

登
半

島
地

震
に

お
け

る
応

急
復

旧
活

動
に

つ
い

て
30

分
36

広
島

市
応

急
復

旧
活

動
（

地
震

）
（

風
水

害
）

平
成

30
年

7月
豪

雨
の

対
応

に
つ

い
て

60
分

37
北

九
州

市
応

急
給

水
活

動
及

び
応

急
復

旧
活

動
令

和
６

年
１

月
能

登
半

島
地

震
被

災
地

支
援

報
告

45
分

38
福

岡
市

応
急

復
旧

活
動

・
求

償
費

関
係

令
和

６
年

能
登

半
島

地
震

に
お

け
る

応
急

復
旧

活
動

お
よ

び
求

償
費

に
つ

い
て

30
分

39
熊

本
市

応
急

復
旧

活
動

（
地

震
）

平
成

28
年

熊
本

地
震

に
お

け
る

応
急

復
旧

活
動

60
分

“大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

”
と

は
？

研
修

会
事

務
局 9

参
考

｜
令

和
8年

度
研

修
メ

ニ
ュ

ー
一

覧
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“大
都

市
水

道
局

研
修

講
師

派
遣

制
度

”
と

は
？

研
修

会
事

務
局 10

参
考

｜
昨

年
度

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

59
.0

%
37

.7
%

3.
2%

0.
2%

満
足

ま
あ

ま
あ

満
足

や
や

不
満

不
満

43
.0

%
51

.2
%

5.
3%

0.
5%

か
な

り
思

う

ま
あ

ま
あ

思
う

あ
ま

り
思

わ
な

い

思
わ

な
い

94
.9

%

5.
1%

思
う

思
わ

な
い

Ｑ
再

度
、

こ
の

研
修

制
度

を
活

用
し

た
い

と
思

い
ま

す
か

。
Ｑ

今
回

の
研

修
は

、
自

事
業

体
で

の
災

害
対

応
力

の
向

上
に

つ
な

が
る

と
思

い
ま

す
か

。
Ｑ

研
修

は
満

足
の

い
く

も
の

で
し

た
か

。

約
97

％
の

満
足

度
を

獲
得

約
94

％
が

災
害

対
応

力
向

上
に

つ
な

が
る

と
認

識
約

95
％

か
ら

再
活

用
の

声
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知っ ていますか？

南海ト ラ フ 巨大地震に備えるために。

 給水車の大幅不足（ 約3,000台）
超広域同時被災による救援体制

一部ご紹介し ます！

南海ト ラ フ 巨大地震・ 首都直下地震は、 “深刻な被害”が想定さ れています。

 本提言は、 全国の水道事業体が 受援・ 応援の両面で迅速に動ける体制づく り  を

支援するために提案さ れたも のです。

南海ト ラ フ
巨大地震対策
《 全国の水道事業体に向けた提言》

大地震による ２ つの大き な課題

・ 全国の給水車台数では災害初期の需要に

　 対応でき ない可能性

・ 医療機関や避難所で断水が長期化する恐れ

・ 過剰要請や調整の混乱も 発生

・ 関東〜九州まで多数の都市が同時に被災

・ 被災事業体は初動対応で手が回ら ず、 応援

　 要請が遅れる

本提言のポイ ント と なる の対策2 3

水道事業体のみなさ まへ
南海ト ラ フ 巨大地震や首都直下地震は、

全国の水道事業体が協力し なければ乗り 越えら れない“国難級”の災害 です。

本提言を参考に、 受援・ 応援の両面から 災害対策の強化 に共に取り 組んでいきまし ょ う 。

詳し く はこ ちら から ！

応急給水を 要請し た病院の

給水優先順位の決定
大規模災害の発生に備え、

派遣体制の事前リ スト 化

応急給水に要する リ ソ ースの集中化、

応急給水の迅速化に繋げる ！

対策

効果

対策

効果 調整に要する 時間の短縮が図ら れ、

迅速に被災地に応援隊を 派遣でき る ！

南海ト ラ フ 　 水道提言
ht t ps: //w w w .w at erw or ks.met ro.t okyo. l g . j p/

sui doj i g yo/kent okai /haken_ sei do

参考資料③-1
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南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
対

策

研
修

会
事

務
局

1

《
全

国
の

水
道

事
業

体
に

向
け

た
提

言
》

参
考

資
料

③
-2
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南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
対

策
《

全
国

の
水

道
事

業
体

に
向

け
た

提
言

》
研

修
会

事
務

局 2

１
｜

提
言

の
概

要

ー
南

海
ト

ラ
フ

・
首

都
直

下
地

震
に

備
え

る
た

め
に

。
ー

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
・

首
都

直
下

地
震

は
、

“深
刻

な
被

害
”が

想
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
大

都
市

水
道

局
大

規
模

災
害

対
策

検
討

会
で

は
、

「
給

水
車

の
大

量
不

足
へ

の
対

応
」

と
「

迅
速

な
救

援
体

制
の

構
築

」
を

重
点

課
題

と
し

て
、

２
年

間
に

わ
た

り
検

討
を

行
い

ま
し

た
。

本
提

言
は

、
全

国
の

水
道

事
業

体
が

共
通

し
て

直
面

す
る

課
題

に
対

し
、

応
急

給
水

お
よ

び
救

援
活

動
を

円
滑

に
実

施
す

る
た

め
の

対
策

を
整

理
し

、
23

の
具

体
的

な
対

策
と

し
て

取
り

ま
と

め
た

も
の

で
す

。
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南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
対

策
《

全
国

の
水

道
事

業
体

に
向

け
た

提
言

》
研

修
会

事
務

局 3

２
｜

大
地

震
に

よ
る

２
つ

の
大

き
な

課
題

給
水

車
の

大
幅

不
足

（
約

30
00

台
）

・
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

で
は

、
約

3,
00

0台
の

給
水

車
が

不
足

す
る

見
込

み
・

全
国

の
81

1の
水

道
事

業
体

が
参

加
し

た
全

国
規

模
の

訓
練

で
も

、
給

水
車

の
要

請
台

数
が

保
有

台
数

を
超

過
し

た
・

断
水

の
⻑

期
化

に
よ

り
、

⼈
命

へ
の

重
大

な
影

響
（

医
療

・
熱

中
症

等
）

の
お

そ
れ

１

超
広

域
同

時
被

災
に

よ
る

救
援

体
制

・
関

東
〜

九
州

ま
で

多
数

の
都

市
が

同
時

に
被

災
・

被
災

水
道

事
業

体
は

初
動

対
応

（
被

害
把

握
・

応
急

給
水

・
住

⺠
対

応
）

で
逼

迫
し

、
応

援
要

請
の

遅
れ

や
負

担
増

が
発

生
す

る
可

能
性

２
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南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
対

策
《

全
国

の
水

道
事

業
体

に
向

け
た

提
言

》
研

修
会

事
務

局 4

３
｜

本
提

言
の

ポ
イ

ン
ト

と
な

る
“2

3の
対

策
”

本
提

言
で

は
、

給
水

車
の

大
幅

不
足

と
迅

速
な

救
援

体
制

構
築

の
2つ

の
課

題
に

対
応

す
る

た
め

、
23

の
具

体
的

な
対

策
を

整
理

し
て

い
ま

す
。

そ
の

他
に

も
大

規
模

災
害

へ
の

対
策

と
し

て
活

用
可

能
な

も
の

が
多

数
あ

り
ま

す
！

受
援

・
応

援
の

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
か

ら
本

書
を

参
考

に
し

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。

１
２

３

《
対

策
》

応
急

給
水

を
要

請
し

た
病

院
の

給
水

優
先

順
位

の
決

定

《
効

果
》

応
急

給
水

に
要

す
る

リ
ソ

ー
ス

の
集

中
化

、
応

急
給

水
の

迅
速

化
に

繋
げ

る
！

《
対

策
》

大
規

模
災

害
の

発
生

に
備

え
、

派
遣

体
制

の
事

前
リ

ス
ト

化

《
効

果
》

調
整

に
要

す
る

時
間

の
短

縮
が

図
ら

れ
、

迅
速

に
被

災
地

に
応

援
隊

を
派

遣
で

き
る

！

《
対

策
》

準
中

型
免

許
取

得
の

公
費

負
担

給
水

車
運

転
可

能
⼈

員
の

確
保

《
効

果
》

被
災

地
に

お
け

る
運

転
要

員
を

確
保

し
、

給
水

車
の

稼
働

効
率

を
U

P
！

対
策

の
一

部
を

紹
介

！
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南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
対

策
《

全
国

の
水

道
事

業
体

に
向

け
た

提
言

》
研

修
会

事
務

局 5

４
｜

水
道

事
業

体
の

み
な

さ
ま

へ

受
援

・
応

援
の

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
か

ら
本

書
を

参
考

に
し

て
い

た
だ

き
、

共
に

大
規

模
災

害
対

策
の

強
化

に
取

り
組

ん
で

い
き

ま
し

ょ
う

。

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
や

首
都

直
下

地
震

は
、

全
国

の
水

道
事

業
体

が
協

力
し

な
け

れ
ば

乗
り

越
え

ら
れ

な
い

“国
難

級
”の

災
害

で
す

。
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南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
対

策
《

全
国

の
水

道
事

業
体

に
向

け
た

提
言

》
研

修
会

事
務

局 6

５
｜

詳
し

く
は ht

tp
s:

//
w

w
w

.w
at

er
w

or
ks

.m
et

ro
.to

ky
o.

lg
.jp

/s
ui

do
jig

yo
/

ke
nt

ok
ai

/h
ak

en
̲s

ei
do

南
海

ト
ラ

フ
水

道
提

言

そ
の

他
の

取
り

組
み

や
、

詳
し

い
情

報
は

下
記

リ
ン

ク
か

ら
ご

覧
く

だ
さ

い
。
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南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
対

策
《

全
国

の
水

道
事

業
体

に
向

け
た

提
言

》
研

修
会

事
務

局 7

６
｜

参
考

資
料

課
題

Ⅰ
 給

水
車

の
大

量
不

足
へ

の
対

策
分

類
提

案
提

案
名

分 類 １
水

道
事

業
体

の
給

水
車

活
用

1
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

発
生

時
に

お
け

る
給

水
車

要
請

ル
ー

ル
を

新
設

し
、

限
ら

れ
た

給
水

車
を

有
効

活
用

2
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

発
生

時
の

給
水

車
不

足
台

数
を

試
算

し
、

給
水

車
の

過
剰

要
請

の
抑

制
な

ど
の

対
策

に
つ

な
げ

る

3
全

国
の

給
水

車
保

有
数

の
維

持
・

拡
大

と
厳

冬
期

の
給

水
車

に
よ

る
応

急
給

水
対

策

4
運

転
要

員
の

確
保

と
活

用

5
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

発
生

時
の

最
大

限
の

給
水

車
派

遣
を

求
め

ら
れ

る
事

態
を

想
定

し
た

特
別

な
応

援
体

制
等

を
平

時
か

ら
検

討

分 類 ２
⺠

間
・

自
衛

隊
の

給
水

車
等

の
活

用
6

⺠
間

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

ー
の

活
用

7
自

衛
隊

給
水

車
や

海
上

保
安

庁
船

舶
の

支
援

活
動

を
円

滑
に

受
け

る
た

め
に

情
報

共
有

等
を

実
施

分 類 ３
給

水
車

活
用

に
係

る
間

接
的

な
対

策
8

給
水

車
の

活
動

ロ
ス

を
低

減
し

て
有

効
活

用
す

る
事

例

9
給

水
車

を
代

替
す

る
事

例

分 類 ４
給

水
車

必
要

台
数

を
減

少
さ

せ
る

対
策

10
早

期
復

旧
の

た
め

の
平

時
の

備
え

と
発

災
時

の
対

応

11
給

水
車

を
使

用
し

な
い

応
急

給
水

場
所

の
整

備
事

例

12
住

⺠
へ

の
働

き
か

け
分 類 ５

医
療

機
関

へ
の

働
き

か
け

・
応

急
給

水
対

策
13

医
療

機
関

へ
の

働
き

か
け

14
大

量
の

水
を

必
要

と
す

る
医

療
機

関
へ

の
応

急
給

水
対

策
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南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
対

策
《

全
国

の
水

道
事

業
体

に
向

け
た

提
言

》
研

修
会

事
務

局 8

６
｜

参
考

資
料

課
題

Ⅱ
 迅

速
に

救
援

体
制

を
構

築
す

る
た

め
の

対
策

分
類

提
案

提
案

名

分 類 １
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

発
生

時
の

救
援

体
制

の
設

定

15
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

発
生

後
い

ち
早

く
被

災
地

に
入

り
情

報
収

集
と

応
援

調
整

活
動

を
行

う
現

地
調

整
役

を
あ

ら
か

じ
め

設
定

16
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

発
生

時
の

地
方

支
部

⻑
ま

た
は

県
支

部
⻑

代
行

を
あ

ら
か

じ
め

設
定

17
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

発
生

時
の

給
水

車
受

援
モ

デ
ル

を
作

成
し

、
救

援
体

制
を

想
定

分 類 ２
被

災
地

に
お

け
る

救
援

体
制

の
早

期
立

上
げ

18
複

数
の

応
援

隊
の

調
整

を
行

う
「

幹
事

応
援

水
道

事
業

体
」

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
効

率
的

な
応

援
活

動
に

つ
な

げ
る

19
派

遣
体

制
の

事
前

リ
ス

ト
化

20
応

援
隊

が
被

災
地

に
早

期
到

着
す

る
た

め
の

平
時

の
備

え

21
情

報
収

集
の

効
率

化

22
応

援
活

動
を

効
率

的
に

行
う

た
め

の
情

報
共

有
ツ

ー
ル

等
の

事
例

23
大

都
市

水
道

局
研

修
講

師
派

遣
制

度
の

新
設

に
よ

り
水

道
界

全
体

の
災

害
対

応
力

の
向

上
に

寄
与
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《STEP１２》

アンケート年間集計・保存

《STEP１４》

講師派遣報告書、アンケート結果送付

【研修会事務局】

《STEP１５》

　　　・研修主催水道事業体等でアンケート実施及び集計

《STEP１３》

アンケート集計結果送付

（東京都水道局HP）

《STEP１０》

講師派遣依頼書を提出≪電子メール（必要な場合は公印押印した紙を提出）≫　　　★申込手続完了★

《STEP１１》

講師を派遣

【

受
講
都
市
等
】

資料提供及び記事掲載を依頼 【

講
師
派
遣
都
市
】

全
国
の
水
道
事
業
体
（

１
９
大
都
市
、

日
水
協
地
方
支
部
・
県
支
部
の
講
習
会
を
含
む
）

《STEP６》

１
９
大
都
市

研修会開催申込≪電話及びメール≫　※受講希望日の１か月前までに

《STEP７》

可否の回答、日程調整等≪電話及びメール≫　★講師派遣決定★

【検討会事務局（東京都）】

　　　・本制度を利用する水道事業体等で研修会開催

【研修会事務局】
《STEP９》 《STEP８》

受付状況の公表 申込受付の報告≪電話及びメール≫

 『研修メニュー一覧』の作成 《STEP２》

研修項目ほか登録、報告

《STEP５》

受付開始の案内

【検討会事務局（東京都）】

《STEP４》

「申込要領・メニュー」の公表

（東京都水道局HP） 【関係団体・報道機関等】

参考資料⑤

《研修講師派遣制度　運用フロー》

【研修会事務局】 《STEP１》

１
９
大
都
市

★神戸市が担当 研修項目ほか登録依頼

《STEP３》

公
表
の
報
告

【フェーズⅠ（準備段階）】 4月～５月

【フェーズⅡ（実施段階）】６月～２月

講師派遣費用の対象経費、金額、支払方法・時期等は、派遣側と受講側の協議により決定
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参考資料⑥ 

令和８年６月１日 

 

令和８年度『大都市水道局研修講師派遣制度』申込要領 

 

本制度の主旨を御確認のうえ奮って御利用ください。なお、本制度の御利用に当たっ

ては下記事項に御留意ください。 

 

１ 制度の概要 

 この制度は全国の水道事業体等（日水協本部・支部主催の研修会を含む。）を対象

とし、災害対応力の向上を図ることを目的に、被災地における応急対策活動等の経験

者を中心に大都市水道局の職員を研修講師として派遣するものです。 

  ※ Ｗｅｂ開催等の相談にも応じますが、ＰＣ環境等の事情により御希望に添えな 

い場合があります。 

 

２ 実施期間 

  令和８年６月１日から令和９年２月２６日まで 

（１）受付期間  令和８年６月１日から令和８年１月２９日まで 

（２）派遣期間  令和９年２月２６日まで 

   ※ 研修実施希望日の１か月前までにお申し込みください。 

 

３ 研修内容 

（１）被災地における応急対策活動等の経験談を中心とした研修を実施します。 

（２）各講師派遣都市が事前に登録した研修を『研修メニュー一覧』として整理してい 

ます。 

（３）『研修メニュー一覧』から御希望の研修を選択していただきます。 

（４）研修は、下記の１４項目から構成されています。 

   ただし、講師派遣都市側の状況により実施していない研修メニューがある場合が 

あります。 

  ①被災地での現地調整活動  ②応急給水活動  ③応急復旧活動（地震） 

  ④応急復旧活動（風水害）  ⑤火山対応    ⑥災害査定 

  ⑦求償費関係        ⑧南海トラフ緊急提言※全般 

  ⑨訓練企画         ⑩風水害対策   ⑪職員の防災意識向上の取組 

  ⑫災害対策マニュアル    ⑬フリープラン  ⑭その他 

  ※ 『南海トラフ緊急提言』は、検討会事務局ホームページ（東京都水道局ホーム 

ページ内）に掲載されています。「５ 検討会事務局ホームページについて」を 

御覧ください。 

（５）フリープランとは 

申込者との対話で研修内容を組み立てていくプランです。ただし、災害に関する 

内容に限ります。 

※ このプランは、一部の都市が対応可能です。 

対象都市を『研修メニュー一覧』で御確認のうえお申し込みください。 

- 142 -



４ 申込方法 

 手順１ 『研修メニュー一覧』で希望する都市及び研修を選択 

         ・同一都市への複数講座の申込み可 

         ・１回の研修で複数都市への申込み可 

※ 複数都市へ申込みを行う場合は、それぞれの都市へ申込みをし 

ていただくと共に、随時連絡調整を行ってください。 

 

 手順２ 検討会事務局ホームページ（東京都水道局ホームページ内）で『研修講師派

遣実績一覧』により最新の受付状況を確認 

         ・希望する都市が「受付可」であるか御確認ください。 

 

 手順３ 『研修メニュー一覧』で希望する都市へ電話及びメールで申し込み 

         ・研修実施希望日の１か月前までにお申し込みください。 

         ・希望する研修及び時期、受講人数、研修時間、開催方法（講師派 

遣かＷｅｂ開催等）、申込者以外の参加の有無（「１０ 利用上の 

留意事項」の「（６）その他」を参照）をお伝えください。 

 

     申込みをした都市からの回答（電話及びメール） 

         ・受付可 …  決定 → 手順４へ 

                 他の都市をあたる → 手順１へ 

         ・受付不可…   or 

今年度の受付終了 → 次年度にお申し込み 

 

手順４ 『講師派遣依頼・報告書（別紙）』に必要事項を入力し、申込みをした都市へ

送付（電子メール）【申込手続き完了】 

         ・『講師派遣依頼・報告書（別紙）』は検討会事務局ホームページ 

（東京都水道局ホームページ内）からダウンロードしてください。 

         ・申込みをした都市から依頼があれば、紙ベースに公印を押印した 

ものを郵送してください。 

 

 手順５ 申込みをした都市と随時連絡調整 

         ・開催日時、研修内容、講師派遣人数、講師派遣費用（対象経費、 

金額、支払方法・時期）、開催方法の詳細（Ｗｅｂ開催の場合）等 

 

５ 検討会事務局ホームページについて 

  研修の最新受付状況、『講師派遣依頼・報告書（別紙）』（記入例を含む）、南海トラ

フ緊急提言は、検討会事務局ホームページ（東京都水道局ホームページ内）で公開さ

れています。下記ＵＲＬを御利用ください。 

  URL：https://www.waterworks.metro.tokyo.lg.jp/suidojigyo/kentokai/ 
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６ 実施回数 

１都市２回程度研修講師を派遣します。（申込みは先着順に受付） 

  各都市の講師派遣可能回数は、検討会事務局ホームページ（東京都水道局ホームペ

ージ内）に掲載の『研修講師派遣実績一覧』で御確認ください。 

 

７ 研修開催方法 

（１）「講師派遣」を基本としますが、Ｗｅｂ開催等も選択可能としています。 

（２）Ｗｅｂ開催の場合に使用するアプリ（Ｚｏｏｍ、Ｔｅａｍｓ等）や実施方法の 

  詳細については、講師派遣都市と御相談のうえ、原則として受講都市が事前調整を 

  行ってください。 

（３）講師派遣都市と受講都市のＰＣ環境等により、御希望に添えない場合があること 

を御了承ください。 

（４）最終的には、講師派遣側と受講都市の協議により決定させていただきます。 

 

８ 研修時間 

  申込みをする際には、研修時間１～２時間程度を目安にお申し込み下さい。 

ただし、あくまでも目安であり、講師派遣都市と御相談ください。講師派遣都市の 

了解のもとで研修講師を派遣いたします。 

 

９ 実施の可否 

  次の場合には、申込みをいただいてもお断りさせていただく場合がありますので、 

御了承ください。 

① 実施回数が上限回数に達した場合 

② 希望の時期に講師を派遣できない場合 

③ 希望の内容に沿えない場合 

④ その他の事情により講師派遣都市が訪問できないと判断した場合 

 

１０ 利用上の留意事項 

（１）研修会場 

   研修を開催する会場は、受講都市等で用意していただきます。また、プロジェク 

  ター等の機材の準備、研修資料の印刷ほかの研修開催に必要な準備の対応をお願い 

することがあります。詳しくは、講師派遣都市に御確認ください。 

 

（２）講師派遣費用 

   講師の派遣に係る旅費等の費用（遠方から講師を派遣する場合は宿泊費を含む場 

合があります。）は、研修を主催する水道事業体等で負担していただきます。申し 

込み時に派遣講師の人数、宿泊の有無等を講師派遣都市に御確認ください。なお、 

講師の宿泊場所は講師派遣都市が手配します。 

   また、研修を主催する水道事業体等の負担額、支払方法・時期等については、 

講師派遣決定後に講師派遣都市と研修を主催する水道事業体等の協議により決定 

されることになります。 
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（３）講師への謝礼金 

本制度は水道界の災害対応力の向上を目的としているため不要です。 

 

（４）研修受講者アンケート 

研修終了後２週間以内に、研修受講者アンケートをとりまとめ、『アンケート集 

計表』に入力し、講師派遣都市に電子メールで送信してください。 

集計様式は、検討会事務局ホームページ（東京都水道局ホームページ内）から 

ダウンロードしてください。 

なお、集計完了後のアンケート用紙は、廃棄していただいて結構です。 

 

（５）その他 

  職員研修、近隣市町村との合同研修会など、様々な場面で活用していただければ 

幸いです。なお、水道事業体から委託を受けるなどにより水道事業に携わっている 

民間事業者が本制度に基づく研修会へ参加することは、講師派遣都市の了解のもと 

可能としますが、その場合は申込時（「４ 申込方法」の手順３）に受講都市から 

講師派遣都市へ必ずお伝えください。 

 

 

 

 

         【お問い合わせ先】 

          大都市水道局大規模災害対策検討会 

大都市水道局研修講師派遣制度 研修会事務局 

          神戸市水道局 技術企画課 

          電話 078 – 381 – 9586 担当：長尾、三浦 
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別紙 資料➂⊸1

令和　　年　　月　　日

○○市水道事業管理者
   　　　　　○ 　○ 　 ○ 　○

記　　　入　　　欄

○○市水道局

○○市水道局総務部企画総務課　水道　太郎

TEL:000-000-0000　FAX:001-001-0001

soumu@water.….jp

□□市水道局

令和7年7月7日(月)　　13時～15時

○○市○○町一丁目1-1　○○市水道局　6階　多目的ホール

　講師派遣　・　Web開催等

30名

　有（　　○○△△㈱　　　　　　　　　）　・　無

①災害査定

②応急復旧活動（地震）

①□□地震における災害査定を踏まえた復旧方針の考え方

②□□地震における応急復旧活動について

災害対応研修として開催します。

①

②

③

受 講 人 数 ・ 時 間

備 考

令和７年度　大都市水道局研修講師派遣制度　講師派遣 (依頼 ・ 報告)書

□□市水道事業管理者

□□　□□　様

　　下記により、貴所属職員を研修講師として派遣してくださいますようお願いいたします。

講
師
派
遣
依
頼
内
容
（
受
講
都
市
等
記
入
）

開 催 日 時

開 催 場 所

受 講 予 定 者 数

実
施
報
告
書
（
講
師
派
遣
都
市
記
入
）

担 当 者 所 属 ・ 氏 名

TEL ・ FAX

メ ー ル ア ド レ ス

依 頼 先

派 遣 講 師

項  　　  目

申 込 者

備 考

講 義 内 容

研 修 項 目

開 催 方 法
（ 該 当 に ○ ）

民間事業者の参加の有無

イメージ
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番
号

都
市

名
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修
項

目
講

義
内

容
所

要
時

間
担
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課
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者
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災
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6
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    研修講師派遣制度を利用いただき、ありがとうございました。

    本制度を、より良いものとするために、アンケートへの協力をお願いします。

    回答にあたっては、率直なご意見をお願いします。

Q1　年齢、職種、水道実務経験年数を教えてください。

　・年齢

　　①10～20代　　②30代　　③40代　　④50代以上

　・職種

　　①事務　　　②技術（土木）　　　③技術（土木以外）

　・水道実務経験年数

　　（１２か月未満の端数は切り捨て）　　 年

Ｑ２　研修は満足のいくものでしたか。

　①満足　　②まあまあ満足　　③やや不満　　④不満

　※①・②の方　⇒　Ｑ４へ

　　③・④の方　⇒　Ｑ３へ

Ｑ３　なぜ、そう思いましたか。【Ｑ２で③・④の方】

　①自分が担当している仕事には役に立たない

　②内容が難しくわからない

　③大都市と自事業体では果たすべき役割が異なるため参考にならない

  （受講都市等に合わせた内容とすべき）

　④その他

Ｑ４　印象に残ったことを教えてください。

Ｑ５　本研修の実施方法等について、今後、ご希望する方法等をお答えください。

　①集合研修（座学）

　②集合研修（実技）

　③集合研修（ディスカッション）

　④WEBセミナー等オンライン研修

　⑤その他（ex.演習問題等、ご希望する内容をご記入ください。）

令和８年度研修講師派遣制度　研修受講者アンケート

- 149 -



Q６　今回の研修は、自事業体での災害対応力の向上につながると思いますか。

　①かなり思う

　②まあまあ思う

　③あまり思わない

　④思わない

Ｑ７　この研修では、下記の１２の研修項目を設けています。

　　   これ以外に、どんな話を聞いてみたいと思いますか。

    【現在設定している研修項目】

      (1)被災地での現地調整活動 (2)応急給水活動

      (3)応急復旧活動（地震） (4)応急復旧活動（風水害）

      (5)火山対応 (6)災害査定

      (7)求償費関係 (8)南海トラフ提言全般

      (9)訓練企画 (10)風水害対策

      (11)職員の防災意識向上の取組 (12)災害対策マニュアル

　　※ここからが選択肢です。最も聞いてみたい内容を１つ選択してください。

　①新型コロナウイルス感染症対策を考慮した応急活動

　②BCP（業務継続計画：震災・感染症・風水害など）

　③大規模災害を経験した都市の被災から復興に向けての苦労話

　④その他

Q８　再度、この研修制度を活用したいと思いますか。

　①思う

　②思わない

Q９　全国１９大都市で構成する大都市水道局大規模災害対策検討会は、「南海トラフ

         巨大地震対策≪全国の水道事業体に向けた提言≫」を公表しました。

         この「提言」を知っていますか。

　①提言内容への取り組みを実施または検討している

　②知っているが取り組みはしていない

　③聞いたことはあるが内容は分からない

　④知らない

      ありがとうございました。今後の参考にさせていただきます。

大都市水道局大規模災害対策検討会

大都市水道局研修講師派遣制度 研修会事務局
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令和８年度「大都市水道局大規模災害対策検討会」 

開催都市（会場）及び日程について 

 

令和８年度の検討会については、以下の２回とする。 

 

１ 徳島市上下水道局（徳島県徳島市南前川町５丁目１−４） 

［日程］ 

    令和８年５月２８日（木曜日）、令和８年５月２９（金曜日） 
［会場］ 

四国大学交流プラザ（徳島県徳島市寺島本町西２丁目３５−８） 
 

２ 東京都水道局（東京都新宿区西新宿二丁目 8番 1号） 

  ［開催日程］ 

   令和９年１月２９日（金） 

  ［会場］ 

   調整中 

［開催理由］ 

地理的、交通の便的にしやすい東京都を会場とし、課題検討に特化し半日程度で開催する。 

 

令和８年５月２８日 

事 務 局 

資料５ 
議題３ 
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令和９年度「大都市水道局大規模災害対策検討会」 

開催都市（会場）及び日程について 

 

令和９年度の検討会については、以下の２回とする。 

１ 堺市上下水道局（大阪府堺市北区百舌鳥梅北町１丁３９−２） 

［日程］ 

  令和９年５月中旬から下旬で調整中 

［会場］ 

調整中 
［開催理由］ 

堺市は、南海トラフ巨大地震発生時の最大震度６弱が予想されており、南海トラフ地震防

災対策推進地域に指定されている。 
令和７年３月に公表された「南海トラフ巨大地震最大クラス地震における被害想定につい

て」（中央防災会議 防災対策実行会議南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ）に

よれば、近畿地方が大きく被災するケースで、堺市を含む大阪府では被災直後の断水人口は

約４７０万人（断水率５４％）、被災１か月後においても断水人口は約２８万人（断水率３％）

と推計されている。 
南海トラフ巨大地震では、震度６弱以上または津波高３ｍ以上となる市町村は、３１都府

県の７６４市町村に及び、その面積は全国の約３割、人口は全国の約５割を占める超広域に

わたるものであり、発災時の災害応急対応においては、国・地方公共団体・事業者等の多く

の関係機関が連携して取り組む必要がある。 
また、発災直後は、停電、通信の途絶、交通寸断、自治体等行政機関の被災等により、超

広域にわたる被害の全体像を速やかに把握することは非常に困難であり、災害情報が不足す

ることを前提に対策を考える必要もある。 
こうしたことを踏まえ、１９大都市水道局の構成都市である堺市を開催都市として、被害

予想やその対策を現地調査と合わせて確認することにより、南海トラフ巨大地震発災時の救

援のあり方等の検討推進に繋げる。 

２ 東京都水道局（東京都新宿区西新宿二丁目 8番 1号） 

  ［開催日程］ 

   1 月頃を予定（令和９年度第１回検討会にて決定） 

  ［会場］ 

   調整中 

［開催理由］ 

地理的、交通の便的にしやすい東京都を会場とし、課題検討に特化し半日程度で開催する。 

令和８年５月２８日 

事 務 局 

資料５ 
議題４ 
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開催地の決定方法案

【現状】 【案１】（現行のとおり） 【案２】（堺市案） 【案３】（新案）

概要

〇南海トラフ巨大地震や
首都直下地震、津波、豪
雨等による大規模災害発
生時の対策について、東
京都と全国の政令指定都
市の防災実務者による検
討会を2018年から開催

「輪番制にすることや条
件を狭めず、各都市の状
況に応じて柔軟に検討で
きるようにしておくこと
が、本検討会を継続して
いくために肝要」との見
解（本検討会初回（平成
30年第1回））を引き継
ぐ。

他の会議（大都市水道事
業管理者会議等）の輪番
を考慮しつつ、参画して
いる19大都市による輪番
制とする。

「南海トラフ巨大地震」
及び「首都直下地震」を
念頭に置き、日本水道協
会地方支部単位（北海道
及び東北を除く５地方支
部）での輪番制とする。
なお、地方支部内の開催
都市は地方支部長に一任
することとし、輪番を関
東地方支部が担当する年
は第１回を北海道又は東
北地方支部での開催とす
る。

開催
〇年２回
（①5月、②1月）

〇年２回
（①5月、②1月）

〇年２回
（①5月、②1月）

〇年２回
（①5月、②1月）

開催地

①主に西日本、中部地域
の太平洋沿岸の都市また
は検討会参加都市が依頼
した事業体（宮崎、徳
島）
②東京都（R7は横浜）

①主に西日本、中部地域
の太平洋沿岸の都市また
は検討会参加都市が依頼
した事業体
②東京都

①輪番制（東京都を除
く）
②東京都

①地方支部単位での輪番
制
②原則、東京都（輪番を
関東地方支部が担当する
年は、第２回を関東地方
支部内の開催とする。）

メリット －

・各都市の状況（他の会
議等）や直近のトピック
ス等を踏まえ、柔軟に開
催都市を選定できる。

・都度、開催地を選定す
る負担がなく、開催に向
けた準備が行いやすい。

・地方支部単位での輪番
制とすることで、開催地
選定の負担を軽減でき
る。

デメリット －

・開催地の選定に苦慮す
る可能性がある。
・いつ開催地の依頼があ
るか不明であるため、各
都市の準備が難しい。

・各都市において開催地
としての負担が増加す
る。

・地方支部長都市の負担
が増加する。

議題５ 令和１０年度以降における検討会の開催地について

　【意見】令和７年度第２回大都市水道局大規模災害対策検討会
　　　議題４ 令和９年度大都市水道局大規模災害対策検討会日程について

　　【堺　市】：開催都市を地方の都市へ依頼することの苦労があると伺っている。
　　　　　　　　令和９年度第１回会議から19大都市の各都市を開催都市として順番に開催都市
　　　　　　　　として実施していくことを提案する。

　　【新潟市】：19大都市の開催の持ち回りとすることは構わないが、
　　　　　　　　他の19大都市を開催都市として開催をしていく日水協本部の会議等と負担が被
　　　　　　　　らないように調整をいただきたい。

　　【東京都】：他の会議の日程を確認した上で各都市の開催時期について決定していきたい。
　　　　　　　　19大都市による開催の持ち回りについては今回の検討会で決定というわけではな
　　　　　　　　く、令和８年第１回会議で具体的な順番等についてお示しさせていただき、実施
　　　　　　　　方法について各都市の確認を得たい。
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開催実績
年度 第1回 第2回 第3回
H30 中止（予定：仙台市）※ 東京都 ―
R1 札幌市 東京都 東京都
R2 大阪市 書面開催 書面開催（予定：高知市）
R3 書面開催（予定：いわき市） 東京都 書面開催
R4 いわき市 東京都 ―
R5 高知市 東京都 ―
R6 名古屋市 東京都 ―
R7 宮崎市 横浜市

※胆振地震対応のため仙台開催中止。第2回の東京開催が第1回

開催予定
年度 第1回 第2回 第3回
R8 徳島市 東京都 −
R9 堺市 東京都 −

輪番制（案３）
年度 第1回 第2回 第3回
R10 中部地方支部 東京都 −
R11 北海道地方支部 関東地方支部 −
R12 九州地方支部 東京都 −
R13 中国四国地方支部 東京都 −
R14 関⻄地方支部 東京都 −
R15 中部地方支部 東京都 −
R16 東北地方支部 関東地方支部 −
R17 九州地方支部 東京都 −
R18 中国四国地方支部 東京都 −
R19 関⻄地方支部 東京都 −
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い

て
は
断
水
解

消
、
機

能
確
保

済
み
。
本

復
旧
に

向
け
て

、
順
次
、
詳

細
設
計

、
工
事
実

施
中
。

○
水
道

施
設

の
本
復
旧
に
必
要
な
漏
水
調
査
を
効
率
的
、
効

果
的

に
実

施
す
る
た
め
に
、
衛

星
技

術
や
デ

ジ
タ
ル
技
術

を
活
用

。

○
珠

洲
市
を
実

証
フ

ィ
ー
ル
ド
と

し
て
、

分
散
型

シ
ス
テ
ム

に
関
す

る
新
技

術
の
実
証
事

業
を
実

施
。

○
能

登
上
下
水

道
復
興

支
援
室

に
お
い

て
、
各
市
町

の
詳

細
設
計
、
発

注
の
技

術
的
支

援
、
不
調

な
ど
に

関
す
る

相
談
等
を
実

施
。

○
能

登
６

市
町

に
お

け
る

、上
下

⽔
道

の
本

復
旧

に
向

け
た

取
り組

み

■
石

川
県

珠
洲

市
を

実
証

フィ
ー

ル
ド

とし
た

上
下

水
道

の
新

技
術

実
証

事
業

○
衛

星
技

術
を

活
⽤

した
漏

⽔
調

査

○
分

散
型

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

実
証

事
業

・
詳

細
設

計
が

完
了

し
た
箇

所
か
ら
、
順

次
、
本

復
旧

工
事

発
注

中
七

尾
市

・
詳

細
設

計
が

完
了

し
た
箇

所
か
ら
、
順

次
、
本

復
旧

工
事

発
注

中
・
詳

細
設

計
完

了
後

、
上

下
水

道
の

合
冊

発
注

を
実

施
輪

島
市

・
詳

細
設

計
が

完
了

し
た
箇

所
か
ら
、
順

次
、
本

復
旧

工
事

発
注

中
・
住

宅
向

け
小

規
模

分
散

型
水

循
環

シ
ス
テ
ム
の

技
術

検
証

を
実

施
中

・
浄

化
槽

で
復

旧
す
る
た
め
、
管

路
撤

去
・
公

共
下

水
道

区
域

の
廃

止
手

続
き
を

完
了

珠
洲

市

・
詳

細
設

計
が

完
了

し
た
箇

所
か
ら
、
順

次
、
本

復
旧

工
事

発
注

中
志

賀
町

・
詳

細
設

計
が

完
了

し
た
箇

所
か
ら
、
順

次
、
本

復
旧

工
事

発
注

中
穴

水
町

・
詳

細
設

計
が

完
了

し
た
箇

所
か
ら
、
順

次
、
本

復
旧

工
事

発
注

中
能

登
町

能
登

地
方

６
市

町
で
人

工
衛

星
を
用

い
た
漏

水
可

能
性

箇
所

の
絞

り
込

み
調

査
を
実

施

■
現

地
調

査
（

操
作

盤
損

傷
）

■
仮

設
浄

化
槽

の
設

置

デ
ー

タ取
得

範
囲

○
下

⽔
道

区
域

か
ら浄

化
槽

区
域

へ
の

⾒
直

し検
討

下
水

道
施

設
に
甚

大
な
被

害
が

発
生

し
た
こ
と
か

ら
、
復

旧
に
あ
た
り
一

部
地

域
で

下
水

道
区

域
か

ら
浄

化
槽

区
域

へ
の

転
換

を
決

定
。
設

置
ス
ペ
ー
ス
等

の
調

整
後

、
順

次
、
浄

化
槽

設
置

工
事

を
実

施
。
現

状
は
仮

設
浄

化
槽

を
設

置
し
て
応

急
復

旧
済

。

■
分

散
型

水
循

環
シ

ス
テ

ム
設

置
(イ

メ
ー

ジ
)

分
散

型
シ
ス
テ
ム
つ
い

て
は

、
新

し
い

技
術

が
開

発
さ

れ
て
き

て
お

り
、
こ
れ
ら
の

技
術

の
信

頼
性

や
維

持
管

理
の

あ
り
方

、
経

済
性

等
を
検

証
す
る
た
め
、
実

証
事

業
を
実

施
中

。

(※
)

珠
洲

市
善

野
地

区
に
つ

い
て
は

、
順

次
、
小

規
模

分
散

型
水

循
環

シ
ス
テ
ム
を

設
置

し
、

生
活

用
水

の
供

給
を
開

始
。
年

内
に
設

置
を
完

了
す
る
予

定
。

分
散

型
循

環
シ

ス
テ

ム
の

イ
メ

ー
ジ
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6

令
和

７
年

８
月

６
日

か
ら
の
大

雨
に
お
け
る
水

道
施

設
の
被

害

熊
本

県
内

の
断

水
発

生
状

況

福
岡

県
内

の
断

水
発

生
状

況
鹿

児
島

県
内

の
断

水
発

生
状

況

熊
本

県
熊

本
市

断
水

：
約

3
0
戸

期
間

：
8
/1

0
～

1
1

熊
本

県
御

船
町

断
水

：
約

1
6
4
戸

期
間

8
/1

1
～

1
5

熊
本

県
八

代
市

断
水

：
約

2
8
2
戸

期
間

：
8
/1

1
～

1
2

熊
本

県
美

里
町

断
水

：
約

6
7
6
戸

期
間

：
8
/1

2
～

1
4

新
潟

県
内

の
断

水
発

生
状

況

熊
本

県
天

草
市

断
水

：
約

1
0
0
0
戸

期
間

：
8
/1

2
～

1
4

熊
本

県
山

都
町

断
水

：
約

1
6
戸

期
間

：
8
/1

3

鹿
児

島
県

霧
島

市
断

水
：

約
2
0
,7

4
0
戸

期
間

：
8
/8

～
1
3

鹿
児

島
県

姶
良

市
断

水
：

約
1
7
,8

8
0
戸

期
間

：
8
/8

～
1
9

熊
本

県
甲

佐
町

断
水

：
約

1
,0

0
0
戸

期
間

：
8
/1

1
～

1
2

新
潟

県
佐

渡
市

断
水

：
約

1
0
戸

期
間

：
８

/1
1
～

1
4

秋
田

県
内

の
断

水
発

生
状

況

福
岡

県
宗

像
市

（
大

島
）

断
水

：
約

4
8
7
戸

期
間

：
8
/1

1
～

1
3

秋
田

県
北

秋
田

市
断

水
：

約
4
9
戸

期
間

：
8
/1

1
～

1
5

○
５

県
（

秋
田

県
、

新
潟

県
、

福
岡

県
、

熊
本

県
、

鹿
児

島
県

）
の

1
3
自

治
体

に
お

い
て

、
水

道
施

設
が

被
災

し
た

こ
と

に
よ

り
断

水
が

発
生

（
断

水
戸

数
合

計
：

約
4
2
,3

0
0
戸

、
期

間
：

８
月

８
日

～
８

月
1
9
日

）
。

現
在

は
断

水
解

消
済

み
。

○
主

な
被

害
は

、
水

管
橋

破
損

、
土

砂
崩

れ
等

に
よ

る
管

路
破

損
、

停
電

に
よ

る
ポ

ン
プ

停
止

、
浄

水
場

等
へ

の
土

砂
流

入
。

○
被

災
し

た
導

水
管

や
送

水
管

の
復

旧
に

お
い

て
は

、
地

上
配

管
工

事
に

よ
り

、
断

水
解

消
ま

で
の

期
間

を
短

縮
。

○
断

水
解

消
ま

で
は

、
応

援
自

治
体

、
自

衛
隊

、
地

整
等

の
給

水
車

に
よ

り
、

応
急

給
水

を
実

施
。

熊
本

県
上

天
草

市
断

水
：

約
9
戸

期
間

：
8
/1

2

＜
姶
良
市
＞

送
水
管
（
水
管
橋
）
破
損

地
上
配
管
⼯
事
に
よ
る
応
急
復
旧

＜
霧
島
市
＞

導
水
管
（
水
管
橋
）
破
損
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樫
立

地
域

の
可

搬
式

浄
水

施
設

令
和

７
年

台
風

第
2
2
号

に
よ
る
水

道
施

設
の
被

害
状

況
等

に
つ
い
て

〇
八

丈
町

で
は

土
砂

崩
れ

等
に

よ
る

水
道

施
設

の
甚

大
な

被
害

に
よ

り
、

最
大

約
4
,1

0
0
戸

が
断

水
。

（
断

水
解

消
済

、
断

水
期

間
1
0
/
9
～

1
1
/
1
5
）

。
〇

断
水

解
消

の
た

め
に

、
関

係
機

関
が

連
携

し
応

急
給

水
、

道
路

啓
開

、
水

道
施

設
の

被
災

状
況

調
査

・
復

旧
作

業
等

を
実

施
し

た
。

応
急

給
水

に
つ

い
て

は
、

給
水

車
（

最
大

７
台

[八
丈

町
、

東
京

都
、

自
衛

隊
]）

で
、

最
大

1
8
箇

所
に

設
置

し
た

仮
設

給
水

槽
に

充
水

し
、

住
民

が
持

参
し

た
ポ

リ
タ

ン
ク

等
へ

給
水

。
海

上
保

安
庁

は
、

1
0
/
1
1
か

ら
1
1
/1

1
ま

で
、

巡
視

船
に

よ
り

給
水

車
等

へ
の

給
水

を
実

施
（

荒
天

時
を

除
く

）
。

東
京

都
水

道
局

は
職

員
3
0
名

体
制

で
、

水
道

管
の

修
繕

や
可

搬
式

浄
水

施
設

の
設

置
支

援
等

、
復

旧
の

加
速

化
を

図
っ

た
。

〇
断

水
解

消
後

、
水

の
安

定
供

給
に

向
け

た
応

急
復

旧
工

事
が

1
1
月

末
ま

で
に

完
了

し
た

（
水

源
へ

の
水

道
管

の
配

管
、

可
搬

式
浄

水
施

設
の

設
置

）
。

〇
国

土
交

通
省

と
し

て
は

、
T

E
C

-F
O

R
C

E
を

派
遣

し
、

防
災

ヘ
リ

（
八

丈
町

長
も

搭
乗

）
や

ド
ロ

ー
ン

に
よ

る
水

道
水

源
等

の
被

災
状

況
調

査
等

を
実

施
。

み
つ

ね

三
根

地
域

（
断

水
期

間
：

1
0
/9

～
1
1
/6

）
・

土
砂

崩
れ

で
導

水
管

被
災

・
水

量
確

保
の

た
め

大
川

浄
水

場
に

仮
設

の
導

水
管

を
配

管
し

給
水

中
。

浄

浄

浄

配

配

浄

て
ら

や
ま

寺
山

浄
水

場
（

稼
働

中
）

お
お

か
わ

大
川

浄
水

場
（

導
水

管
被

災
）

（
稼

働
中

）

す
え

よ
し

末
吉

地
域

（
断

水
期

間
：

1
0
/9

～
1
1
/1

5
）

・
被

災
に

よ
り

水
源

の
水

量
が

不
安

定
。

・
水

量
確

保
の

た
め

取
水

地
点

を
変

更
し

可
搬

式
浄

水
施

設
で

浄
水

処
理

し
給

水
中

。

な
か

の
ご

う

中
之

郷
地

域
（

断
水

期
間

：
1
0
/9

～
1
1
/1

2
）

・
土

砂
崩

れ
で

導
水

管
被

災
、

仮
設

導
水

管
の

配
管

済
み

。
・

洞
輪

沢
浄

水
場

か
ら

の
送

水
に

よ
り

給
水

中
。

お
お

か
ご

う

大
賀

郷
地

域
（

断
水

期
間

：
1
0
/9

～
1
0
/1

9
）

な
か

の
ご

う

中
之

郷
配

水
池

（
導

水
管

被
災

）
（

稼
働

中
）

ね
た

ば
ら

根
田

原
浄

水
場

（
稼

働
中

）

か
し

た
て

樫
立

配
水

池
（

稼
働

中
）

さ
か

し
た

坂
下

地
区

最
大

3
,3

5
0
戸

断
水

（
1
0
/
9
～

1
1
/
6
）

さ
か

う
え

坂
上

地
区

最
大

7
5
0
戸

断
水

（
1
0
/
9
～

1
1
/
1
5
）

お
お

か
ご

う

大
賀

郷
浄

水
場

（
導

水
管

被
災

）
（

稼
働

中
）

大
賀

郷
浄

水
場

の
水

源
へ

の
経

路
の

状
況

＜
凡

例
＞

断
水

解
消

し
た

区
域

か
し

た
て

樫
立

地
域

（
断

水
期

間
：

1
0
/9

～
1
1
/6

）
・

水
量

確
保

の
た

め
休

止
中

の
水

源
の

原
水

を
可

搬
式

浄
水

施
設

で
浄

水
処

理
し

給
水

中
。

・
洞

輪
沢

浄
水

場
か

ら
の

送
水

に
よ

り
給

水
中

。

せ
き

の
と

関
之

戸
浄

水
場

（
稼

働
中

）

浄

浄

安
川

水
源

か
ら

の
導

水
管

の
被

災

令
和

７
年
1
２
月

５
日

１
７
：
０
０
時
点

水
源

エ
リ

ア

水
源

エ
リ

ア

水
源

エ
リ

ア

水
源

エ
リ

ア

水
源

エ
リ

ア

ぼ
ら

わ
ざ

わ

洞
輪

沢
浄

水
場

（
稼

働
中

）

仮
設

給
水

槽
に

よ
る

応
急

給
水

7
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八
戸

市
に
よ
る
水

道
施

設
の
耐

震
化

の
取

組
に
つ
い
て

令
和

7年
12

月
8日

に
青

森
県

東
方

沖
を

震
源

と
す

る
地

震
が

発
生

し
、

青
森

県
八

戸
市

に
お

い
て

最
大

震
度

6強
を

観
測

。
八

戸
市

（
昭

和
61

年
以

降
は

八
戸

圏
域

水
道

企
業

団
）は

、
昭

和
43

年
の

十
勝

沖
地

震
で

の
断

水
経

験
を

踏
ま

え
、

管
路

の
耐

震
化

等
を

積
極

的
に

推
進

し
、

八
戸

市
の

耐
震

管
率

は
、

被
害

が
あ

っ
た

市
町

村
や

全
国

平
均

を
大

き
く
上

回
っ

て
い

る
。

結
果

と
し

て
震

度
6強

を
観

測
し

た
八

戸
市

に
お

い
て

は
、

断
水

が
発

生
し

な
か

っ
た

。

【
地

震
の

概
要

】
【
八

戸
市

（昭
和
61

年
以

降
は

八
戸

圏
域

水
道

企
業

団
）の

取
組

】

は
し

か
み

ち
ょ

う

階
上

町
（
震

度
６

弱
）

最
大

断
水

戸
数

２
７

戸
水

道
管

の
破

損
１

箇
所

か
る

ま
い

ま
ち

軽
米

町
（
震

度
５

強
）

最
大

断
水

戸
数

約
６

０
戸

（
水

道
管

の
破

損
１

箇
所

）

久
慈

市
（
震

度
５

弱
）

最
大

断
水

戸
数

５
戸

（
水

道
管

の
破

損
１

箇
所

）

し
ち

の
へ

ま
ち

七
戸

町
（
震

度
５

強
）

・
最

大
断

水
戸

数
約

４
６

０
戸

（
水

管
橋

の
破

損
２

箇
所

）
・
最

大
断

水
戸

約
１

５
０

戸
（
水

道
管

の
破

損
）

震
源

八
戸

市
（
断

水
無

し
）

（
参

考
）

全
国

平
均

値
耐

震
管

率

久
慈

市
耐

震
管

率
軽

米
町

耐
震

管
率

七
戸

町
耐

震
管

率
八

戸
圏

域
水

道
企

業
団

耐
震

管
率

23
％

45
％

13
％

42
％

76
％

導
水

管

32
％

29
％

12
％

0％
85

％
送
水

管

27
％

26
％

対
象

管
路

無
し

16
％

63
％

重
要
施

設
に

接
続

す
る

管
路

○
管

路
の

耐
震

化
状

況
（
国

土
交

通
省

緊
急

点
検

結
果

（
R

５
年

度
末

時
点

）
）

昭
和

43
年

の
十

勝
沖

地
震

に
お

い
て

市
内

全
域

の
断

水
を

経
験

し
、

メ
ー

カ
ー

と
共

同
開

発
を

行
い

耐
震

管
（
S形

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

）を
開

発
し

、
全

国
で

初
め

て
耐

震
継

手
を

有
し

た
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管
を

導
入

。
積

極
的

に
耐

震
管

に
よ

る
管

路
の

耐
震

化
を

推
進

。

○
耐

震
管

の
開

発
と

採
用

○
施

設
整

備
状

況

更
新

延
長

14
,0

79
ｍ

R
2

11
,4

34
m

R
3

12
,6

44
m

R
4

14
,3

96
m

R
5

8,
84

5m
R

6

耐
震

管
の

布
設

工
事

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

（
耐

震
継

手
）に

て
、

着
実

な
管

路
更

新
を

実
施

。

耐
震

型
ダ

ク
タ

イ
ル

鉄
管

採
用

5
0
周

年
セ

ミ
ナ

ー
（
新

耐
震

管
G

X
φ

５
０

０
吊

り
上

げ
）

■
発

生
日

時
12

月
8日

23
時

15
分

■
マ

グ
ニ

チ
ュ

ー
ド

7.
5

■
発

生
場

所
青

森
県

東
方

沖
■

最
大

震
度

6強
（八

戸
市

）
■

水
道

施
設

の
被

害
状

況
最

大
断

水
戸

数
約

70
0戸

※
被

災
箇

所
は

す
べ

て
断

水
解

消
、

復
旧

済
み

8
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し
ず

お
か

け
ん

い
と

う
し

静
岡

県
伊

東
市

（
断

水
期

間
：

2
/1

0
～

2
/1

5
）

最
大

断
水

戸
数

6
,6

4
0
戸

給
水

管
漏

水
に

よ
る

1
1
配

水
池

の
水

位
低

下

し
ず

お
か

け
ん

あ
た

み
し

静
岡

県
熱

海
市

（
断

水
期

間
：

2
/8

～
9
、

2
/1

1
～

1
3
）

最
大

断
水

戸
数

4
9
7
戸

給
水

管
漏

水
に

よ
る

１
配

水
池

の
水

位
低

下
、

ポ
ン

プ
の

故
障

し
ず

お
か

け
ん

い
ず

の
く

に

静
岡

県
伊

豆
の

国
市

(断
水

期
間

：
2
/1

0
～

1
4
)

最
大

断
水

戸
数

2
8
1
戸

給
水

管
漏

水
に

よ
る

２
配

水
池

の
水

位
低

下

【
令

和
８

年
1
月

2
1
日

か
ら

の
大

雪
】

水
道

施
設

の
被

害
状

況
等

に
つ

い
て

○
５

県
（

静
岡

県
等

）
の

1
0
自

治
体

に
お

い
て

、
給

水
管

凍
結

漏
水

に
よ

る
配

水
池

の
水

位
低

下
等

に
よ

り
、

最
大

約
1
0
,0

0
0
戸

の
断

水
が

発
生

し
た

。
現

在
は

断
水

解
消

済
み

（
断

水
期

間
：

1
月

2
2
日

～
2
7
日

、
2
月

8
日

～
1
5
日

）
。

○
各

自
治

体
に

お
い

て
、

配
水

池
の

水
位

回
復

の
た

め
、

給
水

管
漏

水
が

あ
る

宅
地

内
の

止
水

栓
の

閉
止

作
業

、
夜

間
断

水
等

を
実

施
。

○
国

土
交

通
省

と
し

て
は

、
日

本
水

道
協

会
と

連
携

し
て

、
被

災
市

町
へ

の
他

自
治

体
の

給
水

車
の

派
遣

、
復

旧
に

係
る

技
術

的
助

言
を

実
施

。

え
ひ

め
け

ん
せ

い
よ

し

愛
媛

県
西

予
市

(断
水

期
間

：
1
/2

2
～

2
7
)

最
大

断
水

戸
数

2
8
戸

導
水

管
凍

結

し
ま

ね
け

ん
ま

つ
え

し

島
根

県
松

江
市

（
断

水
期

間
：

2
/8

～
9
）

最
大

断
水

戸
数

3
3
戸

大
雪

に
伴

う
停

電
に

よ
り

水
道

施
設

停
止

と
っ

と
り

け
ん

よ
な

ご
し

鳥
取

県
米

子
市

（
断

水
期

間
：

2
/9

～
1
1
）

最
大

断
水

戸
数

3
戸

大
雪

に
伴

う
停

電
に

よ
り

水
道

施
設

停
止

し
ず

お
か

け
ん

い
ず

し

静
岡

県
伊

豆
市

（
断

水
期

間
：

2
/1

0
～

1
2
）

最
大

断
水

戸
数

5
6
7
戸

給
水

管
漏

水
に

よ
る

１
配

水
池

の
水

位
低

下

し
ず

お
か

け
ん

か
ん

な
み

ち
ょ

う

静
岡

県
函

南
町

（
断

水
期

間
：

2
/1

0
～

1
2
）

最
大

断
水

戸
数

2
0
0
戸

給
水

管
漏

水
に

よ
り

１
配

水
池

が
水

位
低

下

＜
凡

例
＞

断
水

解
消

済

か
な

が
わ

け
ん

さ
が

み
は

ら
し

神
奈

川
県

相
模

原
市

（
断

水
期

間
：

2
/1

1
～

1
2
）

最
大

断
水

戸
数

1
0
0
戸

給
水

管
漏

水
に

よ
る

１
配

水
池

の
水

位
低

下

か
な

が
わ

け
ん

は
こ

ね
ま

ち

神
奈

川
県

箱
根

町
（

断
水

期
間

：
2
/1

0
）

（
夜

間
計

画
断

水
：

2
/1

0
～

1
4
 ）

最
大

断
水

戸
数

1
,7

3
5
戸

給
水

管
漏

水
に

よ
る

２
配

水
池

の
水

位
低

下

9
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10

三
陸

沖
地

震
に
よ
る
石

綿
セ
メ
ン
ト
管

の
破

損
事

案
に
つ
い
て
（
宮

城
県

石
巻

市
）

浮
令

和
8年

4
月

20
日

に
発

生
し

た
三

陸
沖

を
震

源
と

す
る

地
震

（
最

大
震

度
5
強

、
石

巻
市

震
度

4）
に

よ
り

、
J
R

仙
石

線
の

上
谷

地
踏

切
を

横
断

し
て

布
設

さ
れ

た
石

綿
セ

メ
ン

ト
管

（
昭

和
3
7
年

布
設

φ
1
5
0
m

m
配

水
管

）
が

破
損

・
漏

水
浮

こ
れ

に
伴

い
陥

没
し

た
道

路
に

車
両

1台
が

脱
落

、
J
R

仙
石

線
矢

本
駅

～
石

巻
駅

区
間

が
終

日
運

転
見

合
わ

せ
と

な
っ

た
浮

事
故

発
生

時
に

多
数

の
地

域
住

民
に

重
大

な
影

響
を

及
ぼ

す
管

路
（
重

要
管

路
）
の

更
新

を
進

め
る

こ
と

は
重

要
浮

石
綿

セ
メ

ン
ト

管
は

平
成

2
0年

4
月

8日
付

け
健

水
発

第
04

08
00

2号
「
水

道
施

設
の

耐
震

化
の

計
画

的
実

施
に

つ
い

て
」
に

て
、

概
ね

1
0
年

以
内

（
平

成
3
0
年

ま
で

）
に

適
切

な
耐

震
性

能
を

有
す

る
管

種
、

継
手

へ
の

転
換

が
完

了
す

る
よ

う
努

め
る

よ
う

要
請

し
て

い
る

＜
事

故
概

要
＞

■
水

道
事

業
体

：
石

巻
市

地
方

広
域

水
道

企
業

団
■

発
生

日
時

：令
和

8年
4
月

2
1
日

（
火

）
4
:4

0
頃

（
地

震
発

生
日

時
：
令

和
8
年

4月
2
0
日

（
月

）
1
6
:5

3
頃

）
■

発
生

場
所

：宮
城

県
石

巻
市

蛇
田

地
内

（J
R

仙
石

線
上

谷
地

踏
切

）

＜
対

応
状

況
＞

対
応

日
時

•三
陸

沖
を

震
源

と
す

る
地

震
が

発
生

。
4
/
2
0
（月

）
1
6:

5
3頃

•J
R

仙
石

線
の

上
谷

地
踏

切
を

横
断

し
て

布
設

さ
れ

た
石

綿
セ

メ
ン

ト
管

が
破

損
・
漏

水
。

•こ
れ

に
伴

い
陥

没
し

た
道

路
に

車
両

1
台

が
脱

落
、

J
R

仙
石

線
矢

本
駅

～
石

巻
駅

区
間

運
転

見
合

わ
せ

。

4
/
2
1（

火
）
4
:4

0頃

•復
旧

作
業

に
着

手
。

6
:2

5頃

•軌
道

下
の

既
設

管
路

内
へ

の
モ

ル
タ

ル
充

填
（応

急
復

旧
）
が

完
了

。
1
6
:5

3頃

•舗
装

仮
復

旧
が

完
了

。
•交

通
規

制
を

解
放

。
2
0
:4

0頃

•J
R

仙
石

線
が

始
発

よ
り

運
転

再
開

。
4/

2
2
（水

）

【
道

路
陥

没
状

況
】

【
応

急
復

旧
状

況
】

事
故

箇
所

（
J
R

仙
石

線
上

谷
地

踏
切

）

出
典

：
国

土
地

理
院

地
図

【
位

置
図

】

か
み

や
ち

せ
ん

せ
き
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11

迅
速

な
応

急
対

応
の
た
め
に

（
基

本
的

な
心

構
え

）
住

⺠
が

断
水

で
困

らな
い

状
況

を
⼀

刻
も

早
く実

現
す

る
こと

を
目

指
す

こと
。

被
災

自
治

体
の

み
で

対
応

が
困

難
な

場
合

は
、躊

躇
せ

ず
外

部
に

応
援

・協
⼒

を
要

請
す

る
こと

。（
この

た
め

、平
常

時
か

ら、
応

援
・協

⼒
を

要
請

す
る

関
係

機
関

・団
体

等
とは

、
可

能
な

範
囲

で
協

定
等

を
締

結
す

る
とと

も
に

、受
援

体
制

を
整

理
して

お
くこ

と。
）

ま
た

、効
率

的
な

応
急

活
動

の
た

め
、必

要
に

応
じて

、応
急

活
動

の
指

揮
を

早
期

に
幹

事
応

援
事

業
者

に
委

任
す

る
こと

。

（
応

急
給

⽔
）

断
⽔

に
対

して
、応

急
給

水
体

制
を

迅
速

に
整

え
る

こと
。そ

の
際

、防
災

・医
療

福
祉

等
関

係
部

局
と連

携
し、

飲
料

⽔
だ

け
で

は
な

く、
病

院
・福

祉
施

設
や

生
活

用
水

の
ニ

ー
ズ

を
考

慮
す

る
こと

。
断

⽔
の

程
度

に
応

じて
、⼗

分
な

給
水

⾞
の

応
援

を
躊

躇
せ

ず
迅

速
に

要
請

す
る

こと
（

状
況

に
応

じた
適

切
な

規
模

の
要

請
）

。
※

応
援

要
請

先
︓

⽇
本

⽔
道

協
会

県
⽀

部
⻑

、地
方

整
備

局
等

、都
道

府
県

経
由

で
自

衛
隊

等

（
応

急
復

旧
）

一
刻

も
早

い
断

⽔
解

消
の

た
め

、地
上

配
管

等
の

積
極

的
な

活
用

を
検

討
す

る
な

ど迅
速

な
応

急
復

旧
を

⾏
うこ

と。
※

応
急

工
事

は
、災

害
査

定
前

で
も

現
場

着
⼿

可
能

（
工

事
内

容
が

妥
当

で
あ

れ
ば

最
終

的
に

災
害

復
旧

に
含

め
て

採
択

。判
断

に
迷

う場
合

は
、都

道
府

県
経

由
で

（
指

定
都

市
は

直
接

）
国

交
省

防
災

課
と事

前
打

合
せ

す
る

こと
）

。
工

事
業

者
や

資
機

材
を

迅
速

に
確

保
す

る
こと

。確
保

が
滞

る
際

は
、速

や
か

に
協

定
等

を
締

結
して

い
る

関
係

機
関

・団
体

等
に

協
⼒

を
要

請
す

る
こと

。
※

協
⼒

要
請

先
の

例
︓

・応
急

復
旧

作
業

︓
管

工
事

業
協

同
組

合
、建

設
業

協
会

等
・建

設
重

機
械

の
供

給
︓

建
設

重
機

協
同

組
合

、リ
ー

ス
会

社
等

・資
材

調
達

︓
管

材
メー

カー
等

（
⽇

本
⽔

道
工

業
団

体
連

合
会

、⽇
本

ダク
タイ

ル
鉄

管
協

会
、⽇

本
⽔

道
鋼

管
協

会
、建

設
資

材
会

社
等

）
・資

機
材

等
の

輸
送

︓
トラ

ック
協

会
、旅

客
船

協
会

等
・⽇

本
⽔

道
協

会
︓

各
自

治
体

所
有

の
資

機
材

の
提

供
調

整
、関

係
⺠

間
団

体
等

へ
の

協
⼒

要
請

等
・国

交
省

︓
関

係
機

関
・団

体
等

へ
の

協
⼒

要
請

等
住

⺠
に

とっ
て

「断
⽔

が
い

つ
ま

で
続

くの
か

が
わ

か
らな

い
こと

」が
、⼤

きな
不

安
要

因
で

あ
る

こと
を踏

ま
え

、断
水

解
消

の
⾒

通
し（

⼀
定

の
条

件
を

付
す

こと
も

可
）

や
復

旧
作

業
の

進
捗

状
況

に
つ

い
て

、適
時

・的
確

な
情

報
発

信
に

努
め

る
こと

。
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12

第
1報

の
速

や
か

な
情

報
提

供

震
度

６
弱

以
上

の
地

震
や

大
規

模
な

事
故

（
約

1万
戸

以
上

の
断

水
を

目
安

）
に

お
い

て
は

、
第
1報

と
し

て
、

少
な

く
と

も
断

水

の
有

無
と

断
水

の
規

模
（
想

定
断

水
戸

数
（
概

算
）
、

範
囲

）
に

つ
い

て
、

都
道

府
県

の
依

頼
を

待
た

ず
に

、
速

や
か

に
（
概

ね

発
生
1時

間
以

内
）
情

報
提

供
す

る
こ

と
（
様

式
不

問
）
。

報
道

発
表

等
に

係
る

速
や

か
な

情
報

提
供

報
道

発
表

・
記

者
会

見
す

る
場

合
、

報
道

等
で

取
扱

わ
れ

た
場

合
及

び
報

道
機

関
等

に
情

報
提

供
し

た
場

合
、

速
や

か
な

情

報
提

供
を

徹
底

す
る

こ
と

（
報

道
発

表
・
記

者
会

見
す

る
場

合
、

事
前

に
一

報
を

。
）
。

緊
急

時
連

絡
体

制
の

構
築

（
実

務
責

任
者

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

の
構

築
）

震
度

５
弱

以
上

の
地

震
や

大
規

模
な

事
故

等
に

お
い

て
、

特
に

迅
速

な
対

応
・
支

援
が

必
要

と
な

る
場

合
は

、
必

要
に

応
じ

、

国
土

交
通

省
水

道
事

業
課

か
ら

水
道

事
業

者
等

に
直

接
連

絡
し

、
状

況
を

確
認

さ
せ

て
い

た
だ

く
こ

と
か

ら
、

連
絡

に
応

答
し

状
況

を
説

明
で

き
る

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
。

緊
急

連
絡

先
の

変
更

が
あ

っ
た

場
合

は
、

そ
の

都
度

共
有

す
る

こ
と

。

的
確

な
情

報
提

供

で
き

る
だ

け
早

く
（
で

き
る

だ
け

発
生

1日
目

の
第
2報

で
）
、

「
復

旧
見

込
み

」
「
応

急
復

旧
状

況
」
（
ど

の
よ

う
な

方
法

・
道

筋
で

、
い

つ
ま

で
に

断
水

解
消

さ
せ

る
か

。
ま

た
そ

の
進

捗
）

「
応

急
給

水
状

況
」
（
ど

の
よ

う
に

給
水

車
・
給

水
タ

ン
ク

等
で

給
水

拠
点

で
給

水
す

る
か

、
ど

の
よ

う
に

防
災

部
局

等
と

連

携
し

、
重

要
施

設
（
病

院
・
避

難
所

等
）
や

給
水

拠
点

に
行

け
な

い
方

（
老

人
等

）
等

へ
給

水
す

る
か

）

応
急

復
旧

・
応

急
給

水
の

「
課

題
」
（
何

が
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
か

、
そ

の
解

決
の

た
め

に
ど

の
よ

う
な

支
援

が
必

要
か

）

が
わ

か
る

よ
う

様
式

に
記

入
し

、
必

ず
情

報
提

供
す

る
こ

と
。

こ
れ

ら
を

わ
か

り
や

す
く
示

す
た

め
、

補
足

資
料

の
添

付
も

可
。

情
報

提
供

等
に
関

し
て
特

に
お
願

い
し
た
い
こ
と
（
水

道
事

業
者

等
）
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令
和

８
年

度
中

長
期

派
遣

職
員

に
つ
い
て

能
登

半
島

地
震

に
お

け
る

被
災

自
治

体
へ

の
中

長
期

派
遣

職
員

へ
の

ご
協

力
い

た
だ

き
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

職
員

が
依

然
不

足
し

て
い

る
状

況
に

あ
る

た
め

、
職

員
派

遣
へ

の
ご

協
力

を
引

き
続

き
お

願
い

し
ま

す
。

R
8.

4.
1時

点

13

派
遣

元
派
遣

人
数

要
望

人
数

事
業

体
名

東
京

都
（

関
東

）
、

さ
い

た
ま

市
（

関
東

）
、

金
沢

市
（

中
部

）
、

川
崎

市
（

関
東

）
、

岐
阜

市
（

中
部

）
、

豊
橋

市
（

中
部

）
、

岡
山

市
（

中
国

四
国

）
、

伊
勢

市
（

中
部

）
（

R8
.
4～

R8
.9

）
8

8
輪

島
市

新
潟

市
（

中
部

）
、

札
幌

市
（

北
海

道
）

、
静

岡
市

（
中

部
）

、
長

岡
市

（
中

部
）

、
長

野
市

（
中

部
）

、
名

古
屋

市
（

中
部

）
、

丹
羽

広
域

事
務

組
合

（
中

部
）

、
浜

松
市

（
中

部
）

8
8

珠
洲

市

大
阪

市
（

関
西

）
、

愛
知

県
（

中
部

）
2

4
能

登
町

神
戸

市
（

関
西

）
、

南
ア

ル
プ

ス
市

（
関

東
）

2
2

穴
水

町

横
浜

市
（

関
東

）
、

徳
島

市
（

中
国

四
国

）
、

京
都

市
（

関
西

）
3

3
志

賀
町

名
古

屋
市

（
中

部
）

、
熊

本
市

（
九

州
）

、
福

井
市

（
中

部
）

3
3

七
尾

市

加
賀

市
（

中
部

）
（

R8
.
4～

R8
.9

）
1

1
中

能
登

町

仙
台

市
（

東
北

）
1

1
か

ほ
く

市

福
岡

市
（

九
州

）
1

1
津

幡
町

春
日

井
市

（
中

部
）

1
2

内
灘

町

0
1

羽
咋

市

30
3
4

計
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２
．

危
機

管
理

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
策

定
指

針
に

つ
い

て

14
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15

危
機

管
理

対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
策

定
指

針

○
これ

ま
で

の
災

害
対

応
等

で
顕

在
化

した
課

題
や

知
⾒

等
を

踏
ま

え
、効

率
的

に
危

機
管

理
対

策
マ

ニュ
ア

ル
を

策
定

で
き

る
よ

う、
各

種
の

危
機

管
理

マ
ニュ

ア
ル

策
定

指
針

を
策

定
して

い
る

。
○

能
登

半
島

地
震

で
顕

在
化

した
課

題
を

踏
ま

え
、地

震
対

策
マ

ニ
ュア

ル
策

定
指

針
を

改
訂

（
令

和
８

年
３

月
）

。
○

地
震

対
策

マ
ニュ

ア
ル

策
定

指
針

の
改

訂
内

容
を

踏
ま

え
、そ

の
他

の
危

機
管

理
対

策
マ

ニ
ュア

ル
策

定
指

針
に

つ
い

て
も

、今
後

順
次

改
訂

を
予

定
。

○
第

１
次

国
⼟

強
靱

化
実

施
中

期
計

画
（

令
和

７
年

６
⽉

）
の

指
標

に
も

設
定

（
危

機
管

理
マ

ニュ
ア

ル
の

策
定

率
︓

20
23

年
度

75
.6

％
⇒

20
30

年
度

末
ま

で
に

10
0%

）
。

２
．

事
前

対
策

３
．

事
後

対
策

⽔ 質 汚 染 事 故 対 策 マ ニ ュ ア ル 策 定 指 針

テ ロ 対 策 マ ニ ュ ア ル 策 定 指 針

⽔ 道 事 業 者 等 に お け る 新 型 イ ン フ ル

エ ン ザ 対 策 マ ニ ュ ア ル 策 定 指 針

地 震 対 策 マ ニ ュ ア ル 策 定 指

針
⾵ ⽔ 害 対 策 マ ニ ュ ア ル 策 定

指 針
施 設 事 故 ・ 停 電 対 策 マ ニ ュ

ア ル 策 定 指 針

管 路 事 故 ・ 給 ⽔ 装 置 凍 結 対

策 マ ニ ュ ア ル 策 定 指 針

渇 ⽔ 対 策 マ ニ ュ ア ル 策 定 指

針

危
機

管
理

対
策

マニ
ュア

ル
策

定
指

針
（

共
通

編
）

１
．

総
論

国
交

省
H

P：
ht

tp
s:

//w
w

w
.m

lit
.g

o.
jp

/m
iz

uk
ok

ud
o/

w
at

er
su

pp
ly

/s
tf_

se
is

ak
un

its
ui

te
_b

un
ya

_t
op

ic
s_

bu
ky

ok
u_

ke
nk

ou
_s

ui
do

_k
ik

ik
an

ri_
si

si
n.

ht
m

l

令
和

８
年

３
⽉

改
訂

今
回

の
改

訂
を

踏
ま

え
、原

則
、１

年
以

内
に

地
震

対
策

マ
ニ

ュア
ル

の
⾒

直
し

に
向

け
た

取
組

を
進

め
る

こと
。未

策
定

の
水

道
事

業
者

等
に

お
い

て
は

早
急

に
地

震
対

策
マ

ニ
ュア

ル
の

策
定

を
進

め
る

こと
。ま

ず
は

精
度

や
完

成
度

に
こだ

わ
らず

、今
あ

る
情

報
等

を
活

用
して

作
成

す
る

こと
を

心
が

け
る

こと
が

⼤
切

で
あ

る
。そ

の
上

で
訓

練
等

を
通

じ、
そ

の
⾒

直
し・

充
実

を
⾏

わ
れ

た
い

。
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地
震

対
策

マ
ニ

ュア
ル

策
定

指
針

（
水

道
）

改
訂

（
R8

.3
）

の
要

点

能
登

半
島

地
震

で
顕

在
化

し
た

課
題

を
踏

ま
え

、
水

道
事

業
者

等
が

策
定

す
る

地
震

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

充
実

を
図

る
た

め
、

「
上

下
水

道
一

体
で

の
早

期
復

旧
」

と
「

受
援

体
制

の
構

築
」

を
柱

に
、

地
震

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
策

定
指

針
を

改
訂

○
「

上
下

水
道

耐
震

化
計

画
」

に
基

づ
き

、
平

常
時

か
ら

、
上

下
水

道
一

体
で

の
早

期
復

旧
の

優
先

箇
所

・
ル

ー
ト

を
整

理

○
震

災
時

は
、

上
下

水
道

で
被

害
状

況
等

を
共

有
し

、
機

能
確

保
を

優
先

し
た

上
下

水
道

一
体

で
の

早
期

復
旧

の
工

程
調

整

○
平

常
時

か
ら

上
下

水
道

の
施

設
・

管
路

情
報

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

類
の

共
有

、
上

下
水

道
一

体
で

の
訓

練

上
下

水
道

一
体

で
の

早
期

復
旧

○
大

規
模

災
害

時
に

お
け

る
プ

ッ
シ

ュ
型

支
援

や
TE

C-
FO

RC
E
に

よ
る

支
援

等
、

様
々

な
支

援
を

考
慮

し
た

受
援

体
制

の
構

築

○
円

滑
に

支
援

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
平

常
時

か
ら

、
応

援
事

業
者

等
が

必
要

と
す

る
情

報
（

災
害

時
の

体
制

、
応

急
対

応
の

内
容

、
水

道
シ

ス
テ

ム
、

使
用

資
機

材
、

宿
舎

・
食

料
・

作
業

ス
ペ

ー
ス

等
）

を
整

理
し

、
「

災
害

時
受

援
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
応

援
事

業
者

用
）

」
を

準
備

趣
旨

改
訂

内
容

○
「

上
下

水
道

耐
震

化
計

画
」

に
基

づ
く

上
下

一
体

で
の

耐
震

化
・

強
靭

化
、

集
約

型
・

分
散

型
シ

ス
テ

ム
の

最
適

配
置

○
浄

水
場

、
下

水
処

理
場

等
の

防
災

拠
点

化

○
防

災
担

当
部

局
と

の
事

前
防

災
に

係
る

連
携

（
防

災
用

井
戸

等
の

情
報

共
有

等
）

○
官

民
連

携
・

広
域

連
携

に
お

け
る

、
役

割
分

担
、

体
制

構
築

○
宅

内
配

管
修

繕
の

工
事

業
者

確
保

の
た

め
の

、
供

給
規

程
等

の
改

正
、

指
定

店
リ

ス
ト

の
整

理

○
機

能
確

保
を

優
先

し
た

迅
速

な
断

水
解

消
（

仮
設

配
管

、
可

搬
式

浄
水

施
設

等
の

活
用

）

○
防

災
担

当
部

局
と

連
携

し
生

活
用

水
ニ

ー
ズ

を
考

慮
し

た
応

急
給

水

○
Ｄ

Ｘ
技

術
を

活
用

し
た

応
急

給
水

・
応

急
復

旧
の

効
率

化

○
住

民
へ

の
一

層
丁

寧
な

広
報

（
断

水
解

消
の

見
通

し
、

応
急

給
水

状
況

、
復

旧
の

進
捗

状
況

を
適

時
に

周
知

）

○
宅

内
配

管
被

害
情

報
の

収
集

・
集

約
、

住
民

へ
の

提
供

事
前

対
策

の
主

な
改

訂
内

容
事

後
対

策
の

主
な

改
訂

内
容

迅
速

な
受

援
体

制
の

構
築
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３
．

能
登

半
島

地
震

を
踏

ま
え

た
上

下
水

道
の

主
要

施
策

リ
ス

ト
に

つ
い

て

17
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18

能
登

半
島

地
震

を
踏

ま
え
た
上

下
水

道
の
主

要
施

策
リ
ス
ト
（
概

要
）

②
上
下
水
道
一
体
の
災
害
対
応

上
下

水
道

耐
震

化
計

画
に

基
づ

く
急

所
施

設
や

重
要

施
設

に
接

続
す

る
管

路
の

耐
震

化
水

道
カ

ル
テ

の
作

成
水

道
施

設
の

技
術

的
基

準
を

定
め

る
省

令
改

正
可

搬
式

浄
化

施
設

・
可

搬
式

水
処

理
施

設
等

の
整

備
・活

用

復
旧

の
迅

速
化

被
災

者
向

け
の

対
応

支
援

体
制

の
構

築

①
上
下
水
道
施
設
の
被
害
を
踏
ま
え
た
地
震
対
策

マ
ン

ホ
ー

ル
ト

イ
レ

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
改

定
給

水
装

置
（
宅

内
）の

早
期

復
旧

水
道

の
地

震
対

策
マ

ニ
ュ

ア
ル

策
定

指
針

や
下

水
道

B
C

P
策

定
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
改

定
上

下
水

道
Ｄ

Ｘ
の

推
進

日
本

下
水

道
事

業
団

に
よ

る
水

道
事

業
者

へ
支

援
事

業
者

間
の

被
災

地
支

援
ル

ー
ル

の
見

直
し

浄
水

場
や

下
水

処
理

場
の

防
災

拠
点

化

等 等 等 等

能
登

半
島

地
震

を
受

け
、

被
災

地
の

復
旧

・
復

興
を

行
う

と
と

も
に

、
上

下
水

道
地

震
対

策
検

討
委

員
会

で
の

と
り

ま
と

め
を

受
け

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
や

予
算

制
度

の
見

直
し

な
ど

、
様

々
な

取
組

を
実

施
。

よ
り

強
靭

な
上

下
水

道
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
図

っ
て

い
く
た

め
、

こ
れ

ら
施

策
に

関
す

る
情

報
を

と
り

ま
と

め
た

「能
登

半
島

地
震

を
踏

ま
え

た
上

下
水

道
の

主
要

施
策

リ
ス

ト
」
を

公
表

（
R

8.
4.

17
）
。

※
参

考
と
し
て
、
各

協
会

が
提

供
し
て
い

る
関

係
指

針
に
つ
い

て
も
記

載
し
て
い

る
。
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水
道

施
設

の
技

術
的
基

準
を
定

め
る
省

令
の
改
正

水
道

管
路

が
満

た
す
べ
き
耐

震
性

能
の
強

化
（
省

令
第

１
条

第
７
号

）

〇
能

登
半

島
地

震
の

教
訓

を
踏

ま
え

、
避

難
所

な
ど

の
重

要
施

設
に

接
続

す
る

水
道

管
路

の
耐

震
化

を
進

め
る

こ
と

が
重

要
。

〇
水

道
法

に
基

づ
く
水

道
施

設
の

技
術

的
基

準
を

定
め

る
省

令
を

改
正

し
、

重
要

施
設

に
接

続
す

る
配

水
支

管
等

に
つ

い
て

、
基

幹
管

路
（
導

水
管

・送
水

管
・配

水
本

管
）と

同
様

の
耐

震
性

能
（
レ

ベ
ル

２
地

震
動

へ
の

対
応

等
）を

確
保

す
る

こ
と

を
義

務
づ

け
。

※
令

和
８

年
４

月
１

日
省

令
改

正
、

令
和

８
年

10
月

1日
省

令
施

行

（
管

路
が

備
え

る
べ

き
耐

震
性

能
）

レ
ベ

ル
１

地
震

動
：当

該
施

設
の

設
置

地
点

に
お

い
て

発
生

す
る

も
の

と
想

定
さ

れ
る

地
震

動
の

う
ち

、
当

該
施

設
の

供
用

期
間

中
に

発
生

す
る

可
能

性
の

高
い

も
の

レ
ベ

ル
２

地
震

動
：当

該
施

設
の

設
置

地
点

に
お

い
て

発
生

す
る

も
の

と
想

定
さ

れ
る

地
震

動
の

う
ち

、
最

大
規

模
の

強
さ

を
有

す
る

も
の

（
改

正
後

）

レ
ベ

ル
２

地
震

動
レ

ベ
ル

１
地

震
動

レ
ベ

ル
２

地
震

動
レ

ベ
ル

１
地

震
動

○
○

○
○

基
幹

管
路

○
○

－
○

重
要

施
設

に
接

続
す

る

配
水

支
管

※

－
○

－
○

上
記

以
外

の
配

水
支

管

：
基

幹
管

路
（

導
水

管
、

送
水

管
、

配
水

本
管

）
：

重
要

施
設

に
接

続
す

る
配

水
支

管
：

上
記

以
外

の
配

水
支

管

※
現

在
対

象
と

な
っ

て
い

な
い

、
配

水
本

管
を

有
し

な
い

が
、

重
要

施
設

に
配

水
支

管
が

接
続

す
る

配
水

池
や

ポ
ン

プ
場

も
同

様
に

引
き

上
げ

。

重
要

施
設

（
避

難
所

、
災

害
拠

点
病

院
等

）
に

接
続

す
る

配
水

支
管

（
水

道
施

設
）
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※
令

和
７

年
現

在
、⽔

資
源

機
構

は
２

台
の

可
搬

式
浄

⽔
施

設
を

所
有

。
１

号
機

愛
知

⽤
⽔

総
合

管
理

所
（

愛
知

県
東

郷
町

）
２

号
機

利
根

導
⽔

総
合

管
理

所
（

埼
⽟

県
⾏

⽥
市

）
３

号
機

⾹
川

⽤
⽔

管
理

所
（

⾹
川

県
三

豊
市

）
の

予
定

○
補

助
要

件
都

道
府

県
⼜

は
独

⽴
⾏

政
法

⼈
水

資
源

機
構

が
可

搬
式

浄
⽔

施
設

・設
備

を
整

備
す

る
事

業
で

あ
る

こと
。た

だ
し、

都
道

府
県

が
整

備
す

る
場

合
は

、他
の

都
道

府
県

へ
の

災
害

時
支

援
に

関
す

る
協

定
を

締
結

して
い

る
こと

。

○
補

助
率

１
／

３
（

保
管

倉
庫

、運
搬

用
⾞

両
の

整
備

等
も

対
象

）

可
搬

式
浄

水
施

設
の
整

備
の
推

進
（
予

算
支

援
）

【水
道

広
域

的
災

害
対

応
支

援
事

業
費

（
令

和
７

年
度

新
設

）
】

水
道

施
設

の
被

災
時

に
お

い
て

、
速

や
か

な
機

能
確

保
が

で
き

る
代

替
性

・多
重

性
の

確
保

を
推

進
す

る
た

め
、

離
島

・半
島

地
域

を
対

象
と

し
た

浄
水

場
の

防
災

拠
点

化
、

水
資

源
機

構
及

び
都

道
府

県
を

対
象

と
し

た
可

搬
式

浄
水

施
設

・設
備

の
配

備
な

ど
を

支
援

す
る

制
度

。

○
本

制
度

を
活

⽤
し、

⽔
資

源
機

構
が

可
搬

式
浄

⽔
施

設
を１

台
整

備
予

定
。

水
資

源
機

構
が

所
有

す
る

可
搬

式
浄

水
施

設

20
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水
道

法
改

正
（災

害
対
策
基

本
法
等

の
一
部

を
改
正

す
る
法
律
）
の
概

要

○
日

本
下

水
道

事
業

団
※
が

、
被

災
し

た
水

道
施

設
（
浄

水
場

等
の

基
幹

施
設

）の
修

繕
や

復
旧

工
事

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

新
た

に
規

定
。

（※
）地

方
公

共
団

体
の

委
託

を
受

け
て

下
水

道
施

設
の

建
設

等
を

行
う

地
方

共
同

法
人

○
水

道
事

業
者

は
、

災
害

時
の

水
道

（配
水

管
）の

調
査

・
復

旧
の

た
め

緊
急

の
必

要
が

あ
る

と
き

は
、

住
民

等
の

土
地

に
入

り
、

止
水

栓
を

閉
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

新
た

に
規

定
。

【背
景

】
能

登
半

島
地

震
に

お
い

て
、⽔

道
は

、浄
水

場
等

の
基

幹
施

設
や

管
路

が
甚

⼤
な

被
害

を
受

け
、広

範
囲

か
つ

⻑
期

の
断

水
が

発
⽣

。
基

幹
施

設
の

修
繕

や
復

旧
に

関
す

る
技

術
⼒

を
有

す
る

団
体

の
活

用
や

、迅
速

な
管

路
復

旧
の

支
障

を
除

く措
置

が
必

要
。

止
水

栓
を

閉
め

る
宅 地

道 路

水
道

施
設

の
修

繕
・復

旧
工

事
に

関
す

る
協

定
を

締
結

水
道

事
業

者
等

の
委

託
に

基
づ

き
、事

業
団

が
発

生
直

後
の

修
繕

、
更

に
は

本
格

的
な

復
旧

工
事

ま
で

実
施

可
能

に

災
害

発
生

（
水

道
施

設
が

被
災

）

配
⽔

管
の

被
災

⽔
道

事
業

者
等

（
地

方
公

共
団

体
）

⽇
本

下
⽔

道
事

業
団

※
能

登
半

島
地

震
の

事
例

配
⽔

管
の

漏
⽔

調
査

・復
旧

工
事

の
前

に
止

⽔
栓

を
閉

め
る

必
要

（
通

⽔
した

際
の

宅
内

等
で

の
漏

⽔
を

防
ぐた

め
）

住
⺠

等
が

不
在

で
も

、職
員

が
宅

地
に

⼊
り

止
水

栓
を

閉
め

る
こと

が
可

能
に

※
電

気
・機

械
、⼟

木
等

の
⾼

度
な

技
術

⼒
を

活
用

浄
⽔

場
沈

澱
池

の
躯

体
ひ

び
割

れ
浄

⽔
場

取
⽔

口
の

損
傷

配
⽔

管
の

調
査

・復
旧

●
日

本
下

水
道

事
業

団
法

の
特

例
●

災
害

時
の

給
水

装
置

の
操

作

公
布

：
令

和
７

年
６

月
４

日
施

行
：
令

和
７

年
７

月
１

日
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【
供

給
規

程
の

記
載

例
】

第
〇

条
給

水
装

置
工

事
は

、
市

（
町

村
）
長

又
は

市
（町

村
）
長

が
法

第
十

六
条

の
二

第
一

項
の

指
定

を
し

た
者

（
以

下
「
指

定
給

水
装

置
工

事
事

業
者

」
と

い
う

。
）
が

施
行

す
る

。
た

だ
し

、
災

害
そ

の
他

非
常

の
場

合
に

お
い

て
、

市
（
町

村
）
長

が
他

の
市

（町
村

）
長

又
は

他
の

市
（
町

村
）
長

が
同

項
の

指
定

を
し

た
者

が
給

水
装

置
工

事
を

施
行

す
る

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。

災
害

等
に

お
い

て
、地

元
の

給
⽔

装
置

工
事

事
業

者
（

以
下

「指
定

店
」と

す
る

。）
の

確
保

が
困

難
な

場
合

、
宅

内
配

管
の

早
期

復
旧

と被
災

地
で

の
給

⽔
装

置
工

事
の

適
正

な
実

施
を

図
る

た
め

、他
の

⽔
道

事
業

者
が

指
定

した
指

定
店

に
よる

給
⽔

装
置

工
事

の
実

施
を可

能
に

し、
宅

内
配

管
の

業
者

を
確

保
す

る
こと

が
必

要
この

た
め

に
は

、⽔
道

事
業

者
に

お
い

て
供

給
規

程
等

を改
正

す
る

必
要

が
あ

る
場

合
が

考
え

られ
る

た
め

、通
知

を
発

出
し記

載
例

を参
考

提
⽰

（
令

和
７

年
４

⽉
22

⽇
発

出
）

下
⽔

道
に

お
い

て
も

、標
準

下
⽔

道
条

例
の

改
正

を
通

知
（

令
和

７
年

４
⽉

22
⽇

発
出

）

被
災

地
以

外
で
指

定
さ
れ

た
給

水
装

置
工

事
事

業
者

か
ら
の
応

援

他
の

水
道

事
業

者
が

指
定

し
た

指
定

店
に

よ
る

給
水

装
置

工
事

イ
メ

ー
ジ

被
災

地
で

漏
水

し
た

家
屋

他
の

水
道

事
業

者
で

指
定

し
た

指
定

店

宅
内

配
管

復
旧
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４
．

国
土

強
靱

化
実

施
中

期
計

画
に

つ
い

て

23
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※
１

給
水

区
域
内

か
つ
下
水
道
処
理
区
域
内

の
重
要

施
設

に
接

続
す

る
管

路
等

を
対

象
と
す

る
。

※
２

導
水

管
、
送

水
管

、
重

要
施

設
に
接

続
す

る
水

道
管

路
の
耐

震
化

率
は
、

耐
震

管
以

外
に
地
盤
性
状

に
よ
っ
て
耐

震
適

合
性

を
有

す
る
管

を
含

め
た

割
合

を
示

す
。
な
お

、
（
）
内

に
耐

震
管

率
を
示
す

。
※

３
下

水
処

理
場
直
前

の
合
流
地
点

に
ポ
ン
プ
場

が
あ
る
場

合
は
急

所
施

設
と
す
る

。

【全
国

の
耐

震
化

率
】

（令
和

６
年

度
末

時
点

）

下
水

処
理

場
P

取
水

施
設

浄
水

施
設

ポ
ン

プ
場

※
３

下
水

処
理

場
直

前
の

合
流

地
点

P
ポ

ン
プ

場
P

P

急
所

施
設

（
水

道
）

急
所

施
設

（
下

水
道

）

重
要

施
設

に
接

続
す

る
管

路
等

※
１

重
要

施
設

配
水

池

河
川

導
水

管

送 水 管

下
水

道
管

路

約
5
2％

約
3
5％

※
２

（
約

24
％

）
約

4
7％

約
49

％
※

２

（約
3
2％

）

約
6
8％

約
4
5％

約
●

％
：
耐

震
化

率

（
凡

例
）

災
害

拠
点

病
院

、
避

難
所

、
防

災
拠

点
（

警
察

、
消

防
、

県
・

市
庁

舎
等

）
な

ど

○
能

登
半

島
地

震
の

教
訓

を
踏

ま
え

、
上

下
水

道
シ

ス
テ

ム
の

「
急

所
施

設
」
（
そ

の
施

設
が

機
能

を
失

え
ば

シ
ス

テ
ム

全
体

が
機

能
を

失

う
最

重
要

施
設

）
や

避
難

所
な

ど
の

重
要

施
設

に
接

続
す

る
上

下
水

道
管

路
等

の
耐

震
化

状
況

に
つ

い
て

、
点

検
を

実
施

し
た

。

○
引

き
続

き
、

上
下

水
道

耐
震

化
計

画
に

基
づ

く
取

組
状

況
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
や

予
算

支
援

、
水

道
カ

ル
テ

に
よ

る
見

え
る

化
な

ど
を

通
じ

て
、

上
下

水
道

施
設

の
耐

震
化

を
計

画
的

・
集

中
的

に
推

進
す

る
。

約
4
7％

※
２

（約
3
2％

）

約
5
3％

接
続

す
る

水
道

・下
水

道
管

路
の

両
方

（
青

色
部

）
が

耐
震

化
さ

れ
て

い
る

重
要

施
設

の
割

合

約
9％

約
5
3％

約
7
1％

約
50

％

上
下

水
道

施
設

の
耐

震
化

状
況

（
令

和
６
年

度
末

時
点

）
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○
国

土
強

靱
化

基
本

法
第

1
1
条

の
２

第
１

項
の

規
定

に
基

づ
く

「
第

１
次

国
土

強
靱

化
実

施
中

期
計

画
」
（
計

画
期

間
：
令

和
８

年
度

か
ら

令
和

1
2
年

度
ま

で
の

５
年

間
）
が

、
令

和
７

年
６

月
６

日
に

閣
議

決
定

。

○
国

土
強

靱
化

実
施

中
期

計
画

に
、

埼
玉

県
八

潮
市

の
道

路
陥

没
事

故
を

受
け

た
有

識
者

委
員

会
に

お
け

る
上

下
水

道
の

あ
り

方
の

提
言

を
踏

ま
え

、
社

会
的

影
響

が
大

き
い

上
下

水
道

管
路

の
更

新
や

、
多

重
化

・
分

散
化

に
よ

る
リ

ダ
ン

ダ
ン

シ
ー

の
確

保
の

施
策

を
追

加
し

た
ほ

か
、

上
下

水
道

施
設

の
耐

震
化

等
の

施
策

を
位

置
付

け
。

 

第
１
次
国

土
強
靱

化
実
施

中
期
計

画
に
お
け
る
上
下

水
道
関
係

指
標

【
上

下
水

道
施

設
の

戦
略

的
維

持
管

理
・更

新
】

8％
【

R6
】

→
 3

2％
【

R1
2】

→
 1

00
％

【
R2

3】
•

漏
水

リ
ス

ク
が

高
く
、

事
故

発
生

時
に

社
会

的
影

響
が

大
き

い
大

口
径

水
道

管
路

（
口

径
80

0m
m

以
上

の
管

路
）
の

更
新

（
約

60
0k

m
）
の

完
了

率

0％
【

R6
】

→
 1

00
％

【
R1

2】
•

損
傷

リ
ス

ク
が

高
く
、

事
故

発
生

時
に

社
会

的
影

響
が

大
き

い
大

口
径

下
水

道
管

路
（「

下
水

道
管

路
の

全
国

特
別

重
点

調
査

」
の

対
象

※
：
約

5,
00

0k
m

）
の

健
全

性
の

確
保

率
※

口
径

2m
以

上
か

つ
30

年
以

上
経

過
し

た
下

水
道

管
路

33
％

【
R6

】
→

 7
6％

【
R1

2】
→

 1
00

％
【

R1
5】

•
修

繕
・
改

築
や

災
害

・
事

故
時

の
安

定
給

水
の

観
点

か
ら

計
画

的
に

リ
ダ

ン
ダ

ン
シ

ー
確

保
が

必
要

な
大

口
径

水
道

管
路

（
口

径
80

0m
m

以
上

の
導

・
送

水
管

）に
対

す
る

複
線

化
・
連

絡
管

整
備

（
約

30
0k

m
）
の

完
了

率

7％
【

R6
】

→
 1

00
％

【
R9

】
•

修
繕

・
改

築
や

災
害

・
事

故
時

の
迅

速
な

復
旧

が
容

易
で

は
な

い
大

口
径

下
水

道
管

路
（
口

径
2m

以
上

の
管

路
）
を

有
す

る
地

方
公

共
団

体
（
約

60
団

体
）
の

う
ち

、
リ

ダ
ン

ダ
ン

シ
ー

確
保

に
関

す
る

計
画

を
策

定
し

、
取

組
を

進
め

て
い

る
団

体
の

割
合

34
％

【
R6

】
→

 1
00

％
【

R9
】

•
水

道
事

業
者

（
全

国
約

1,
40

0事
業

者
）
の

う
ち

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

関
す

る
上

下
水

道
DX

技
術

（
人

工
衛

星
や

AI
を

活
用

し
た

漏
水

検
知

手
法

等
）
を

導
入

し
て

い
る

事
業

者
の

割
合

21
％

【
R6

】
→

 1
00

％
【

R9
】

•
下

水
道

事
業

を
実

施
し

て
い

る
地

方
公

共
団

体
（
全

国
約

1,
50

0団
体

）の
う

ち
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
関

す
る

上
下

水
道

DX
技

術
（
ド

ロ
ー

ン
に

よ
る

下
水

道
管

路
内

調
査

手
法

等
）
を

導
入

し
て

い
る

団
体

の
割

合

0％
【

R3
】

→
 1

00
％

【
R1

2】
•

点
検

に
よ

り
、

更
新

等
が

必
要

と
な

っ
た

水
管

橋
（
補

剛
形

式
：約

76
0か

所
）
の

対
策

完
了

率

0％
【

R6
】

→
 1

00
％

【
R8

】
•

水
道

事
業

者
（
全

国
約

1,
40

0事
業

者
）
の

う
ち

、
社

会
的

影
響

が
大

き
い

古
い

規
格

の
水

道
管

路
（
鋳

鉄
管

）の
更

新
計

画
を

策
定

し
、

取
組

を
進

め
て

い
る

事
業

者
割

合

25
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第
１
次
国

土
強
靱

化
実
施

中
期
計

画
に
お
け
る
上
下

水
道
関
係

指
標

【
上

下
水

道
施

設
の

耐
災

害
性

強
化

】

73
％

【
R4

】
→

 1
00

％
【

R1
2】

•
2,

00
0戸

以
上

の
給

水
を

受
け

持
つ

な
ど

影
響

が
大

き
い

浄
水

場
（
全

国
約

2,
00

0か
所

）
の

停
電

対
策

完
了

率

44
％

【
R4

】
→

 7
5％

【
R1

2】
→

 1
00

％
【

R1
8】

•
2,

00
0戸

以
上

の
給

水
を

受
け

持
つ

な
ど

影
響

が
大

き
い

浄
水

場
の

う
ち

、
洪

水
等

の
浸

水
想

定
区

域
内

に
あ

る
施

設
（
全

国
約

70
0か

所
）
の

浸
水

災
害

対
策

完
了

率

75
.6

％
【

R5
】

→
 1

00
％

【
R1

2】
•

上
水

道
事

業
者

及
び

水
道

用
水

供
給

事
業

者
（
全

国
約

1,
40

0事
業

者
）
に

お
け

る
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
策

定
率

9％
【

R5
】

→
 3

0％
【

R1
2】

→
 1

00
％

【
R3

6】
•

給
水

区
域

内
か

つ
下

水
道

処
理

区
域

内
に

お
け

る
重

要
施

設
（
約

35
,0

00
か

所
）
の

う
ち

、
接

続
す

る
水

道
・
下

水
道

の
管

路
等

の
両

方
が

耐
震

化
さ

れ
て

い
る

重
要

施
設

の
割

合

43
％

【
R5

】
→

 5
9％

【
R1

2】
→

 1
00

％
【

R3
1】

•
水

道
の

急
所

施
設

で
あ

る
導

水
管

・
送

水
管

（
約

62
,0

00
km

）
の

耐
震

化
完

了
率

46
％

【
R5

】
→

 6
7％

【
R1

2】
→

 1
00

％
【

R2
3】

•
水

道
の

急
所

施
設

で
あ

る
取

水
施

設
（
全

国
の

取
水

施
設

能
力

：
約

7,
60

0万
㎥

/日
）
の

耐
震

化
完

了
率

43
％

【
R5

】
→

 7
6％

【
R1

2】
→

 1
00

％
【

R1
7】

•
水

道
の

急
所

施
設

で
あ

る
浄

水
施

設
（
全

国
の

浄
水

施
設

能
力

：
約

7,
10

0万
㎥

/日
）
の

耐
震

化
完

了
率

67
％

【
R5

】
→

 8
4％

【
R1

2】
→

 1
00

％
【

R1
8】

•
水

道
の

急
所

施
設

で
あ

る
配

水
池

（
全

国
の

配
水

池
有

効
能

力
：
約

4,
00

0万
㎥

）
の

耐
震

化
完

了
率

70
％

【
R5

】
→

 8
0％

【
R1

2】
→

 1
00

％
【

R2
5】

•
下

水
道

の
急

所
施

設
で

あ
る

下
水

道
管

路
（
約

9,
10

0k
m

）の
耐

震
化

完
了

率

49
％

【
R5

】
→

 6
3％

【
R1

2】
→

 1
00

％
【

R3
2】

•
下

水
道

の
急

所
施

設
で

あ
る

下
水

処
理

場
（
約

1,
60

0か
所

）
の

耐
震

化
完

了
率

52
％

【
R5

】
→

 6
9％

【
R1

2】
→

 1
00

％
【

R2
5】

•
下

水
道

の
急

所
施

設
で

あ
る

ポ
ン

プ
場

（
約

90
0か

所
）
の

耐
震

化
完

了
率

【
水

災
害

リ
ス

ク
情

報
の

充
実

・
活

用
】

0％
【

R5
】

→
 1

00
％

【
R1

2】
•

雨
水

出
水

浸
水

想
定

区
域

図
が

作
成

さ
れ

る
市

区
町

村
（全

国
約

80
0市

区
町

村
（
令

和
７

年
度

末
時

点
想

定
）
）
の

う
ち

、
最

大
ク

ラ
ス

の
内

水
に

対
応

し
た

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

・公
表

し
、

避
難

訓
練

等
を

実
施

し
た

市
区

町
村

の
割

合

【
流

域
治

水
対

策
（河

川
、

砂
防

、
下

水
道

、
海

岸
）
】

70
％

【
R5

】
→

 8
2％

【
R1

2】
→

 1
00

％
【

R2
2】

•
浸

水
実

績
地

区
等

（
全

国
約

37
万

ha
（
令

和
５

年
度

末
時

点
）
）
に

お
け

る
下

水
道

に
よ

る
浸

水
対

策
完

了
率

5％
【

R5
】

→
 1

2％
【

R1
2】

→
 1

00
％

【
R4

0】
•

浸
水

実
績

地
区

等
（
全

国
約

37
万

ha
（
令

和
５

年
度

末
時

点
）
）
に

お
け

る
下

水
道

に
よ

る
気

候
変

動
の

影
響

を
踏

ま
え

た
浸

水
対

策
完

了
率

16
％

【
R5

】
→

 8
2％

【
R1

2】
→

 1
00

％
【

R1
4】

•
人

口
・
資

産
集

積
地

区
（市

街
化

区
域

・D
ID

（
人

口
集

中
地

区
）
等

）
か

ら
の

排
水

を
受

け
持

つ
下

水
処

理
場

等
（下

水
処

理
場

：
約

46
0か

所
、

ポ
ン

プ
場

：
約

1,
70

0か
所

）
に

お
け

る
水

害
時

の
揚

水
機

能
確

保
完

了
率

26
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５
．

施
設

整
備

に
つ

い
て

27
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28

第
５

章
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

第
６

章
実

際
の

検
討

・
導

入
事

例

第
１

章
本

手
引

き
の

目
的

と
定

義

第
２

章
分

散
型

シ
ス

テ
ム

の
導

入
を

優
先

的
に

検
討

す
る

地
域

の
選

定

【
選

定
指

標
】

①
該

当
地

区
の

現
在

又
は

将
来

の
給

水
人

口
が

1
0
0
人

以
下

で
あ

る
こ

と
②

該
当

地
区

の
単

位
人

口
管

路
延

長
が

3
0
 m

/人
以

上
で

あ
る

こ
と

③
法

定
耐

用
年

数
超

過
管

路
率

が
5
0
 ％

以
上

又
は

把
握

し
て

い
な

い

•
指

標
に

は
該

当
し

な
い

地
域

に
お

い
て

も
、

各
水

道
事

業
者

が
地

域
の

実
情

等
に

応
じ

て
分

散
型

シ
ス

テ
ム

の
導

入
を

優
先

的
に

検
討

す
べ

き
と

考
え

る
地

域
に

つ
い

て
は

、
同

様
に

検
討

を
行

う
こ

と
が

望
ま

し
い

。

第
３

章
導

入
可

能
な

給
水

方
法

の
候

補
の

検
討

水
道

事
業

に
お

け
る

分
散

型
シ

ス
テ

ム
の

導
入

可
能

性
を

検
討

す
る

に
あ

た
り

、
地

域
特

性
や

既
存

施
設

の
状

況
、

将
来

の
需

要
変

動
等

を
踏

ま
え

た
給

水
方

法
の

候
補

を
整

理
す

る
。

第
４

章
各

給
水

方
法

の
比

較
と

地
域

に
適

し
た

給
水

方
法

の
絞

り
込

み

費
用

の
算

出
維

持
管

理
性

の
検

討
水

質
の

比
較

検
討

検
討

し
た

給
水

方
法

の
候

補
に

つ
い

て
、

費
用

、
維

持
管

理
性

等
を

そ
れ

ぞ
れ

ま
と

め
、

総
合

的
に

比
較

し
、

検
討

地
域

に
適

し
た

給
水

方
法

の
絞

り
込

み
を

行
う

。

耐
災

害
性

の
比

較
検

討
地

域
や

環
境

に
与

え
る

影
響

の
検

討

比
較

検
討

項
目

分
散

型
シ

ス
テ

ム
の

導
入

の
検

討
を

行
っ

た
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

を
３

つ
掲

載

分
散

型
シ

ス
テ

ム
の

導
入

に
つ

い
て

、
経

営
の

観
点

又
は

耐
災

害
性

の
観

点
か

ら
実

際
に

検
討

し
た

３
事

例
を

掲
載

第
7
章

分
散

型
シ

ス
テ

ム
導

入
に

あ
た

っ
て

の
各

種
手

続
き

・
留

意
事

項

浮
強

靱
で

持
続

可
能

な
水

道
の

実
現

に
資

す
る

「
集

約
型

・
分

散
型

の
ベ

ス
ト

ミ
ッ

ク
ス

に
よ

る
施

設
の

最
適

配
置

」
を

進
め

る
た

め
、

水
道

事
業

者
が

水
道

事
業

と
し

て
分

散
型

シ
ス

テ
ム

の
導

入
を

検
討

す
る

際
の

指
針

を
提

供
す

る
こ

と
が

目
的

浮
分

散
型

シ
ス

テ
ム

を
施

設
更

新
の

新
た

な
選

択
肢

と
し

て
位

置
づ

け
、

水
道

事
業

者
等

が
ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

実
施

過
程

で
分

散
型

シ
ス

テ
ム

の
導

入
を

具
体

的
に

検
討

す
る

場
合

に
も

、
本

手
引

き
を

用
い

て
検

討
さ

れ
る

よ
う

図
る

※
各

戸
型

浄
水

装
置

（
小

規
模

水
循

環
型

シ
ス

テ
ム

等
）

に
つ

い
て

は
、

国
土

交
通

省
で

技
術

実
証

中
で

あ
る

こ
と

等
か

ら
、

本
手

引
き

に
お

い
て

は
対

象
外

と
し

、
今

後
、

技
術

実
証

の
結

果
等

に
応

じ
て

、
適

宜
、

手
引

き
に

反
映

。

浮
主

に
中

山
間

地
域

等
に

お
い

て
用

い
ら

れ
る

小
規

模
な

水
供

給
シ

ス
テ

ム
の

総
称

浮
集

落
ご

と
等

に
地

域
の

水
源

か
ら

取
水

し
、

小
型

の
浄

水
処

理
装

置
を

設
置

し
て

配
水

す
る

小
規

模
な

施
設

（
小

規
模

な
水

道
施

設
）

や
、

浄
水

場
等

か
ら

集
落

内
の

配
水

池
に

、
車

両
等

に
よ

り
浄

水
を

運
搬

す
る

手
法

（
運

搬
送

水
）

等
が

想
定

手
引

き
の

目
的

分
散

型
シ

ス
テ

ム
と

は

水
道

事
業

に
お
け
る
分

散
型

シ
ス
テ
ム
の
導

入
手

引
き

（
概

要
版

）

令
和
８
年
３
月

国
土

交
通

省
水

管
理

・国
土

保
全
局

水
道

事
業

課
（上

下
水
道

審
議

官
グ
ル
ー
プ
）
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水
道
事
業

に
お
け
る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（資

産
管
理

）
に
関
す
る
手
引

き
の
改
訂

（
概
要

版
）

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

①
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
作

成
（

４
D

達
成

の
条

件
に

つ
い

て
明

確
化

）
マ

ク
ロ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
水

準
を

整
理

し
、

タ
イ

プ
４

D
と

水
道

事
業

者
が

容
易

に
判

断
で

き
る

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
を

手
引

き
に

盛
り

込
む

。
②

事
例

集
に

タ
イ

プ
４

D
を

追
加

分
散

型
シ

ス
テ

ム
の

導
入

を
含

め
た

施
設

の
再

配
置

や
規

模
の

適
正

化
や

、
収

支
の

見
通

し
に

係
る

水
需

要
予

測
に

基
づ

い
た

給
水

収
益

の
予

測
、

将
来

の
物

価
高

騰
等

の
予

測
な

ど
を

盛
り

込
ん

だ
事

例
集

を
新

た
に

手
引

き
に

掲
載

。
③

手
引

き
策

定
以

降
の

水
道

行
政

の
変

化
や

社
会

情
勢

の
変

化
を

追
加

平
成

3
0
年

の
水

道
法

一
部

改
正

な
ど

本
手

引
き

公
表

後
の

内
容

を
反

映
。

上
下

水
道

政
策

の
基

本
的

な
あ

り
方

検
討

会
で

の
提

言
を

受
け

て
、

経
営

戦
略

策
定

・
改

訂
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
準

じ
、

更
新

投
資

を
先

送
り

す
る

こ
と

の
な

い
よ

う
、

必
要

と
な

る
経

営
改

革
（

料
金

改
定

、
広

域
化

等
）

を
実

行
に

移
せ

る
よ

う
な

内
容

を
手

引
き

に
盛

り
込

む
。

近
年

の
災

害
・

事
故

を
教

訓
と

し
、

更
新

需
要

算
定

に
あ

た
っ

て
考

慮
す

べ
き

観
点

を
盛

り
込

む
。

施
設

配
置

の
適

正
化

の
新

た
な

手
法

と
し

て
、

「
分

散
型

シ
ス

テ
ム

の
導

入
」

や
「

上
流

か
ら

の
取

水
」

を
追

加
し

、
施

設
更

新
を

検
討

す
る

う
え

で
新

た
な

選
択

肢
と

な
る

水
供

給
シ

ス
テ

ム
を

提
示

。

項
目

手
引

き
記

載
箇

所
チ

ェ
ッ

ク
欄

検
討

の
前

提
デ

ー
タ

の
整

備
固

定
資

産
台

帳
・

管
路

台
帳

等
の

、
更

新
需

要
を

算
定

す
る

た
め

の
基

礎
デ

ー
タ

が
整

備
さ

れ
て

い
る

第
Ⅱ

編
 
1
-
1
,
1
-
2

〇

上
記

台
帳

等
が

更
新

工
事

ご
と

に
整

理
さ

れ
て

い
る

。
取

得
年

度
・

取
得

価
額

が
資

産
単

位
に

整
理

さ
れ

て
い

る
第

Ⅱ
編

 
1
-
1
,
1
-
2

〇

将
来

人
口

の
予

測
等

に
よ

る
水

需
要

が
整

理
さ

れ
て

い
る

第
Ⅱ

編
 
3
-
2
(
6
)

〇
検

討
期

間
検

討
期

間
が

3
0
年

以
上

の
長

期
の

計
画

と
な

っ
て

い
る

第
Ⅰ

編
 
3
-
2

〇
更

新
需

要
の

見
通

し
資

産
ご

と
に

重
要

度
・

優
先

度
が

整
理

さ
れ

て
い

る
第

Ⅱ
編

 
3
-
2
(
4
)

〇
水

道
シ

ス
テ

ム
全

般
に

お
い

て
、

施
設

の
規

模
及

び
配

置
の

適
正

化
が

考
慮

さ
れ

て
い

る
〇

施
設

規
模

の
適

正
化

（
施

設
の

ダ
ウ

ン
サ

イ
ジ

ン
グ

）
〇

施
設

配
置

の
適

正
化

（
施

設
の

統
廃

合
、

分
散

型
シ

ス
テ

ム
等

）
〇

財
政

収
支

の
見

通
し

更
新

需
要

に
対

し
て

資
金

残
高

・
企

業
債

残
高

の
将

来
推

移
を

確
認

し
て

い
る

第
Ⅱ

編
 
3
-
3
(
4
)

〇
物

価
等

上
昇

の
検

討
将

来
の

物
価

等
の

上
昇

を
見

込
ん

で
い

る
〇

水
需

要
予

測
結

果
の

反
映

水
需

要
予

測
の

結
果

を
料

金
収

入
の

将
来

値
に

反
映

し
て

い
る

〇
妥

当
性

の
確

認
更

新
需

要
の

見
通

し
の

妥
当

性
資

産
の

健
全

性
を

保
つ

こ
と

が
で

き
る

更
新

需
要

と
な

っ
て

い
る

か
〇

財
政

収
支

見
通

し
の

妥
当

性
財

政
目

標
（

経
常

収
支

の
黒

字
、

一
定

の
資

金
残

高
の

確
保

）
を

達
成

で
き

る
計

画
と

な
っ

て
い

る
か

〇

第
Ⅱ

編
 
3
-
2
(
6
)

第
Ⅱ

編
 
3
-
3
(
6
)

第
Ⅱ

編
 
3
-
3
(
6
)

第
Ⅱ

編
 
3
-
4

第
Ⅱ

編
 
3
-
4

水
道

施
設

の
規

模
及

び
配

置
の

適
正

化
(イ

メ
ー

ジ
図

)

国
土

交
通

省
（

当
時

：
厚

生
労

働
省

）
で

は
、

施
設

の
更

新
需

要
予

測
や

、
そ

れ
を

織
り

込
ん

だ
長

期
的

な
収

支
の

試
算

を
適

切
に

実
践

し
た

資
産

管
理

が
で

き
る

よ
う

、
平

成
2
1
年

に
水

道
事

業
に

お
け

る
ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
(資

産
管

理
)に

関
す

る
手

引
き

を
公

表
。

ア
セ

ッ
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
お

け
る

タ
イ

プ
４

D
※

の
明

確
化

に
関

す
る

水
道

事
業

者
か

ら
の

声
や

、
平

成
3
0
年

の
水

道
法

の
一

部
改

正
や

各
種

マ
ニ

ュ
ア

ル
な

ど
の

公
表

等
を

受
け

て
、

ア
セ

ッ
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
精

度
向

上
が

確
実

に
図

れ
る

よ
う

、
手

引
き

の
改

訂
を

行
っ

た
。

改
訂

の
ポ

イ
ン

ト
※

再
構

築
や

規
模

の
適

正
化

を
考

慮
し

た
更

新
需

要
の

算
定

お
よ

び
更

新
需

要
以

外
の

変
動

要
因

を
考

慮
し

た
財

政
収

支
の

見
通

し
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○
令

和
7年

１
⽉

の
埼

⽟
県

⼋
潮

市
で

発
⽣

した
下

⽔
道

管
の

破
損

に
起

因
す

る
道

路
陥

没
事

故
等

の
教

訓
を

踏
ま

え
、事

故
発

⽣
時

に
社

会
的

影
響

が
⼤

き
い

上
下

⽔
道

管
路

の
⽼

朽
化

対
策

の
強

化
が

必
要

。
○

同
時

に
、能

登
半

島
地

震
の

教
訓

も
踏

ま
え

、人
口

減
少

下
に

お
い

て
も

必
要

な
上

下
⽔

道
サ

ー
ビス

を
維

持
して

い
くた

め
、シ

ス
テ

ム
の

分
散

化
に

よ
る

コン
パ

クト
な

イン
フラ

整
備

や
、市

町
村

域
を

超
え

た
事

業
運

営
の

一
体

化
、料

⾦
の

適
正

化
、官

⺠
連

携
が

必
要

。
○

これ
らの

取
組

を
地

方
公

共
団

体
が

強
⼒

に
推

進
で

き
る

よ
う、

国
とし

て
、必

要
な

制
度

整
備

を
⾏

うと
とも

に
、財

政
⽀

援
・イ

ン
セ

ン
テ

ィブ
付

与
を

⾏
う。

強
靱

で
持

続
可

能
な

上
下

水
道

⽼
朽

化
対

策
の

強
化

シ
ス

テ
ム

の
分

散
化

料
⾦

の
適

正
化

事
業

運
営

の
⼀

体
化

○
事

業
運

営
の

一
体

化
を

推
進

す
る

制
度

整
備

○
事

業
運

営
の

⼀
体

化
へ

の
支

援
（

R
8予

算
）

○
料

⾦
の

適
正

化
を

推
進

す
る

制
度

整
備

○
⽔

道
カル

テ
の

公
表

（
R6

.1
2⽉

）

○
分

散
型

シ
ス

テ
ム

の
現

場
実

証
（

R6
補

正
〜

）
○

ガ
イド

ライ
ン

の
整

備
○

分
散

化
へ

の
支

援
（

R
8予

算
）

○
全

国
特

別
重

点
調

査
の

実
施

（
R7

.３
⽉

〜
）

○
点

検
・調

査
、構

造
の

基
準

の
⾒

直
し

○
社

会
的

影
響

が
⼤

き
い

上
下

水
道

管
路

へ
の

支
援

（
R8

予
算

）

令
和

８
年

度
上

下
水

道
関

係
予

算
の
基

本
的

な
考

え
方
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［
個

別
補

助
⾦

・事
業

調
査

費
等

］
対

前
年

度
倍

率
令

和
７

年
度

予
算

額
令

和
８

年
度

予
算

額
事

業
名

1.
09

3,
60

0
3,

91
3

上
下

水
道

⼀
体

効
率

化
・基

盤
強

化
推

進
事

業
費

上 下 ⽔ 道
1.

00
2,

80
9

2,
81

3
上

下
水

道
⼀

体
効

率
化

・基
盤

強
化

推
進

事
業

調
査

費
等

1.
01

20
,1

94
20

,4
17

水
道

施
設

整
備

費
⽔ 道

1.
00

75
75

水
道

施
設

整
備

事
業

調
査

費

1.
20

10
2,

25
0

12
2,

25
0

下
水

道
防

災
事

業
費

下 ⽔ 道
1.

15
8,

56
4

9,
83

6
下

水
道

事
業

費

1.
00

88
3

88
3

下
水

道
事

業
調

査
費

1.
16

13
8,

37
5

16
0,

18
7

合
計

［
交

付
⾦

］

（
単

位
︓

百
万

円
）

※
⽔

道
・下

⽔
道

事
業

に
係

る
費

⽤
は

、こ
の

内
数

対
前

年
度

倍
率

令
和

７
年

度
予

算
額

令
和

８
年

度
予

算
額

区
分

0.
98

1,
33

4,
36

5
1,

31
2,

61
1

社
会

資
本

総
合

整
備

0.
94

48
7,

41
0

45
9,

69
3

うち
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
⾦

1.
01

84
6,

95
5

85
2,

91
8

うち
防

災
・

安
全

交
付

⾦

（
単

位
︓

百
万

円
）

令
和

８
年

度
上

下
水

道
関

係
予

算
の
内

訳
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上
下

水
道

関
係

令
和

８
年

度
予

算
案

拡
充

内
容

①
-
1

１
．

下
水

道
等

に
起

因
す

る
⼤

規
模

な
道

路
陥

没
事

故
を

踏
ま

え
た

上
下

水
道

の
⽼

朽
化

対
策

（
１

）
重

要
管

路
の

更
新

の
推

進
［

個
別

補
助

事
業

の
創

設
、交

付
⾦

事
業

＊
の

拡
充

］

下
水

道
管

路
の

全
国

特
別

重
点

調
査

※
2 で

「緊
急

度
Ⅰ

」と
判

定
さ

れ
た

管
路

の
更

新
は

全
て

補
助

対
象

※
3

（
⽔

道
・下

⽔
道

）
（

⽔
道

・下
⽔

道
）

＊
交

付
⾦

事
業

は
R7

補
正

よ
り拡

充

⼤
口

径
の

管
路

や
緊

急
輸

送
道

路
に

埋
設

され
た

管
路

な
ど、

事
故

発
⽣

時
に

多
数

の
地

域
住

⺠
に

重
⼤

な
影

響
を

及
ぼ

す
管

路
（

重
要

管
路

）
の

更
新

や
、重

要
管

路
の

うち
、災

害
・事

故
後

に
迅

速
に

機
能

を
確

保
す

る
こと

が
容

易
で

は
な

い
管

路
の

複
線

化
等

を
推

進
。

全
国

特
別

重
点

調
査

で
の

緊
急

度
Ⅰ

の
例

⼤
⼝

径
の

管
路

や
緊

急
輸

送
道

路
に

埋
設

さ
れ

た
管

路
な

ど
、事

故
発

生
時

に
多

数
の

地
域

住
⺠

に
重

⼤
な

影
響

を
及

ぼ
す

管
路

（
重

要
管

路
※

1 ）
の

更
新

を
支

援
[⽔

道
︓

資
本

単
価

要
件

を
満

た
す

事
業

者
を

補
助

対
象

とし
て

補
助

率
1/

4、
下

⽔
道

︓
補

助
率

1/
2]

※
1 

⽔
道

︓
口

径
80

0m
m

以
上

の
管

路
、緊

急
輸

送
道

路
、重

要
物

流
道

路
下

の
管

路
な

ど
下

⽔
道

︓
口

径
2,

00
0m

m
以

上
の

管
路

、緊
急

輸
送

道
路

、重
要

物
流

道
路

下
の

管
路

な
ど

ポ
イン

ト

※
2

調
査

対
象

は
、設

置
か

ら3
0年

以
上

経
過

した
口

径
２

m
以

上
の

管
路

※
3

従
来

の
制

度
で

は
、自

治
体

規
模

と口
径

に
よ

って
は

補
助

対
象

外
とな

る
管

路
が

あ
る

下
⽔

道
管

路
の

更
新

イメ
ー

ジ
⽔

道
管

路
の

更
新

イメ
ー

ジ
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上
下

水
道

関
係

令
和

８
年

度
予

算
案

拡
充

内
容

①
-
２

１
．

下
水

道
等

に
起

因
す

る
⼤

規
模

な
道

路
陥

没
事

故
を

踏
ま

え
た

上
下

水
道

の
⽼

朽
化

対
策

重
要

管
路

※
1 の

うち
、災

害
・事

故
後

に
迅

速
に

機
能

を
確

保
す

る
こと

が
容

易
で

な
い

管
路

※
4 の

複
線

化
等

※
5 を

支
援

[⽔
道

︓
資

本
単

価
要

件
を

満
た

す
事

業
者

を
補

助
対

象
とし

て
補

助
率

1/
4、

下
⽔

道
︓

補
助

率
1/

2]
※

1 
⽔

道
︓

口
径

80
0m

m
以

上
の

管
路

、緊
急

輸
送

道
路

、重
要

物
流

道
路

下
の

管
路

な
ど

下
⽔

道
︓

口
径

2,
00

0m
m

以
上

の
管

路
、緊

急
輸

送
道

路
、重

要
物

流
道

路
下

の
管

路
な

ど
※

4
⽔

道
︓

⼟
被

りが
⼤

き
く開

削
工

事
が

困
難

な
管

路
下

⽔
道

︓
管

内
⽔

位
が

⾼
く更

⽣
工

事
が

困
難

な
管

路
※

5 
これ

ま
で

の
⽔

道
の

補
助

制
度

で
は

、河
川

を
横

断
す

る
導

⽔
管

・送
⽔

管
の

複
線

化
に

補
助

対
象

を
限

定

（
２

）
重

要
管

路
の

複
線

化
等

の
推

進
［

個
別

補
助

事
業

の
創

設
、交

付
⾦

事
業

＊
の

創
設

］
（

⽔
道

・下
⽔

道
）

（
⽔

道
・下

⽔
道

）
＊

交
付

⾦
事

業
は

R7
補

正
よ

り創
設

重
要

管
路

の
更

新
、複

線
化

等
の

イメ
ー

ジ

下
⽔

道
管

路
の

複
線

化
事

業
（

東
京

都
千

代
⽥

幹
線

）
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上
下

水
道

関
係

令
和

８
年

度
予

算
案

拡
充

内
容

②
-
1

2以
上

の
⾃

治
体

に
よ

る
給

水
/汚

水
処

理
⼈

⼝
10

万
⼈

以
上

※
6 の

事
業

運
営

の
⼀

体
化

※
7 を

支
援

※
8※

９

[⽔
道

︓
補

助
率

1/
3、

下
⽔

道
︓

補
助

率
1/

2等
]

（
１

）
事

業
運

営
の

⼀
体

化
の

推
進

[個
別

補
助

事
業

の
創

設
・交

付
⾦

事
業

の
拡

充
］

（
⽔

道
・下

⽔
道

）
（

⽔
道

）

人
口

減
少

下
に

お
い

て
も

必
要

な
上

下
⽔

道
サ

ー
ビス

を
維

持
して

い
くた

め
、市

町
村

域
を

超
え

た
事

業
運

営
の

一
体

化
、シ

ス
テ

ム
の

分
散

化
に

よ
る

コン
パ

クト
な

イン
フラ

整
備

、D
X等

の
基

盤
強

化
を

推
進

。

※
6

⽔
道

の
従

来
の

制
度

で
は

、3
以

上
の

自
治

体
で

給
⽔

人
口

5万
人

以
上

等
を

補
助

要
件

とし
て

い
る

※
7 

事
業

統
合

又
は

経
営

の
一

体
化

を
指

す
※

8 
事

業
運

営
の

一
体

化
ま

た
は

一
体

化
後

の
運

営
基

盤
強

化
の

た
め

に
必

要
な

施
設

の
整

備
等

を
⽀

援
（

計
画

期
間

は
最

⻑
10

年
間

、
令

和
22

年
度

ま
で

の
時

限
事

業
。な

お
、補

助
事

業
開

始
後

5年
以

内
に

事
業

運
営

の
一

体
化

を
実

現
す

る
こと

が
要

件
。）

※
9 

⽔
道

事
業

で
は

、⽔
道

基
盤

強
化

計
画

に
基

づ
く事

業
で

あ
る

こと
が

要
件

（
令

和
12

年
度

以
前

に
開

始
す

る
場

合
は

⽔
道

広
域

化
推

進
プ

ラン
で

も
可

）

事
業

運
営

の
一

体
化

と施
設

の
最

適
配

置
（

イメ
ー

ジ
）

ポ
イン

ト
水

道
︓

資
本

単
価

要
件

を
設

け
な

い
下

水
道

︓
管

渠
の

補
助

対
象

範
囲

を
拡

⼤
※

10

※
10

 通
常

は
自

治
体

規
模

が
⼤

き
くな

る
ほ

ど管
渠

の
補

助
対

象
範

囲
が

狭
くな

る
とこ

ろ
、

事
業

運
営

の
一

体
化

を
⾏

う自
治

体
に

は
、事

業
運

営
の

一
体

化
対

象
自

治
体

の
うち

最
も

規
模

の
小

さい
自

治
体

の
補

助
対

象
範

囲
を

適
⽤

２
．

持
続

可
能

な
上

下
水

道
の

実
現

に
向

け
た

基
盤

強
化

広
域

連
携

の
概

要
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２
．

持
続

可
能

な
上

下
水

道
の

実
現

に
向

け
た

基
盤

強
化

（
２

）
分

散
型

シ
ス

テ
ム

導
⼊

の
推

進
［

個
別

補
助

事
業

の
拡

充
・交

付
⾦

事
業

の
拡

充
］

（
３

）
Ｄ

Ｘ
の

推
進

［
交

付
⾦

事
業

の
拡

充
］

（
４

）
PF

AS
へ

の
対

応
強

化
［

個
別

補
助

事
業

の
拡

充
・交

付
⾦

事
業

の
拡

充
］

分
散

型
シ

ス
テ

ム
の

導
⼊

に
必

要
な

計
画

策
定

や
施

設
整

備
（

水
源

整
備

、小
型

浄
水

処
理

装
置

、運
搬

送
水

の
た

め
の

給
水

⾞
導

⼊
な

ど）
を

補
助

対
象

に
追

加
[補

助
率

1/
3等

]

効
率

的
な

維
持

管
理

や
迅

速
な

災
害

対
応

の
た

め
、

下
⽔

道
管

路
に

加
え

、下
水

処
理

場
及

び
ポ

ン
プ

場
の

施
設

情
報

等
の

デ
ジ

タ
ル

化
を

補
助

対
象

に
追

加
[補

助
率

1/
2]

PF
O

S及
び

PF
O

Aの
⽔

道
⽔

質
基

準
化

（
R8

.4
.1

施
⾏

）
を

踏
ま

え
、P

FA
S対

策
の

補
助

対
象

⾃
治

体
を

拡
⼤

[補
助

率
1/

4]

PF
AS

へ
の

対
応

の
例

（
活

性
炭

処
理

施
設

）

（
⽔

道
）

（
下

⽔
道

）
（

⽔
道

）

（
⽔

道
）

（
⽔

道
）

分
散

型
シ

ス
テ

ム
の

例
(給

⽔
⾞

に
よ

る
運

搬
送

⽔
)

資
本

単
価

要
件

、ま
た

は
、以

下
の

い
ず

れ
か

の
要

件
を

満
た

す
事

業
者

も
補

助
対

象
に

追
加

•料
⾦

回
収

率
が

10
0％

以
上

で
あ

る
場

合
•過

去
５

年
間

に
お

い
て

、少
な

くと
も

１
回

以
上

の
⽔

道
料

⾦
の

改
定

が
⾏

わ
れ

て
い

る
場

合
•広

域
連

携
に

向
け

た
、協

議
会

の
設

⽴
な

どの
具

体
的

な
検

討
が

進
め

られ
て

い
る

場
合

ポ
イン

ト

上
下

水
道

関
係

令
和

８
年

度
予

算
案

拡
充

内
容

②
-
２
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他
府

省
等

の
上

下
水

道
関

係
予

算

⼤
規

模
出

水
後

の
⼟

砂
掘

削
に

よ
る

ダ
ム

の
水

道
容

量
確

保
（

災
害

復
旧

事
業

）
【国

⼟
交

通
省

⽔
管

理
・国

⼟
保

全
局

】

⽔
道

⽔
の

⽔
源

とな
る

ダム
の

管
理

は
⽇

々
適

切
に

実
施

して
い

る
も

の
の

、⼤
規

模
な

出
⽔

が
あ

った
場

合
は

、ダ
ム

堆
砂

が
急

激
に

進
み

、⼗
分

な
水

道
容

量
が

確
保

で
き

な
い

リス
ク

が
⾼

ま
る

。
この

た
め

、⼤
規

模
な

出
⽔

後
に

ダム
に

異
常

堆
積

した
⼟

砂
に

つ
い

て
、⽔

道
容

量
の

確
保

に
必

要
とな

る
⼟

砂
掘

削
（

原
型

復
旧

分
）

を
新

た
に

公
共

⼟
⽊

施
設

災
害

復
旧

事
業

費
国

庫
負

担
法

の
対

象
とす

る
こと

で
、⼤

規
模

出
⽔

後
の

速
や

か
な

⽔
道

容
量

確
保

を
促

進
し、

水
の

安
定

供
給

を
図

る
。

背
景

・
課

題

近
年

は
時

間
雨

量
５

０
m

m
を

超
え

る
よ

うな
⼤

雨
が

増
え

る
一

方
、無

降
⽔

⽇
（

⽇
降

⽔
量

1.
0m

m
未

満
）

は
増

加
して

お
り、

令
和

7年
は

梅
雨

期
の

少
雨

に
よ

り全
国

的
な

渇
⽔

被
害

が
発

⽣
し、

平
成

29
年

以
来

、8
年

ぶ
りに

「国
⼟

交
通

省
渇

⽔
対

策
本

部
」が

設
置

され
た

。
⽔

道
⽔

の
約

50
%

は
ダム

に
貯

留
され

た
⽔

に
よ

り賄
わ

れ
て

い
る

た
め

、
⼤

規
模

出
⽔

後
に

は
ダム

の
異

常
堆

砂
に

よ
り⼗

分
な

⽔
量

容
量

を
確

保
で

き
ず

、出
⽔

後
に

無
降

⽔
⽇

が
続

い
た

場
合

、⽔
の

安
定

供
給

に
⽀

障
を

き
た

す
恐

れ
が

あ
る

。

今
後

の
対

応

⼤
規

模
な

出
⽔

後
に

ダム
に

異
常

堆
積

した
⼟

砂
に

つ
い

て
、⽔

道
容

量
の

確
保

に
必

要
とな

る
⼟

砂
掘

削
を

新
た

に
公

共
⼟

⽊
施

設
災

害
復

旧
事

業
費

国
庫

負
担

法
の

対
象

とし
、災

害
復

旧
事

業
とし

て
⽀

援
す

る
。
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an
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tr
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tu
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, T
ra

ns
po

rt
 a

nd
 T

ou
ri

sm

国
土

交
通

省
水

管
理

・
国

土
保

全
局

防
災

課

20
26

/0
5/

28

令
和

８
年

度
第

１
回

大
都

市
水

道
局

大
規

模
災

害
対

策
検

討
会

国
⼟

交
通

省
防

災
課

よ
り連

絡
事

項
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目
次

1

１
令

和
７

年
災

害
の

査
定

実
績

と災
害

復
旧

制
度

の
沿

⾰

２
令

和
８

年
度

水
道

事
業

に
係

る
新

制
度

等

３
令

和
７

年
災

害
の

査
定

事
例
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目
次

2

１
令

和
７

年
災

害
の

査
定

実
績

と災
害

復
旧

制
度

の
沿

⾰

２
令

和
８

年
度

水
道

事
業

に
係

る
新

制
度

等

３
令

和
７

年
災

害
の

査
定

事
例
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１
査

定
実

績
と沿

⾰

3

令
和

７
年
災

害
の
査
定

実
績

決
定
額
(千

円
)

決
定
箇
所
数

種
目

2,
3
6
0,
9
61

43
上
水
道

1,
1
6
3,
2
81

14
下
水
道

令
和

８
年

３
月

３
１
日

現
在

終
末

処
理
場

の
浸
水

被
害

(
福
岡
県

新
宮
町

)
融
雪

災
害
に

よ
る
管

体
の
破

断
(
新
潟
県

柏
崎
市

)

下
水

道
上
水

道

災
害

復
旧
制

度
の
沿
革

(タ
イ

ム
ラ

イ
ン

)
(種

目
)

上
水

道
災

害
復

旧
制

度

下
水

道
災

害
復

旧
制

度

昭
和

3
7
年

(
1
9
6
2
年

)

昭
和

5
9
年

(
1
9
8
4
年

)
平

成
2
3
年

(
2
0
1
1
年

)

昭
和

5
0
年

(
1
9
7
5
年

)
令

和
６

年
(
2
0
2
4
年

)

都
市
災
害
復
旧
事
業

(
予
算
補
助
)

国
土

交
通
省

都
市
局

負
担
法

※

(
法
律
補
助
)

国
土

交
通
省

都
市
局

負
担
法

※

(
法
律
補
助
)

国
土

交
通
省

水
管
理

・
国
土

保
全
局

防
災

課

負
担
法

※

(
法
律
補
助
)

防
災

課

※
 
公

共
土

木
施
設

災
害

復
旧
事

業
費

国
庫

負
担

法

水
道
施
設
災
害
復
旧
事
業

(
予
算
補
助
)

厚
生

労
働
省

健
康
・

生
活
衛

生
局
水

道
課

- 378 -



目
次

4

１
令

和
７

年
災

害
の

査
定

実
績

と災
害

復
旧

制
度

の
沿

⾰

２
令

和
８

年
度

水
道

事
業

に
係

る
新

制
度

等

３
令

和
７

年
災

害
の

査
定

事
例

要
綱

（
第

9、
第

12
、第

14
）

の
改

正
な

ど
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水

道
事

業
に

係
る

新
制

度
等

①

5

要
綱

第
９

の
仮

締
切

、決
壊

防
止

工
に

⽔
道

施
設

を
追

加
す

る
こと

で
、⽔

道
施

設
の

応
急

仮
工

事
とし

て
負

担
法

の
対

象
とす

る
。

① ②
②

①

 
河

川
の

出
水

に
よ

り
取

水
施

設
の

取
付

護
岸

（
水

道
施

設
）
が

被
災

。

＜
被

災
状

況
＞

① ②

○
要

綱
で

は
、

応
急

工
事

費
の

範
囲

が
定

め
ら

れ
て

お
り

、
仮

締
切

や
決

壊
防

止
工

法
に

お
い

て
対

象
施

設
し

て
河

川
、

道
路

等
は

認
め

ら
れ

て
い

る
が

、
水

道
は

認
め

ら
れ

て
い

な
い

。
○

本
事

例
に

お
い

て
は

、
水

道
施

設
の

護
岸

が
被

災
し

導
水

管
が

む
き

出
し

と
な

っ
た

。
現

地
で

は
決

壊
防

止
と

し
て

、
土

の
う

積
み

を
実

施
し

た
が

、
決

壊
防

止
と

し
て

土
の

う
積

み
は

、
負

担
法

の
範

囲
外

と
な

る
。

○
要

綱
第

９
の

仮
締

切
、

決
壊

防
止

工
に

水
道

施
設

を
追

加
す

る
こ

と
で

、
今

後
は

本
事

例
の

応
急

仮
工

事
も

負
担

法
の

対
象

と
な

る
。
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２
水

道
事

業
に

係
る

新
制

度
等

②

6

要
綱

第
１

２
に

⽔
道

を
追

加
し、

⽔
道

施
設

の
管

き
ょ等

の
埋

そく
に

つ
い

て
も

維
持

工
事

とし
て

み
る

べ
き

も
の

を
追

加
し

査
定

の
明

確
化

を
図

る
。

○
近

年
の

洪
水

の
激

甚
化

に
よ

る
水

道
施

設
の

埋
そ

く
は

、
査

定
事

例
が

増
え

て
る

が
定

め
が

な
い

た
め

、
下

水
道

施
設

の
埋

そ
く
を

準
用

し
て

い
る

。

（
要

綱
第

１
２

に
は

、
維

持
工

事
と

み
る

べ
き

事
項

と
し

て
、

下
水

道
施

設
の

埋
そ

く
に

に
つ

い
て

は
、

管
き

ょ
う

等
の

３
割

に
満

た
な

い
も

の
は

維
持

工
事

と
し

て
み

る
べ

き
事

項
と

定
め

ら
れ

て
い

る
。

）
○

今
回

水
道

施
設

の
管

き
ょ

等
の

埋
そ

く
に

つ
い

て
も

維
持

工
事

と
し

て
み

る
べ

き
も

の
を

追
加

し
査

定
の

明
確

化
を

は
か

る
。

被
災

後
(
埋

塞
)

水
通

し
天

端

取
水

口

被
災

前

水
通

し
天

端

取
水

口

取
水

口
の

埋
そ

く

被
災

状
況

ろ
過

池
へ

の
河

川
水

の
流

入
浸

水
水

位

浸
水

水
位

浄
水

施
設

の
埋

そ
く

変
色

(
被

災
)

洗
浄

後
(
ろ

過
砂

へ
の

赤
土

の
混

入
)

変
色

な
し
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２
水

道
事

業
に

係
る

新
制

度
等

③

7

要
綱

第
１

４
の

維
持

上
又

は
公

益
上

特
に

必
要

と認
め

られ
る

河
川

の
埋

そく
に

、ダ
ム

の
⽔

道
に

係
る

利
⽔

容
量

内
に

堆
積

した
⼟

砂
を

追
加

し、
負

担
法

の
対

象
とす

る
。

○
水

道
水

の
水

源
と

な
る

ダ
ム

の
管

理
は

日
々

適
切

に
実

施
し

て
い

る
も

の
の

、
大

規
模

な
出

水
が

あ
っ

た
場

合
は

、
ダ

ム
堆

砂
が

急
激

に
進

み
、

十
分

な
水

道
に

係
る

利
水

容
量

が
確

保
で

き
な

い
リ

ス
ク

が
高

ま
る

。

○
こ

の
た

め
、

大
規

模
な

出
水

後
に

ダ
ム

に
異

常
堆

積
し

た
土

砂
に

つ
い

て
、

利
水

容
量

の
確

保
に

必
要

と
な

る
土

砂
掘

削
（
原

形
復

旧
分

）
を

新
た

に
公

共
土

木
施

設
災

害
復

旧
事

業
費

国
庫

負
担

法
の

対
象

と
す

る
こ

と
で

、
大

規
模

出
水

後
の

速
や

か
な

水
道

に
係

る
利

水
容

量
確

保
を

促
進

し
、

水
の

安
定

供
給

を
図

る
。

21
0

22
0

23
0

24
0

25
0

26
0

新
た

な
制

度
に

よ
る

対
応

背
景

・
課

題

１
時
間
降
水
量
50
m
m
以
上
の
年
間
発
生
回
数

（
ア
メ
ダ
ス
1,
30
0地

点
あ
た
り
）

日
降
水
量
1.
0m
m
未
満
の
年
間
日
数

（
全
国
51
地
点
平
均
）

拡
充

部
分

（
異

常
堆

積
し

た
土

砂
）

現
行

採
択

範
囲

（
異

常
堆

積
し

た
土

砂
）

維
持

管
理

で
撤

去
す

る
部

分
（
平

常
時

堆
積

し
た

土
砂

）

拡
充

部
分

の
イ

メ
ー

ジ

大
規

模
出

水
で

堆
積

し
た

土
砂

洪
水

調
節

容
量

＋
事

前
放

流
容

量
部

分 水
道

に
係

る
利

水
容

量
部

分

総
貯

水
容

量

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

19
00

19
00

19
00

19
00

19
00

19
00

19
00

19
00

19
00

19
00

19
76
〜
19
85

平
均
22
6回

19
76
〜
19
85

平
均
22
6回

20
15
〜
20
24

平
均
33
4回

20
15
〜
20
24

平
均
33
4回

○
近

年
は
時

間
雨

量
５
０
m
m
を
超

え
る
よ
う
な
大

雨
が
増

え
る
一

方
、

無
降

水
日

（
日

降
水

量
1
.0
m
m
未

満
）
は
増

加
し
て
お
り
、
令

和
7

年
は
梅

雨
期

の
少

雨
等

に
よ
り
全

国
的

な
渇

水
被

害
が
発

生
し
、

平
成

2
9
年

以
来

、
8
年

ぶ
り
に
「
国

土
交

通
省

渇
水

対
策

本
部

」
が
設

置
さ
れ
た
。

○
水

道
水

の
約

50
%

は
ダ

ム
に

貯
留

さ
れ

た
水

に
よ

り
賄

わ
れ

て
お

り
、

大
規

模
出

水
に

よ
り

ダ
ム

の
異

常
堆

砂
が

生
じ

た
場

合
は

十
分

な
水

道
に

係
る

利
水

容
量

を
確

保
で

き
ず

、
出

水
後

に
無

降
水

日
が

続
い

た
場

合
、

安
定

供
給

に
支

障
を

き
た

す
恐

れ
が

あ
る

。

○
大

規
模

な
出

水
に

よ
り

ダ
ム

に
異

常
堆

積
し

た
土

砂
に

つ
い

て
、

水
道

に
係

る
利

水
容

量
の

確
保

に
必

要
と

な
る

土
砂

掘
削

を
新

た
に

公
共

土
木

施
設

災
害

復
旧

事
業

費
国

庫
負

担
法

の
対

象
と

し
、

災
害

復
旧

事
業

と
し

て
支

援
す

る
。

対
象
事
業

拡
充
内
容
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２
水

道
事

業
に

係
る

新
制

度
等

④

水
道

施
設

の
災

害
復

旧
事

業
の

工
事

費
算

出
に

係
る

事
務

連
絡

8

「
水
道
施
設
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
の
工
事
費
の
算
出
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
１
．
工
事
費
算
出
の
基
準

（
二
）
・
（
イ
）
・
（
ｅ
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
令
和
７
年
６
月
６
日
付
け
事
務
連
絡
、
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
防
災
課

総
括
災
害
査
定
官
）

【
参

考
】

「
水

道
施

設
に

係
る

災
害

復
旧

事
業

の
工

事
費

の
算

出
等

の
取

扱
い

に
つ

い
て

」
１

．
工

事
費

算
出

の
基

準
（

二
）

・
（

イ
）

・
（

ｅ
）

１
．
工
事
費
算
出
の
基
準

（
二
）
建
物
以
外
の
工
作
物

（
イ
）
管

（
ｅ
）
管
路
に
お
い
て
、
多
数
の
破
損
個
所
が
近
接
し
た
区
間
に
存
在
し
て
い
る
、
継
手
部
分
に
顕

著
な
変
動
が
見
ら
れ
そ
の
影
響
が
近
接
し
た
区
間
に
及
ん
で
い
る
又
は
管
路
が
蛇
行
し
通
水
に

支
障
が
あ
る
等
、
被
災
管
の
布
設
替
え
若
し
く
は
部
分
的
な
補
修
に
よ
る
復
旧
で
は
、
経
済
性
、

復
旧
性
又
は
構
造
上
の
観
点
か
ら
不
適
当
で
あ
り
一
定
区
間
の
管
路
全
体
に
つ
い
て
布
設
替
え

を
行
う
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
布
設
替
え
を
必
要
と
す
る
最
小
区
間
の

管
路
の
布
設
替
え
を
す
る
た
め
の
経
費
を
工
事
費
と
し
て
算
出
す
る
。
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新
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④

9

事
務

連
絡

の
ポ

イ
ン

ト

 
地
上
で
発
見
で
き
る
明
ら
か
な
被
災
に
「
地
表
面
の
変
状
」
を
追
加

 
「
同
一
埋
設
環
境
に
あ
る
必
要
最
小
区
間
」
の
取
扱
い
を
明
示

 
継
手
部
分
の
顕
著
な
変
動
と
し
て
「
設
計
照
査
用
最
大
伸
び
量
」
を
追
加
、
そ
れ
ら
の
参
考
文
献
を
水
道
施

設
設
計
指
針
（
公
益
社
団
法
人
日
本
水
道
協
会
）
、
水
道
施
設
耐
震
工
法
指
針
・
解
説
（
公
益
社
団
法
人
日

本
水
道
協
会
）
等
に
変
更

地
上

で
発

見
で

き
る

明
ら

か
な

被
災

の
う

ち
、

地
表

面
の

変
状

の
パ

タ
ー

ン
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概
ね
1
0
0ｍ

の
区
間
の
場
合

（
同
一
埋
設
環
境
）

Ｇ
．
Ｌ

地
盤

変
動

被
災

被
災

管
本
体

継
手

管
路

復
旧

延
長

(
必

要
最

小
区

間
＝

被
災

区
間
)

概
ね
1
0
0ｍ

の
区

間
（

注
１
）

（
注

１
）

一
箇

所
工

事
の

直
線

距
離

を
準
用

概
ね
1
0
0ｍ

の
制
水
弁
間
の
場
合

（
同
一
埋
設
環
境
）

（
注

２
）

制
水

弁
と

非
耐

震
管

路
は

異
な

る
動

き
を

し
変

形
や

力
が

集
ま

り
易
い

（
注

３
）
た

め
、

制
水

弁
か

ら
被

災
箇

所
ま

で
を

影
響

区
間

と
し

て
扱

い
布

設
替

え
を

す
る

こ
と

が
で

き
る
。

（
注

３
）

東
日

本
大

震
災

水
道

施
設

被
害

状
況

調
査

最
終

報
告
書

(厚
生

労
働

省
健

康
局

水
道

課
)
他

管
路

の
蛇

行
に

よ
る

管
口

、
管

本
体

の
破
損

Ｇ
．
Ｌ

地
盤

変
動

(
非

耐
震

管
)大

き
な

地
震

時
に
は

継
手

が
抜

け
出

す
可

能
性

が
あ

る
。

(
制

水
弁

の
継

手
)ボ

ル
ト

で
締
付

け
て

い
る

た
め

、
接

合
部

が
強

い
。

制
水

弁
と

管
路

は
異

な
る

動
き

を
し

変
形

や
力

が
集

ま
り

易
い

制
水

弁
と

管
路

は
異

な
る

動
き

を
し

変
形

や
力

が
集

ま
り

易
い

地
盤

変
動

地
盤

変
動

管
口

の
破
損

管
体

の
破
損

管
口

の
破
損

制
水
弁

制
水
弁

概
ね
1
0
0ｍ

の
区

間
（

注
１
）

（
注

１
）

一
箇

所
工

事
の

直
線

距
離

を
準
用

被
災

被
災

管
本
体

継
手

管
路

(
被

災
区

間
)

(
影

響
区

間
)

(
影

響
区

間
)

復
旧

延
長

(必
要

最
小

区
間
)

管
路

の
蛇

行
に

よ
る

管
口

、
管

本
体

の
破
損

（
注

２
）

２
水

道
事

業
に

係
る

新
制

度
等

④

10
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被
災

被
災

片
端

に
し

か
制

水
弁

が
な

い
場

合
の

必
要

最
小

区
間

の
考

え
方

ケ
ー
ス
１
（
制
水
弁
か
ら
２
つ
目
の
被
災
箇
所
が
1
0
0ｍ

以
内
の
場
合
）

制
水
弁

(
被

災
区

間
)

(
影

響
区

間
)

復
旧

延
長

(必
要

最
小

区
間
)

概
ね
1
0
0ｍ

の
区

間
（

注
１
）

（
注

１
）

一
箇

所
工

事
の

直
線

距
離

を
準
用

管
路

管
本
体

継
手

被
災

被
災

ケ
ー
ス
２
（
制
水
弁
直
近
の
被
災
箇
所

が
1
0
0ｍ

以
内
の
場
合
）

地
盤

変
動

概
ね
1
0
0ｍ

の
区

間
（

注
１
）

（
注

１
）

一
箇

所
工

事
の

直
線

距
離

を
準
用

被
災

被
災

制
水
弁

管
路

管
本
体

継
手

地
盤

変
動

復
旧

延
長

(必
要

最
小

区
間

＝
被

災
区
間

)
(
概

ね
1
0
0ｍ

以
内

)

布
設

替
え

の
対

象
外

ケ
ー
ス
３
（
制
水
弁
か
ら
２
つ
目
の
被
災
箇
所
が
1
0
0ｍ

を
超
え
る
場
合
）

制
水
弁

概
ね
1
0
0ｍ

の
区

間
（

注
１
）

（
注

１
）

一
箇

所
工

事
の

直
線

距
離

を
準
用

管
路

管
本
体

継
手

未
被

災
の

場
合

は
布
設

替
え

の
対

象
外

＊
復
旧

延
長

(必
要

最
小

区
間

＝
被

災
区
間

)

(
概

ね
1
0
0ｍ

以
内

)

地
盤

変
動

＊
試

掘
に

よ
る

被
災

調
査

に
よ

り
管

路
破

損
が

確
認

さ
れ

た
場

合
は

復
旧

延
長

(必
要

最
小

区
間

＝
被

災
区

間
)に

す
る

こ
と

が
で

き
る
。

1
.(
1
)②

を
適

用
。

管
路

の
蛇

行
に

よ
る

管
口

、
管

本
体

の
破
損

管
路

の
蛇

行
に

よ
る

管
口

、
管

本
体

の
破
損

管
路

の
蛇

行
に

よ
る

管
口

、
管

本
体

の
破
損

（
注

２
）

制
水

弁
と

非
耐

震
管

路
は

異
な

る
動

き
を

し
変

形
や
力

が
集

ま
り

易
い

（
注

３
）
た

め
、

制
水

弁
か

ら
被

災
箇
所

ま
で

を
影

響
区

間
と

し
て

扱
い

布
設

替
え

を
す

る
こ
と

が
で

き
る
。

（
注

３
）

東
日

本
大

震
災

水
道

施
設

被
害

状
況

調
査

最
終

報
告
書

(厚
生

労
働

省
健

康
局

水
道
課

)他

（
注

２
）

（
注

２
）

２
水

道
事

業
に

係
る

新
制

度
等

④

11
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地
表

面
の

変
状

の
目

安
(
管

種
毎

の
限

界
値

の
例

)

Ｋ
形

(非
耐

震
管

路
)

Ｓ
Ⅱ
形

Ｎ
Ｓ
形

Ｇ
Ｘ
形

接
合

形
式

設
計

照
査
用

最
大

伸
び
量

許
容

曲
げ

角
度

設
計

照
査
用

最
大

伸
び
量

許
容

曲
げ

角
度

設
計

照
査
用

最
大

伸
び
量

許
容

曲
げ

角
度

設
計

照
査
用

最
大

伸
び
量

許
容

曲
げ

角
度

呼
び
径

㎜
㎜

㎜
㎜

㎜

3
1

5
°
0
0′

±
42

4
°
0
0′

±
42

4
°
0
0′

±
42

4
°
0
0′

7
5

2
9

〃
±

41
〃

±
41

〃
±

41
〃

1
0
0

2
5

〃
±

54
〃

±
54

〃
±

54
〃

1
5
0

2
0

〃
±

52
〃

±
52

〃
±

52
〃

2
0
0

2
0

〃
±

51
〃

±
50

〃
±

50
〃

2
5
0

表
－
１

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

の
照

査
用

限
界
値

(小
口

径
)
＊

表
－
２

継
手

の
許

容
曲

げ
角

度
(
小

口
径
)
＊
＊

Ｔ
形

(非
耐

震
管

路
)

Ｋ
形

(非
耐

震
管

路
)

Ｇ
Ｘ

形
・

Ｎ
Ｓ

形
・

Ｓ
Ⅱ
形

呼
び
径

管
１

本
当

た
り

に
許

容
さ

れ
る

偏
位

(㎝
)

曲
げ

角
度

(
°
)

管
１

本
当

た
り

に
許

容
さ

れ
る

偏
位

(㎝
)

曲
げ

角
度

(
°
)

管
１

本
当

た
り

に
許

容
さ

れ
る

偏
位

(㎝
)

曲
げ

角
度

(
°
)

6
ｍ

5
ｍ

4
ｍ

6
ｍ

5
ｍ

4
ｍ

6
ｍ

5
ｍ

4
ｍ

－
－

3
5

4
°
0
0′

－
－

3
5

4
°
0
0′

－
－

2
8

4
°
0
0′

7
5

－
－

3
5

〃
－

－
3
5

〃
－

－
2
8

〃
1
0
0

－
4
4

－
〃

－
4
4

－
〃

－
3
5

－
〃

1
5
0

－
4
4

－
〃

－
4
4

－
〃

－
3
5

－
〃

2
0
0

－
4
4

－
〃

－
3
6

－
〃

－
3
5

－
〃

2
5
0

表
－
４

鋼
管

の
照

査
用

限
界
値

＊ 2
3ｔ

／
Ｄ

管
体

ひ
ず
み

(レ
ベ

ル
１

地
震

動
)

4
6ｔ

／
Ｄ

管
体

ひ
ず
み

(レ
ベ

ル
２

地
震

動
)

表
－
５

水
道

配
水

用
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

の
照

査
用

限
界
値

＊

3
.
0
(％

)
管

体
ひ

ず
み

(レ
ベ

ル
１

地
震

動
)

3
.
0
(％

)
管

体
ひ

ず
み

(レ
ベ

ル
２

地
震

動
)

設
計

曲
げ

角
度

設
計

照
査

用
最

大
伸

縮
量

項
目

Ｒ
Ｒ

ロ
ン

グ
管

Ｒ
Ｒ
管

(
呼

び
径
2
0
0～

)
Ｒ

Ｒ
管

(
～

呼
び

径
1
50
)

±
4°

±
7
5㎜

±
2
9㎜

±
2
4㎜

レ
ベ

ル
１

地
震
動

±
4°

±
㎜

±
2
9㎜

±
2
4㎜

レ
ベ

ル
２

地
震
動

表
－
３

硬
質

塩
化

ビ
ニ

ル
管

の
照

査
用

限
界
値

＊

＊
水

道
施
設

耐
震

工
法

指
針
・
解

説
20
2
2年

版
Ⅲ
設

計
事

例
編

(公
益

社
団

法
人
日

本
水
道

協
会
)

＊
＊

便
覧

第
14
版
(
一

般
社
団

法
人

日
本

ダ
ク
タ

イ
ル
鉄

管
協

会
)

δ

δ
＝

Ｌ
・

ｓ
ｉ
ｎ
θ

δ
：

偏
位

Ｌ
：

有
効
長

θ
：

許
容

曲
げ

角
度

２
水

道
事

業
に

係
る

新
制

度
等

④

12
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２
水

道
事

業
に

係
る

新
制

度
等

⑤

原
形

復
旧

が
不

適
当

な
場

合
に

関
す

る
通

知

13

水
道
、
下
水
道
等
に
お
け
る
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
事
務
取
扱
要
綱
第
三
第
二
号

「
チ
」
の
運
用
に
つ
い
て
（
通
知
）

（
令
和
８
年
４
月
1
3日

付
け
国
水
防
第
1
2号

、
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
防
災
課
長
）

こ
の

通
知
に

伴
い
、

「
処

理
場
・

ポ
ン
プ

場
等
に

お
け
る

公
共
土

木
施
設

災
害
復

旧
事
業

費
国
庫

負
担
法

事
務
取

扱
要
綱

第
三
第

二
号
「

チ
」
の

運
用
に

つ
い
て

」
（
平
成
27
年

６
月
１

日
付
け

国
水
防
第
38
4号

国
土
交

通
省
水

管
理
・

国
土
保

全
局
防

災
課
長

通
知
）

は
廃
止
。

【
参

考
】

公
共

土
木

施
設

災
害

復
旧

事
業

費
国

庫
負

担
法

事
務

取
扱

要
綱

第
三

第
二

号
「

チ
」

第
三

法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
「
原
形
に
復
旧
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
又
は
不
適
当
な
場
合
に
お
い

て
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
必
要
な
施
設
を
す
る
こ
と
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
工
事
を
施
行
す
る
こ
と

を
い
う
。

二
原
形
に
復
旧
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
な
場
合

チ
河
川
、
海
岸
、
砂
防
設
備
、
道
路
、
水
道
、
下
水
道
又
は
公
園
が
越
水
又
は
越
波
の
た
め
被
災
し
、

原
形
に
復
旧
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
な
場
合
に
お
い
て
、
当
該
災
害
を
与
え
た
洪
水
、
高
潮
、

波
浪
等
を
対
象
と
し
た
水
た
た
き
工
、
被
覆
工
等
を
設
け
て
施
行
す
る
必
要
最
小
限
度
の
工
事

事
務

連
絡

の
ポ

イ
ン

ト

 
適
用
範
囲
の
追
加
（
水
道
施
設
、
河
川
の
ポ
ン
プ
場
・
排
水
機
場
）
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２
水

道
事

業
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係
る

新
制
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等

⑤
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２
水

道
事

業
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新
制
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水
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事

業
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目
次

17

１
令

和
７

年
災

害
の

査
定

実
績

と災
害

復
旧

制
度

の
沿

⾰

２
令

和
８

年
度

水
道

事
業

に
係

る
新

制
度

等

３
令

和
７

年
災

害
の

査
定

事
例

貯
水

施
設

、取
水

施
設

、導
水

施
設

、配
水

施
設

ほ
か

- 392 -



１
．

査
定

事
例

《取
水

施
設

の
被

災
》

７
年

災

豪
雨

異
常

気
象

名

熊
本

県
内

被
災

位
置

取
水

施
設

（
水

源
施
設
）

被
災

施
設

河
川

の
増

水
に

よ
る
水

源
施

設
内

の
機
械
設

備
及

び
電

気
設
備
の

浸
水

被
災

状
況

6
2
,
3
1
5
千

円
（
6
2
,
31
5
千

円
、

内
仮

工
事
費
7
,
7
8
3千

円
）

申
請
額

(
決

定
額

)

電
気

機
械

設
備

の
嵩
上

げ
（

要
綱

第
３
・
２

・
チ
）

復
旧

工
法

【
応
急
仮

工
事

】
 

河
川
敷
内

に
あ
る
水
源
施

設
の

内
、
ポ

ン
プ
制
御
盤
、

引
込

開
閉
器

盤
、
電
源
切
替

盤
が

河
川
の

増
水
に
よ
り
浸

水
。

ま
た
、

点
検
口
は
浸
水

水
位

よ
り
も

高
い
位
置
に
設

け
ら
れ

て
い
た
が

、
河
川
の
増
水

に
伴

い
浅
井

戸
内
の
水
位
が

上
が

り
、
地

下
の
ピ
ッ
ト
が

水
没

し
て
電

動
弁
の
端
子
台

が
浸

水
し
て

、
原
水
の
供
給

が
途

絶
。

 
民

生
安
定

上
の
観
点
か
ら

、
故

障
し
た

電
動
弁
を
暫
定

的
に

稼
働
さ

せ
る
の
に
、
応

急
仮

工
事
と

し
て
修
理
を
実

施
（

要
綱
第

９
・
１
・
ホ
）

。
【

復
旧
工

法
】

 
被

災
し
た

機
械
設
備
、
電

気
設

備
に
つ

い
て
は
、
第
三

者
機

関
に
よ

る
調
査
の
結
果

、
取

り
替
え

が
必
要
と
の
結

果
に

至
り
、

そ
れ
ら
を
認
め

た
（

要
綱
第

２
・
２
・
１
・

イ
）
。

 
被

災
原
因

を
除
去
す
る
た

め
、

浸
水
水

位
ま
で
の
防
水

処
置

と
し
て

、
電
気
機
械
設

備
の

嵩
上
げ

を
採
択
（
要
綱

第
３

・
２
・

チ
）

。
 

注
意
事

項
•

機
械
設
備

、
電
気
設
備
等

の
浸

水
被
害

は
、
被
災
状
況

の
目

視
確
認

が
難
し
く
、
被

災
の

判
定
に

専
門
知
識
を
要

す
る

た
め
、

第
三
者
機
関
等

の
被

災
証
明

を
添
付
。

•
浸

水
水
位

（
被
災
水
位
）

を
超

え
る
浸

水
想
定
水
位
（

計
画

水
位
）

等
ま
で
の
防
水

処
置

は
災
害

復
旧
事
業
の
範

囲
を

逸
脱
し

て
改
良
的
と
さ

れ
る

た
め
に

不
採
択
。

•
浸

水
水
位

ま
で
の
防
水
処

置
を

す
る
た

め
に
は
、
越
水

、
越

波
に
よ

る
浸
水
の
痕
跡

（
枯

草
、
ゴ

ミ
等
）
を
示
し

た
写

真
、
動

画
な
ど
が
必
要

。

査
定

の
ポ

イ
ン

ト

ポ
ン

プ
制

御
盤

引
込

開
閉

器
盤

点
検
口

2.56ｍ

2.56ｍ

端
子
台

浸
水

水
位

浸
水

水
位

被
災

状
況

(
水

源
施

設
)

被
災

状
況

(
電

気
設

備
)

被
災

状
況

(
ピ

ッ
ト

内
)

0.65ｍ

ポ
ン

プ
制

御
盤

18
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２
．

査
定

事
例

《貯
水

施
設

の
被

災
》

７
年

災

火
災

異
常

気
象

名

岩
手

県
内

被
災

位
置

流
木

止
設

備
（

網
場
）

、
転

落
防

止
柵
、
階

段
工

被
災

施
設

山
林

火
災

に
伴

う
多
目

的
ダ

ム
の

付
属
設
備

の
焼
失

被
災

状
況

6
5
4千

円
（
6
5
4千

円
）

申
請
額

(
決

定
額

)

原
形

復
旧

（
要

綱
第
２

・
１
）

復
旧

工
法

【
復

旧
工
法

】
 

水
道

事
業
者

等
、
２

つ
以
上

の
施
設

管
理
者

が
管
理

費
を
負

担
す
る

多
目
的

ダ
ム
等

（
ダ
ム

、
河
口

堰
、
導

水
路
等

）
の
共

同
施
設

（
公
共

土
木

施
設

）
に
つ

い
て
は

、
そ
の

負
担
割

合
に
応

じ
て
、

災
害
復

旧
事
業

と
し
て

各
々
査

定
申
請

す
る
こ

と
が
で

き
る
（

方
針
第

６
の
２

）
。

 
令
和

７
年
２
月
26
日

か
ら
４

月
７
日

に
掛
け

て
の
火

災
に
よ

る
災
害

（
山
林

火
災
）

に
よ
り

、
ダ
ム

付
属
設

備
の
流

木
止
設

備
、
転

落
防
止

柵
、

階
段

が
焼
失

。
そ
れ

を
原
形

復
旧
す

る
も
の

（
要
綱

第
２
・

１
）
。

負
担
割

合
は
河

川
管
理

者
が
9
8.
3％

、
水
道
事

業
者
が
1
.
7％

。
 

注
意

事
項

•
事
務

負
担
の

軽
減
を

目
的
に

原
則
と

し
て
複

数
の
施

設
管
理

者
の
災

害
査
定

（
申
請

）
を
一

括
し
て

行
う
（

「
多
目

的
ダ
ム

等
の
共

同
施
設

に
係

る
災

害
査
定

に
つ
い

て
」
（

令
和
７

年
３
月
1
2日

付
事
務
連

絡
、
国

土
交
通

省
水
管

理
・
国

土
保
全

局
防
災

課
総
括

災
害
査

定
官
）

）
。

•
本
事

例
は
１

箇
所
工

事
の
費

用
の
限

度
額
（
6
0万

円
）
を
僅

か
に
上

回
っ
た

た
め
、

査
定
決

定
さ
れ

た
が
、

限
度
額

未
満
で

あ
れ
ば

失
格
と

な
る
。

ま
た

、
実
施

設
計
額

が
限
度

額
未
満

に
な
る

と
廃
工

の
措
置

を
採
ら

な
け
れ

ば
な
ら

な
い
。

査
定

の
ポ

イ
ン

ト

19
ダ

ム
全

景
被

災
前

(
転

落
防

止
柵

)
被

災
状

況
(
転

落
防

止
柵

)
被

災
後

(
転

落
防

止
柵

)
復

旧
工

法
(
転

落
防

止
柵

)
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３
．

査
定

事
例

《取
水

施
設

の
被

災
》

７
年

災

豪
雨

異
常

気
象

名

鹿
児

島
県
内

被
災

位
置

取
水

施
設

（
水

源
施
設
）

被
災

施
設

天
然

河
岸

の
浸

食
に
よ

る
水

源
施

設
お
よ
び

河
道

の
埋

そ
く

被
災

状
況

3
,
5
8
8千

円
（
3
,
5
8
8千

円
）

申
請
額

(
決

定
額

)

埋
そ

く
土

砂
の

除
去
（

要
綱

第
２

・
１
）

復
旧

工
法

20

【
復
旧
工
法
】

 
取

水
施
設
（
水
源
施

設
）
の

埋
そ
く
土
砂
の
除

去
は
、

従
前
の
効
用
（
取

水
量
）

を
回
復
す
る
も
の

で
あ
り

、
取
水
口
か
ら
上

流
側
の

水
道
施
設
の
範
囲

も
し
く

は
取
水
量
を
確
保
で

き
る
断

面
を
災
害
復
旧
事

業
の
対

象
と
し
て
採
択
（

要
綱
第

２
・
１
）
。

 
施

設
用
地
(河

道
)外

の
埋
そ

く
土
に
つ
い
て
は

、
境
界

と
河
床
の
交
点
か

ら
安
息

角
を
引
き
土
砂
の

上
端
を

結
ん
だ
範
囲
ま
で

除
去
す

る
こ
と
を
認
め
た
。

 
注

意
事
項

•
水

道
施
設
の
埋
そ
く

は
「
下

水
道
の
排
水
施
設

の
埋
そ

く
」
に
準
じ
て
お

り
、
埋

そ
く
土
砂
の
断
面

積
が
管

渠
等
の
断
面
積
の

３
割
に

満
た
な
い
も
の
は

「
維

持
工
事
と
み
る
べ
き

も
の
」

（
い
わ
ゆ
る
「
の

み
災
」

）
に
該
当
し
適
用

除
外
。

•
査

定
時
は
自
然
流
下

量
を
見

込
ん
で
埋
そ
く
土

砂
の
７

割
の
量
を
計
上
（

査
定
時

に
着
手
・
契
約
済

み
の
場

合
は
自
然
流
下
量

を
見
込

ま
ず
全
土
量
を
計

上
）
。

•
被

災
の
事
実
の
確
認

と
し
て

、
被
災
後
に
取
水

量
が
減

少
し
て
い
る
資
料

（
取
水

量
の
ト
レ
ン
ド
デ

ー
タ
、

被
災
状
況
写
真
等

）
が
必

要
。

•
災

害
復
旧
事
業
の
対

象
は
あ

く
ま
で
も
水
道
施

設
の
範

囲
に
な
り
、
そ
の

範
囲
を

超
え
て
他
の
施
設

（
本
事

例
で
は
河
川
施
設

）
の
埋

そ
く
土
砂
を
除
去

で
き

る
も
の
で
は
な
い
こ

と
に
注

意
。

査
定

の
ポ

イ
ン

ト

水
源

施
設

 
N
o
.
0
0

 
N
o
.
0
+
1
0
0

水
源

施
設

の
埋

そ
く

の
状

況

 
N
o
.
0
+
1
0
0

 
N
o
.
1
0

河
道

の
埋

そ
く

の
状

況

 
N
o
.
1
0

 
N
o
.
1
+
1
0
0

河
道

の
埋

そ
く

の
状

況
埋

そ
く

土
砂

の
除

去
の

範
囲

(
断

面
)

河
道

安
息
角

安
息
角

境 界
境 界
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４
．

査
定

事
例

《導
水

管
の

被
災

》

７
年

災

豪
雨

異
常

気
象

名

熊
本

県
内

被
災

位
置

導
水

管
（

水
道

用
硬
質

塩
化

ビ
ニ

ル
管
φ
1
0
0
m
m、

Ｌ
＝
7
0
.
0
ｍ
）

被
災

施
設

河
川

の
増

水
に

伴
う
兼

用
道

路
の

欠
壊
に
よ

る
導

水
管

の
流
失

被
災

状
況

3
,
6
6
2千

円
（
3
,
6
6
2千

円
、

内
仮

工
事
費
5
4
7千

円
）

申
請
額

(
決

定
額

)

管
路

の
布

設
替

え
（
要

綱
第

２
・

２
・
１
・

イ
）

復
旧

工
法

【
応

急
仮

工
事

】
 

河
川

の
増

水
に

伴
い

兼
用

道
路

が
欠

壊
し

た
こ

と
に

よ
り

、
道

路
下

に
埋

設
さ

れ
て

い
た

導
水

管
が

流
失

し
原

水
が

途
絶

。
 

民
生

安
定

上
の

観
点

か
ら

、
応

急
工

法
と

し
て

道
路

の
災

害
復

旧
工

事
に

支
障

と
な

ら
な

い
必

要
最

小
限

度
（

延
長

、
管

種
、

管
径

）
の

仮
設

（
陸

）
配

管
を

採
択

（
要

綱
第

９
・

１
・

ホ
）

。
管

径
は

水
理

計
算

に
よ

り
縮

径
（

φ
5
0
m
m
）

。
【

復
旧

工
法

】
 

水
道

の
災

害
復

旧
事

業
に

お
い

て
は

、
伸

縮
性

、
可

と
う

性
又

は
離

脱
防

止
機

能
を

有
す

る
管

の
布

設
も

原
形

復
旧

と
み

な
さ

れ
る

（
申

合
第

１
・

1
6
・

(
３

)
）

た
め

、
被

災
し

た
水

道
用

硬
質

塩
化

ビ
ニ

ル
管

か
ら

水
道

配
水

用
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

へ
の

材
質

の
改

良
お

よ
び

布
設

替
え

を
認

め
た

（
要

綱
第

２
・

２
・

１
・

イ
）

。
 

注
意

事
項

•
道

路
施

設
と

水
道

施
設

は
兼

用
工

作
物

で
は

な
い

た
め

、
管

理
者

毎
に

分
け

て
申

請
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
•

管
理

者
が

異
な

り
、

被
災

区
間

が
重

な
る

申
請

に
つ

い
て

は
、

二
重

採
択

と
手

戻
り

を
防

止
す

る
た

め
、

そ
れ

ぞ
れ

の
査

定
設

計
書

に
計

上
す

る
範

囲
を

申
請

者
間

で
良

く
調

整
す

る
こ

と
。

査
定

の
ポ

イ
ン

ト

被
災

前
被

災
後

導
水

管
の

流
失

仮
設

(
陸

)
配

管
(
Ｐ

Ｅ
)

取
水
口

導
水
管

護
岸

道
路

導
水
管

仮
設

(陸
)配

管
(Ｐ

Ｅ
)

護
岸

の
破
壊

導
水

管
の

流
失

道
路

の
流
失

取
水
口

設
計

図
書
の

簡
素
化 21
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５
．

査
定

事
例

《導
水

管
の

被
災

》

７
年

災

豪
雨

異
常

気
象

名

長
野

県
内

被
災

位
置

導
水

管
（

水
道

用
塗
覆

装
鋼
管
φ
1
0
0
m
m
及

び
1
5
0
m
m、

Ｌ
＝
1
6
.
2ｍ

）
、

専
用

道
路

被
災

施
設

落
石

及
び

斜
面

崩
壊
に

よ
る

管
路

の
結
合
部

の
漏

水
と

外
れ
、
専

用
道

路
の

崩
土
堆
積

被
災

状
況

3
4
,
5
3
3
千

円
（
3
4
,
53
3
千

円
）

申
請
額

(
決

定
額

)

管
路

の
布

設
替

え
、
丸

太
筋

工
、

植
生
工
、

崩
土

除
去

（
要
綱
第

２
・

２
・

１
・
イ
）

復
旧

工
法

【
復

旧
工

法
】

 
令

和
７

年
８

月
７

日
の

豪
雨

に
伴

う
落

石
及

び
斜

面
崩

壊
に

よ
り

、
別

の
２

地
点

の
導

水
管

に
結

合
部

の
漏

水
と

外
れ

が
生

じ
た

。
そ

の
内

、
漏

水
し

た
ル

ー
ト

（
地

点
１

）
の

導
水

量
が

減
っ

て
い

た
た

め
、

査
定

前
に

応
急

本
工

事
に

着
工

（
要

項
第

９
・

２
）

。
 

被
災

原
因

の
除

去
と

し
て

、
被

災
し

た
水

道
用

塗
覆

装
鋼

管
か

ら
、

大
き

な
変

形
に

追
従

で
き

る
ア

ラ
ミ

ド
外

装
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

へ
の

布
設

替
え

(
申

合
第

１
・

1
6
・

(
３

)
)

、
ま

た
、

管
路

周
辺

の
斜

面
表

土
の

侵
食

及
び

流
出

防
止

の
た

め
の

丸
太

筋
工

と
植

生
工

、
専

用
道

路
の

崩
土

除
去

を
認

め
た

（
要

綱
第

２
・

２
・

１
・

イ
）

。
 

被
災

箇
所

に
至

る
に

は
片

道
約

３
時

間
を

要
し

、
最

大
斜

度
が

4
5
度

を
超

え
る

た
め

、
人

肩
や

モ
ノ

レ
ー

ル
で

は
な

く
、

資
機

材
を

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

に
よ

り
運

搬
。

 
注

意
事

項
•

本
事

例
に

つ
い

て
は

、
落

石
及

び
斜

面
崩

壊
に

よ
り

水
道

用
塗

覆
装

鋼
管

が
被

災
し

た
た

め
、

被
災

原
因

の
除

去
と

し
て

、
よ

り
可

と
う

性
の

高
い

ア
ラ

ミ
ド

外
装

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
へ

の
材

質
の

改
良

を
認

め
た

も
の

。
よ

り
性

能
の

高
い

材
料

の
採

用
が

無
条

件
に

許
さ

れ
る

も
の

で
は

な
く

、
経

済
性

が
重

要
視

さ
れ

る
こ

と
に

注
意

。
•

被
災

箇
所

に
至

る
ま

で
の

道
の

り
や

最
大

斜
度

と
い

っ
た

や
む

を
得

な
い

事
由

が
あ

っ
た

た
め

、
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
に

よ
る

資
機

材
運

搬
を

採
択

し
た

も
の

で
あ

り
、

全
て

の
ケ

ー
ス

で
認

め
ら

れ
る

訳
で

は
な

い
。

査
定

の
ポ

イ
ン

ト

被
災

状
況

(
地

点
１

)
被

災
状

況
(
地

点
２

)

結
合

部
の

漏
水

(
地

点
１

)
結

合
部

の
外

れ
(
地

点
２

)

斜
面

崩
壊

漏
水

箇
所

水
道

用
塗

覆
装

鋼
管

落
石

漏
水

水
道

用
塗

覆
装

鋼
管

外
れ

水
道

用
塗

覆
装

鋼
管

22
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６
．

査
定

事
例

《機
械

設
備

及
び

電
気

設
備

の
被

災
》

７
年

災

落
雷

異
常

気
象

名

山
形

県
内

被
災

位
置

遮
断

用
バ

ル
ブ

の
電
動

式
駆

動
装

置
、
流
量

計
の

検
出

器
及
び
変

換
器

被
災

施
設

雷
サ

ー
ジ

（
過

電
流
、

過
電

圧
）

に
よ
る
電

動
式

駆
動

装
置
の
焼

損
、

検
出

器
及
び
変

換
器

の
故
障

被
災

状
況

9
,
9
3
6千

円
｛
9
,
7
1
3千

円
、

カ
ッ

ト
に
よ
る

減
額

（
1
1．

査
定

事
例

《
カ

ッ
ト

》
参
照

）
｝

申
請
額

(
決

定
額

)

既
存

設
備

と
同

等
の
機

能
、

性
能

、
仕
様
を

満
た

す
機

器
へ
の
材

質
の

改
良

（
要
綱
第

２
・

２
・

１
・
イ
）

復
旧

工
法

流
量

計
の

ト
レ

ン
ド

デ
ー

タ

計
測

不
能

電
動

式
駆

動
装

置
の

焼
損

電
動

式
駆

動
機

23

避
雷

針

被
災

直
撃

雷

接
地

誘
導

雷

逆
流

雷

電
話

線
通

信
線

電
源

線

避
雷

針
へ

の
直
撃

雷

電
磁

誘
導

の
影
響

に
よ

る
雷
サ

ー
ジ

の
浸

入

機
械

設
備

電
気

設
備

誘
導

雷
逆

流
雷

電
話

線
,
通

信
線
,
電

源
線

か
ら

の
浸

入

接
地

線
か

ら
の
浸

入

室
内

【
復
旧
工
法
】

 
電

源
線
を
通
じ
て
誘

導
雷
に

よ
る
雷
サ
ー
ジ
が

浸
入
し

、
遮
断
用
バ
ル
ブ

の
電
動

式
駆
動
装
置
の
焼

損
、
流

量
計
の
検
出
器
及

び
変
換

器
の
故
障
が
生
じ

た
も
の
。

 
被

災
し
た
機
械
設
備

、
電
気

設
備
に
つ
い
て
は

、
第
三

者
機
関
に
よ
る
調

査
の
結

果
、
取
り
替
え
が

必
要
と

の
結
果
に
至
っ
た

も
の
の

、
同
じ
製
品
は
生

産
中
止

と
な
っ
て
い
た
た
め

、
同
等

の
機
能
、
性
能
、

仕
様
を

満
た
す
機
器
へ
の

材
質
の

改
良
を
認
め
た
（

要
綱
第

２
・
２
・
１
・
イ

）
。

 
注

意
事
項

•
落

雷
に
起
因
す
る
災

害
は
通

常
の
災
害
と
は
異

な
り
、

機
械
設
備
、
電
気

設
備
等

の
内
部
の
損
傷
や

機
能
停

止
が
多
く
、
目
視

に
よ
る

被
害
状
況
の
確
認

が
難

し
い
と
と
も
に
被
災

の
判
定

に
は
専
門
的
な
知

識
を
要

す
。
そ
の
た
め
、

地
方
気

象
台
の
雷
の
注
意

報
・
警

報
等
発
令
状
況
の

ほ
か
、

民
間
気
象
会
社
に

よ
る

落
雷
証
明
書
（
本
事

例
で
は

㈱
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

・
ジ
ャ

パ
ン
）
や
第
三
者

機
関
等

（
本
事
例
で
は
一

般
財
団

法
人
日
本
品
質
保

証
機
構

）
の
被
災
証
明
が

必
要
。

•
そ

の
ほ
か
、
査
定
ま

で
に
準

備
す
る
資
料
に
つ

い
て
は

「
技
術
者
の
た
め

の
災
害

復
旧
問
答
集
」
を

参
照
の

こ
と
。

査
定

の
ポ

イ
ン

ト

雷
害

の
種

類
(
直

撃
雷

、
誘

導
雷

、
逆

流
雷

)
と

侵
入

経
路
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７
．

査
定

事
例

《配
水

管
の

被
災

》

７
年

災

豪
雨

異
常

気
象

名

北
海

道
内

被
災

位
置

配
水

管
（

鋼
管
φ
1
00
m
m、

橋
梁

添
架

管
Ｌ

＝
4
5
.
5
ｍ
）

被
災

施
設

河
床

洗
掘

に
伴

う
橋
脚

の
沈

下
・

傾
斜
及
び

土
砂

・
流

木
の
衝
突

に
よ

る
管

体
の
変
形

被
災

状
況

6
0
,
3
6
8
千

円
（
6
0
,
36
8
千

円
、

内
仮

工
事
費
3
,
7
5
1千

円
）

申
請
額

(
決

定
額

)

別
の

橋
梁

へ
の

配
水
管

の
添

架
（

要
綱
第
３

・
２

・
イ
）

復
旧

工
法

24

被
災

状
況

(
河

川
と

橋
梁

)
被

災
状

況
(
橋

梁
と

添
架

管
の

全
景

)

被
災

状
況

(
橋

梁
へ

の
流

木
の

集
積

)
被

災
状

況
(
管

体
の

変
形

)
被

災
状

況
(
ブ

ラ
ケ

ッ
ト

の
破

損
)

河
川

被
災

橋
梁

未
被

災
橋
梁

未
被

災
橋
梁

橋
梁

添
架
管

流
木

の
集
積

被
災

橋
梁

河
川

被
災

橋
梁

流
木

の
集
積

橋
梁

添
架
管

管
体

の
変
形

(ε
p
ma
x=
1
0％

)
ブ

ラ
ケ

ッ
ト

ブ
ラ

ケ
ッ
ト

橋
梁

添
架
管

流
木

の
集
積

被
災

橋
梁

河
川
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７
．

査
定

事
例

《配
水

管
の

被
災

》

７
年

災

豪
雨

異
常

気
象

名

北
海

道
内

被
災

位
置

配
水

管
（

鋼
管
φ
1
00
m
m、

橋
梁

添
架

管
Ｌ

＝
4
5
.
5
ｍ
）

被
災

施
設

河
床

洗
掘

に
伴

う
橋
脚

の
沈

下
・

傾
斜
及
び

土
砂

・
流

木
の
衝
突

に
よ

る
管

体
の
変
形

被
災

状
況

6
0
,
3
6
8
千

円
（
6
0
,
36
8
千

円
、

内
仮

工
事
費
3
,
7
5
1千

円
）

申
請
額

(
決

定
額

)

別
の

橋
梁

へ
の

配
水
管

の
添

架
（

要
綱
第
３

・
２

・
イ
）

復
旧

工
法

25

【
応

急
仮

工
事
】

 
豪

雨
に

よ
り

、
橋
脚
廻
り

の
河

床
が

洗
掘
し
て
躯

体
が

沈
下

、
傾
斜
す
る

と
と

も
に

、
洪
水
流
の

中
に

入
り

混
じ
っ
た
土

砂
と

流
木

が
橋
梁

添
架

管
に

当
た

っ
て
絡
み

付
き

、
配

水
管
に
最
大
1
0
.
0％

の
管
体
ひ
ず
み

（
管

体
の

変
形
）
が
生

じ
た

も
の
。

 
配

水
管

の
通

水
機
能
は
保

た
れ

て
い

た
が
、
管
体

の
許

容
ひ

ず
み
を
大
き

く
超

え
て

い
た
た
め
、

民
生

安
定

上
の
観
点
か

ら
、

応
急

工
法
と

し
て

必
要

最
小

限
度
（
延

長
、

管
種

、
管
径
）
の

仮
設

（
陸

）
配
管
（
ス

テ
ン

レ
ス

製
レ
ン
タ
ル

管
）

を
採

択
（
要
綱
第

９
・

１
・

ホ
）
。

【
復

旧
工

法
】

 
被

災
し

た
橋

梁
が
ボ
ト
ル

ネ
ッ

ク
と

な
り
、
浸
水

被
害

の
一

因
と
な
っ
た

た
め

、
橋

梁
の
本
復
旧

を
取

り
止

め
。

 
浄

水
を

供
給

す
る
た
め
に

配
水

管
を

復
旧
し
な
け

れ
ば

な
ら

ず
、
技
術
的

、
経

済
的

に
見
て
、
独

立
水

管
橋

３
案
よ
り
も

配
水

管
の

位
置

（
ル

ー
ト

）
を

変
更
し
て

橋
梁

添
架

と
し
た
方
が

現
実

で
あ

っ
た
こ
と
か

ら
、

同
じ

河
川
に
架
か

り
、

下
流

側
に
位
置
す

る
未

被
災

の
橋
梁

へ
の

配
水

管
の

添
架
を
認

め
た

（
要

綱
第
３
・
２

・
イ
）

 
ま

た
、

添
架

す
る
橋
梁
は

上
流

側
の

橋
梁
が
無
く

な
り

被
災

し
易
く
な
る

こ
と

、
管

体
ひ
ず
み
が
1
0
.
0％

を
超
え
た
こ
と

を
理

由
に

、
被
災

原
因

の
除

去
と

し
て
、
大

き
な

変
形

に
追
従
で
き

る
ア

ラ
ミ

ド
外
装
ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
へ
の
布
設

替
え

を
認

め
た
(申

合
第

１
・
1
6・

(３
))
。

 
注

意
事
項

•
本

事
例

に
つ

い
て
は
、
配

水
管

を
添

架
す
る
橋
梁

周
辺

の
状

況
の
変
化
と

被
災

の
事

実
を
根
拠
に

、
被

災
原

因
の
除
去
と

し
て

、
よ

り
可

と
う

性
の

高
い

ア
ラ
ミ
ド

外
装

ポ
リ

エ
チ
レ
ン
管

へ
の

材
質

の
改
良
を
認

め
た

も
の

。
よ
り
性
能

の
高

い
材

料
の
採
用
が

無
条

件
に

許
さ

れ
る

も
の

で
は

な
く
、
経

済
性

が
重

要
視
さ
れ
る

こ
と

に
注

意
。

査
定

の
ポ

イ
ン

ト
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８
．

査
定

事
例

《水
源

施
設

と導
水

管
の

被
災

》

７
年

災

台
風

異
常

気
象

名

東
京

都
内

被
災

位
置

取
水

施
設

（
水

源
施
設

３
箇

所
）

、
導
水
管

（
ダ

ク
タ

イ
ル
鋳
鉄
管
φ
1
0
0
m
m
、

Ｌ
＝
8
.
0ｍ

）
被

災
施

設

斜
面

崩
壊

の
多

発
に
よ

る
水

源
施

設
の
埋
没

、
管

路
の

破
損
と
埋
没

被
災

状
況

3
1
2
,
9
4
1千

円
（
3
1
2,
9
4
1
千

円
、

内
仮
工
事

費
2
5
7
,
17
9
千

円
）

申
請
額

(
決

定
額

)

代
替

水
源

の
新

設
と
管

路
の

布
設

替
え
（
要

綱
第

３
・

１
・
イ
）

復
旧

工
法

設
計

図
書
の

簡
素
化

A
水

源
(
水

源
施

設
の

埋
没

１
箇

所
)

B
水

源
(
水

源
施

設
の

埋
没

2
箇

所
、

管
路

の
破

損
Ｌ

＝
8
.
0
ｍ

)

水
源

施
設

の
埋

没
(
A
水

源
)

水
源

施
設

の
埋

没
(
B
水

源
)

水
源

施
設

の
埋

没
(
B
水

源
)

管
路

の
継

手
の

外
れ

可
搬

型
浄

水
装

置
(
応

急
仮

工
事

)

仮
設

配
管

(
応

急
仮

工
事

)26

水
源

施
設

水
源

施
設

水
源

施
設

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄
管

調
査

不
可

能
区

間
(
管

路
)
Ｌ

＝
2
,
2
0
1
ｍ
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８
．

査
定

事
例

《水
源

施
設

と導
水

管
の

被
災

》

７
年

災

台
風

異
常

気
象

名

東
京

都
地
内

被
災

位
置

取
水

施
設

（
水

源
施
設

３
箇

所
）

、
導
水
管

（
ダ

ク
タ

イ
ル
鋳
鉄
管
φ
1
0
0
m
m
、

Ｌ
＝
8
.
0ｍ

）
被

災
施

設

斜
面

崩
壊

の
多

発
に
よ

る
水

源
施

設
の
埋
没

、
管

路
の

破
損
と
埋
没

被
災

状
況

3
1
2
,
9
4
1千

円
（
3
1
2,
9
4
1
千

円
、

内
仮
工
事

費
2
5
7
,
17
9
千

円
）

申
請
額

(
決

定
額

)

代
替

水
源

の
新

設
と
管

路
の

布
設

替
え
（
要

綱
第

３
・

１
・
イ
）

復
旧

工
法

【
応

急
仮

工
事

】
 

水
源

施
設

と
導

水
管

の
被

災
に

よ
り

、
原

水
の

供
給

が
絶

た
れ

た
た

め
、

民
生

安
定

上
の

観
点

か
ら

緊
急

に
応

急
仮

工
事

を
施

工
（

要
綱

第
９

・
１

・
ホ

）
。

 
本

事
例

に
お

い
て

、
被

災
後

直
ぐ

に
使

用
で

き
た

代
替

水
源

と
し

て
は

ク
リ

プ
ト

ス
ポ

リ
ジ

ウ
ム

の
発

生
に

よ
り

休
止

し
た

水
源

し
か

な
く

、
そ

れ
を

再
利

用
。

そ
の

た
め

、
ク

リ
プ

ト
ス

ポ
リ

ジ
ウ

ム
対

策
の

で
き

る
可

搬
型

浄
水

装
置

を
選

定
。

処
理

水
量

は
従

来
取

水
し

て
い

た
相

当
量

分
を

災
害

復
旧

事
業

と
し

て
採

択
。

 
更

に
1
0
社

か
ら

聞
取

り
し

調
達

可
能

な
複

数
の

可
搬

型
浄

水
装

置
の

比
較

検
討

も
実

施
。

断
水

の
受

忍
限

度
の

範
囲

で
経

済
的

な
応

急
工

法
を

選
定

。
 

被
災

し
た

水
源

施
設

と
代

替
水

源
は

別
系

統
の

た
め

、
仮

設
連

絡
管

（
2
,
1
4
0
ｍ

）
を

配
管

。
 

注
意

事
項

•
可

搬
型

浄
水

装
置

と
仮

設
配

管
に

よ
る

応
急

工
法

（
本

事
例

の
仮

工
事

費
2
5
7
,
1
7
9
千

円
）

。
•

本
事

例
に

つ
い

て
は

、
広

範
に

亘
っ

て
斜

面
崩

壊
が

多
発

し
て

お
り

、
短

期
間

で
被

災
し

た
水

源
施

設
の

近
く

に
代

替
水

源
を

求
め

る
の

は
不

可
能

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
や

む
を

得
な

い
事

由
が

認
め

ら
れ

た
も

の
。

•
原

水
、

浄
水

の
供

給
が

絶
た

れ
る

全
て

の
ケ

ー
ス

に
お

い
て

可
搬

型
浄

水
装

置
が

採
択

さ
れ

る
訳

で
は

な
い

（
本

事
例

に
お

い
て

被
災

し
た

の
は

水
源

施
設

で
あ

り
、

浄
水

施
設

で
は

な
い

）
こ

と
に

注
意

。
【

復
旧

工
法

】
 

埋
没

し
た

水
源

施
設

を
放

棄
し

、
他

に
代

替
水

源
を

新
設

す
る

（
水

道
施

設
に

係
る

災
害

復
旧

事
業

の
工

事
費

の
算

出
等

の
取

扱
い

に
つ

い
て

、
令

和
６

年
４

月
１

日
国

水
防

第
5
3
7
号

国
土

交
通

省
水

管
理

・
国

土
保

全
局

防
災

課
長

）
こ

と
に

し
て

、
こ

れ
を

見
込

工
法

と
し

た
。

 
た

だ
し

、
被

災
し

た
水

源
施

設
の

周
辺

は
崩

土
、

倒
木

で
覆

わ
れ

、
そ

れ
ら

を
除

去
し

て
か

ら
水

源
調

査
や

調
査

不
可

能
区

間
の

被
害

状
況

調
査

を
し

て
工

法
選

定
を

す
る

こ
と

に
な

る
た

め
、

「
地

形
、

地
盤

等
の

状
況

か
ら

み
て

特
に

検
討

す
る

必
要

の
あ

る
場

合
」

の
理

由
に

当
た

る
も

の
と

し
て

協
議

設
計

（
方

針
第

1
5
・

１
・

（
二

）
）

を
付

し
、

災
害

復
旧

事
業

と
し

て
採

択
。

 
協

議
設

計
の

た
め

、
当

該
調

査
、

測
量

又
は

試
験

に
要

す
る

費
用

を
測

量
及

び
試

験
費

に
計

上
。

 
埋

没
し

た
管

路
は

査
定

ま
で

に
物

理
的

に
調

査
（

漏
水

調
査

、
試

掘
等

）
を

す
る

こ
と

が
不

可
能

で
あ

っ
た

た
め

、
そ

の
延

長
（

Ｌ
＝

2
,
2
0
1
ｍ

）
を

復
旧

延
長

に
含

め
ず

、
不

可
視

に
よ

る
未

申
請

と
し

て
扱

っ
た

（
被

災
施

設
の

原
形

等
が

調
査

不
可

能
又

は
困

難
な

場
合

の
対

応
に

つ
い

て
(
通

知
)
(
平

成
3
0
年

４
月

2
5
日

事
務

連
絡

)
）

。

査
定

の
ポ

イ
ン

ト

設
計

図
書
の

簡
素
化 27
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最
後

に

28

そ
の

他
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そ
の

他
水

道
事

業
者

等
へ

の
災

害
復

旧
事

業
制

度
の

紹
介

の
よ

うす

29

←

国
⼟

交
通

省
H

P

三
重

県
埼

玉
県

日
本

水
道

協
会

水
道

技
術

者
ブ

ロ
ック

別
研

修
会

IN
⼤

阪
R7

.7

←
令

和
7年

度
17

都
府

県
22

講
座
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そ
の

他
国

⼟
交

通
省

「出
前

講
座

」の
ご

紹
介

行
政

関
係

者
の

災
害

復
旧

事
業

に
関

す
る

技
術

力
向

上
を

目
的

と
し

て
、

災
害

復
旧

事
業

の
申

請
方

法
、

執
行

手
順

、
近

年
の

査
定

事
例

等
の

ポ
イ

ン
ト

を
分

か
り

や
す

く
解

説
す

る
「
出

前
講

座
」
を

開
催

し
て

お
り

ま
す

。
引

き
続

き
、

令
和

8年
度

も
継

続
し

て
実

施
い

た
し

ま
す

の
で

、
開

催
を

希
望

さ
れ

る
場

合
は

、
国

土
交

通
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

お
申

し
込

み
く
だ

さ
い

。
ﾎ

ｰ
ﾑ

ﾍ
ﾟｰ

ｼ
ﾞｱ

ﾄﾞ
ﾚ
ｽ

ht
tp

s:
//w

w
w.

m
lit

.g
o.

jp
/d

el
iv

er
y_

le
ct

ur
e/

de
liv

er
y_

le
ct

ur
e.

ht
m

l

Ｒ
７

年
度

は
、

対
面

形
式

及
び

W
EB

方
式

に
よ

り
計

50
回

の
講

座
を

開
催

し
、

こ
れ

ま
で

に
約

4,
00

0名
の

方
に

ご
参

加
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。

■
Ｒ

７
年

度
の

実
施

状
況

※
本

省
災

害
査

定
官

に
よ

る
災

害
査

定
の

終
了

後
、

行
政

関
係

者
お

よ
び

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
職

員
を

対
象

と
し

て
、

災
害

復
旧

事
業

に
関

す
る

勉
強

会
を

開
催

す
る

こ
と

が
可

能
で

す
。

開
催

を
希

望
さ

れ
る

場
合

は
、

当
該

査
定

を
担

当
す

る
本

省
災

害
査

定
官

へ
個

別
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。 30
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そ
の
他

災
害

報
告
と
被

害
情

報
の
提

供
（
初
動
対

応
）

「
災

害
報

告
」

と
「

被
害

情
報

の
提

供
」

の
流

れ

施
設
管
理
者

(
水

道
事

業
者

、
水

道
用

水
供

給
事

業
者

)

都
道
府
県
、
指
定
都
市

国
土
交
通
省

地
方

整
備

局
水
道
係

水
道

事
業

課

防
災

課

[
凡
例
]

負
担

法
に
基

づ
く
災

害
報
告

※
１
(防

災
課

)
被
害

情
報
の

提
供

※
２

(水
道
事

業
課
)

※
１

公
共

土
木

施
設

災
害

復
旧

事
業

費
国

庫
負

担
法

※
２

健
康

危
機

管
理

の
適

正
な

実
施

並
び

に
水

道
施

設
へ

の
被

害
情

報
及

び
水

質
事

故
等

に
関

す
る

情
報

の
提

供
に

つ
いて

(令
和

８
年

４
月

３
日

付
国

水
水

第
１

８
号

、
国

土
交

通
省

水
管

理
・

国
土

保
全

局
水

道
事

業
課
長

)

(
水

管
理

・
国

土
保

全
局

)

災
害

報
告

と
被

害
情

報
が

入
り

混
じ

る
た

め
、

適
切

に
選

別

 
地

震
や

豪
雨

、
そ
の

他
自

然
災

害
に
よ

り
水

道
施

設
へ
の

被
害

が
確

認
さ
れ

た
場

合
、

施
設
管

理
者

（
大

臣
認
可

及
び

大
臣

認
可

外
の
水

道
事

業
者

、
水
道

用
水

供
給

事
業
者

）
は

、
防

災
課
へ

の
負

担
法

に
基
づ

く
災

害
報

告
と
水

道
事

業
課

へ
の

被
害
情

報
の

提
供

を
速
や

か
に

行
な

っ
て
下

さ
い

。
 
水

道
施

設
の

査
定
前

着
工

（
応

急
工
事

）
に

つ
い

て
、
災

害
復

旧
事

業
と
し

て
採

択
さ

れ
る
か

判
断

に
迷

う
と
き

に
は

、
事

前
打

合
せ
（

防
災

課
へ

の
相
談

）
を

ご
利

用
下
さ

い
。

 
特

に
仮

設
（

陸
）
配

管
や

可
搬

型
浄
水

装
置

を
設

置
す
る

場
合

は
、

査
定
に

お
い

て
手

戻
り
等

が
生

じ
な

い
よ
う

、
で

き
る

限
り

事
前
打

合
せ

を
ご

利
用
下

さ
い

。
 
施

工
前

の
被

災
状
況

を
的

確
に

把
握
で

き
る

写
真

が
採
否

の
決

め
手

と
な
る

た
め

、
事

前
打
合

せ
の

有
無

に
関
わ

ら
ず

必
ず

撮
影

す
る
よ

う
に

し
て

下
さ
い

。

都
道

府
県

市
町

村

指
定

都
市

土
木
主
管
部
局

都
道

府
県

土
木
主
管
部
局

都
道

府
県

水
道
行
政
担
当
部
局

指
定

都
市

土
木

主
管

部
局

は
漏

れ
の

な
い

よ
う

報
告

を
促

し
、

水
道

担
当

部
局

は
遅

滞
な

く
報

告

水
道

の
災

害
報

告
は

土
木

主
管

部
局
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【
機

密
性

２
】

国
交

省
とし

て
は

、切
迫

す
る

⼤
規

模
広

域
災

害
時

に
備

え
、災

害
対

応
⼒

を
各

段
に

引
き

上
げ

る
取

り組
み

を
構

築
中

。
水

道
被

害
に

対
して

は
、⼀

つ
の

事
例

とし
て

水
道

⾏
政

移
管

前
の

能
登

半
島

地
震

で
の

活
動

が
あ

り、
引

き
続

き
、

関
係

団
体

や
⼤

都
市

水
道

局
⼤

規
模

災
害

対
策

検
討

会
の

み
な

さ
ま

と情
報

交
換

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

高
度
技
術
指
導
班
（
水
道
）
活
動
記
録

４
日
目

（
1月

１
１
日
）

 宿
６
：
０
０

発
位
置
図

輪
島
市

 旧
輪
島
市

給
水
区
域

の
現
地
確
認
へ

幹
線

道
路

の
啓

開
は

進
ん

で
い

る
も

の
の

 水
道

施
設

の
復

旧
調

査
に

は
、

幹
線

道
路

か
ら

中
に

入
っ

た
地

方
道

路
の

通
行

止
め

な
ど

の
情

報
も

必
要

⇒
輪

島
市

リ
エ

ゾ
ン

か
ら

の
情

報
収

集
を

試
み

る
←

地
方

道
路

の
情

報
は

ま
だ

←
E
T
C

2
.0

の
通

行
履

歴
情

報
が

ま
も

な
く
ネ

ッ
ト

で
公

表
さ

れ
る

．
．

．
な

ど
輪
島
市
リエ

ゾン
か
らの

情
報
収
集

輪
島
市
街
地
へ
の
給
水
拠
点
「輪

島
第
一
配
水
池
」

⇒
外
見
上
は
大
きな

損
傷
は
な
し

輪
島
浄
水
場
か
ら配

水
池
へ
の
ル
ート
は

管
の
抜
けに

よる
大
量
の
漏
水
によ

ると
み
られ

る道
路
の
損
壊
が
あ
り復

旧
には

か
な
りの

時
間
を要

す
るこ
とを

確
認

隣
接
す
る航

空
自
衛
隊
に面

した
道
路
も

通
行
不
能
とな

って
い
る状

況

夕
方

の
日

水
協

と
の

打
ち

合
わ

せ
で

は
、

復
旧

エ
リ

ア
ま

で
の

道
路

事
情

の
共

有
、

作
業

に
必

要
な

箇
所

の
抽

出
を

お
願

い
し

た

取
水
○

浄
水
△

送
水
×

配
水
池
△

そ
の

他
み

な
さ

ま
との

関
わ

りに
つ

い
て
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ご
清

聴
あ

りが
とう

ご
ざ

い
ま

した
。
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